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は
じ
め
に

九
州
大
学
大
学
文
書
館
は
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
五
月
に
、
泰
成
堂
書
店

（
東
京
都
）
か
ら
「
福
岡
医
学
校
講
義
ノ
ー
ト
」（
著
者 

髙
木
磯
太
郎
、
冊
数 

四
十
九
冊
）
な
る
史
料
を
購
入
し
た
。
同
館
は
こ
の
史
料
を
一
括
し
て
「
髙
木
磯
太

郎
資
料
」
と
し
て
保
管
し
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
（
以
下
、
略
称
は
「
髙
木
資
料
」

と
す
る
）。

「
髙
木
資
料
」
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
前
後
に
「
福
岡
甲
種
医
学
校
」
に

在
籍
し
、
卒
業
後
に
産
婦
人
科
の
医
師
と
な
っ
た
髙た

か

木き

磯い
そ

太た

郎ろ
う

氏
（
以
下
、
敬
称

略
）
の
自
筆
文
書
か
ら
な
る（

1
）。「
福
岡
甲
種
医
学
校
」（
一
八
八
三
～
一
八
八
八
）

は
、
九
州
大
学
医
学
部
の
遥
か
前
身
に
当
た
り
、
福
岡
県
福
岡
区
中
島
町
岡
新
地

（
現
福
岡
市
博
多
区
中
洲
五
丁
目
）
に
あ
っ
た
福
岡
県
立
の
医
学
校
で
あ
る
。「
髙
木

資
料
」
は
購
入
段
階
で
の
名
称
に
あ
る
よ
う
に
、「
福
岡
医
学
校
」（
福
岡
甲
種
医
学

校
）（2
）
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
や
備
忘
録
等
が
大
半
を
占
め
る
が
、
購
入
後
に
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
髙
木
磯
太
郎
は
、
医
学
校
入
学
以
前
に
阿
蘇

宮
地
（
熊
本
県
）
に
あ
っ
た
「
盍こ

う
し
ん簪
学
舎
」
と
い
う
私
学
校
に
在
籍
し
て
お
り
、
そ

の
時
の
記
録
ノ
ー
ト
類
七
冊
も
「
髙
木
資
料
」
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
資
料
の
中
に
は
、
医
学
校
在
籍
中
に
髙
木
磯
太
郎
が
漢
文
に
よ
っ
て
綴
っ
た

日
記
「
雜
記
載
録
」
一
冊
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
は
当
時
の
福
岡

甲
種
医
学
校
で
行
わ
れ
た
あ
る
重
要
な
こ
と
が
ら
に
関
す
る
興
味
深
い
証
言
が
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
は
、「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
の
内
容
を
分
析
検
討
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
含

ま
れ
る
資
料
に
よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
事
実
に
関
す
る
知
見
を
も
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
あ
る
資
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
資

料
の
旧
蔵
者
、
執
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
要

素
と
な
る
。
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
髙
木
磯
太
郎
と
い
う
人
物
の
生
涯
に

関
し
て
、
可
能
な
限
り
の
調
査
を
行
い
本
稿
に
反
映
さ
せ
た
。

な
お
、
本
稿
は
「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
の
存
在
を
発
見
し
、
そ
の
資
料
の
重
要
性

に
最
初
に
注
目
し
た
九
州
大
学
大
学
文
書
館
事
務
職
員
の
江
藤
ま
ゆ
み
と
、
漢
文
資

料
の
読
解
等
を
行
っ
た
同
館
協
力
研
究
員
の
柴
田
篤
と
が
、
共
同
で
研
究
を
行
い
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
1
）「
髙
木
資
料
」
所
収
の
ノ
ー
ト
類
の
中
に
は
、
自
筆
の
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
が
、

「takaki

」、「
多
加
喜
」
な
ど
と
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
文
書
館
で
は
旧
蔵
者
名

を
「
た
か
き
・
い
そ
た
ろ
う
」
と
称
す
る
。
な
お
、「
髙
木
資
料
」
は
髙
木
磯
太
郎
没
後

に
家
族
、
子
孫
に
よ
っ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
が
、
最
終
的
所
蔵
者
が

誰
で
あ
る
か
は
不
明
の
た
め
、
大
学
文
書
館
で
は
「
髙
木
磯
太
郎
旧
蔵
」
と
称
す
る
こ
と

と
し
た
。
髙
木
磯
太
郎
氏
の
肖
像
写
真
に
つ
い
て
は
、
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
。

（
2
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
福
岡
県
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
県
立
福
岡
医
学
校
を

設
置
し
、
病
院
を
附
設
す
る
。
そ
の
後
、
文
部
省
は
同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
、
一
定

条
件
を
満
た
す
医
学
校
の
卒
業
生
に
対
し
て
医
師
試
験
を
受
け
ず
に
医
師
開
業
免
状
を
付

与
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
医
学
校
を
制
度
化
す
る
た
め
の
「
医
学
校
通
則
」
を

制
定
す
る
。
そ
の
条
件
を
満
た
し
た
医
学
校
が
「
甲
種
医
学
校
」
で
あ
り
、
同
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
福
岡
医
学
校
も
甲
種
医
学
校
に
認
定
さ
れ
、「
福
岡
甲
種
医
学
校
」
と

な
っ
た
。
髙
木
磯
太
郎
が
入
学
、
そ
し
て
卒
業
し
た
の
は
、
こ
の
「
福
岡
甲
種
医
学
校
」

で
あ
る
。
た
だ
し
、「
髙
木
資
料
」
も
含
め
当
時
の
文
書
の
中
に
は
、「
福
岡
医
学
校
」
と

い
う
表
記
も
あ
り
、
混
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
甲
種
福
岡
医
学
校
」
と

い
う
表
記
も
見
ら
れ
る
。
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一
「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
の
内
容

「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
四
十
九
冊
は
、
そ
の
制
作
年
代
に
よ
っ
て
大
き
く
二
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
髙
木
磯
太
郎
が
阿
蘇
宮
地
の
「
盍
簪
学
舎
」
に
在
籍
し
て

い
た
時
代
の
も
の
（
七
冊
）
と
、
福
岡
の
「
福
岡
甲
種
医
学
校
」
に
在
籍
し
て
い
た

時
代
以
降
の
も
の
（
四
十
二
冊
）
と
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年

か
ら
同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
ま
で
、
後
者
は
そ
の
翌
年
頃
か
ら
同
二
十
一

（
一
八
八
八
）
年
頃
ま
で
と
そ
れ
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
、
表
題
や
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
す
る（

1
）。

（
一
）
盍
簪
学
舎
時
代
の
資
料

こ
の
時
代
の
資
料
に
は
、
各
冊
に
執
筆
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
年
代
順

に
記
す
。
④
以
外
は
科
目
の
手
控
・
練
習
帳
の
類
で
あ
る
。

①
「
洋
算
手
控
」（
明
治
十
一
年
十
月
、
加
減
乗
除
の
筆
算
練
習
帳
）

②
「
洋
算
手
控
」（
明
治
十
四
年
五
月
、
約
分
、
通
分
等
の
筆
算
練
習
帳
）

③
「
和
漢 

雑
書
暗
記
手
控
」（
明
治
十
四
年
六
月
、
歴
史
上
の
事
柄
に
関
す
る
問
答

の
控
え
）

④
「
盍
簪
學
舎 

教
則
并
試
験
法
」（
明
治
十
四
年
六
月
、
教
則
の
一
覧
）

⑤
「
不
審
字
控
」（
明
治
十
四
、五
年
、
蒙
求
、
日
本
外
史
の
難
読
文
字
に
読
み
カ
ナ
）

⑥
「
歴
史
綱
鑑
補 

全 

不
審
字
控
」（
明
治
十
五
年
四
月
、
歴
史
綱
鑑
補
の
難
読
文
字

に
音
訓
読
み
か
な
）

⑦
「
洋
算
傳
習
手
控
」（
明
治
十
五
年
十
月
、
約
分
、
分
数
加
法
、
乗
法
、
除
法
等

の
筆
算
練
習
帳
）

（
二
）
福
岡
甲
種
医
学
校
時
代
の
資
料

こ
の
時
代
の
資
料
は
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
類
と
、
テ
キ
ス

ト
の
書
写
・
備
忘
録
類
等
と
に
分
け
て
記
す
。
必
ず
し
も
年
代
順
で
は
な
い
。
先
ず

講
義
ノ
ー
ト
類
に
つ
い
て
、
科
目
、
担
当
教
諭
名
等
を
記
す
。

⑧
「
外
科
各
論
・
壹
」（
大
森
治
豊
教
諭
、
彪
氏
外
科
各
論
）

⑨
「
外
科
各
論
・
貳
」（
大
森
治
豊
教
諭
、
彪
氏
外
科
各
論
、
下
肢
・
頸
部
・
花
柳
・

皮
膚
、
明
治
二
十
年
）

⑩
「
外
科
各
論
・
三
」（
大
森
治
豊
教
諭
、
彪
氏
外
科
各
論
、
泌
尿
・
生
殖
・
骨
盤
・

上
肢
、
同
上
）

⑪
「
外
科
各
論
・
四
」（
大
森
治
豊
教
諭
、
外
科
手
術
論
、
胸
腹
諸
病
、
同
上
）

⑫
「
外
科
各
論
」（〔
大
森
治
豊
教
諭
〕、
四
肢
篇
等
、
明
治
十
九
年
、
二
十
年
）

⑬
「
内
科
通
論
」（
池
田
陽
一
教
諭
、
病
理
通
論
、
明
治
十
九
年
）

⑭
「
内
科
各
論
・
二
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
、
呼
吸
器
篇
、
明
治
二
十
一
年
）

⑮
「
内
科
各
論
・
三
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
、
神
経
系
諸
病
、
明
治
二
十
一
年
）

⑯
「
内
科
各
論
・
四
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
、
消
化
器
病
論
）

⑰
「
内
科
各
論
・
五
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
、
循
環
器
・
泌
尿
器
・
生
殖
器
・
血
液
及

血
液
製
造
器
・
新
陳
代
謝
器
諸
病
論
）

⑱
「
内
科
各
論
・
六
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
、
伝
染
病
論
）

⑲
「
断
訟
醫
學
」（
熊
谷
玄
旦
教
諭
・
斎
藤
武
英
教
諭
、
明
治
二
十
年
）

⑳
「
組
織
學
前
編
」（
柘
植
宗
一
教
諭
、
明
治
十
八
年
）

㉑
「
組
織
學
後
編
」（
柘
植
宗
一
教
諭
）

㉒
「
産
科
學
」（
池
田
陽
一
教
諭
、
明
治
二
十
、二
十
一
年
）

㉓
「
婦
人
科
學
」（
池
田
陽
一
教
諭
、
明
治
二
十
年
）

㉔
「
診
断
學
・
巻
之
一 

」（
池
田
陽
一
教
諭
）

㉕
「
診
断
學
・
巻
之
二 
」（
池
田
陽
一
教
諭
、
循
環
器
診
法
・
肚
腹
臓
器
診
法
）
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㉖
「
眼
科
學
・
壹
」（
榎
本
與
七
郎
教
諭
）

㉗
「
眼
科
學
・
貳
」（
榎
本
與
七
郎
教
諭
、
明
治
二
十
年
）

㉘
「
生
理
學
拔
記
」（
榎
本
與
七
郎
教
諭
）

㉙
「
薬
物
學
」（
斎
藤
武
英
教
諭
、
明
治
十
九
年
）

㉚
「
動
物
學
」（
久
能
功
教
諭
）

㉛
「
植
物
學
」（
久
能
功
教
諭
）

次
に
テ
キ
ス
ト
の
書
写
・
備
忘
録
類
等
を
記
す
。
な
お
、
卒
業
後
に
書
写
、
筆
記

し
た
も
の
も
三
点
ほ
ど
見
ら
れ
る
。

㉜
「
組
織
學
・
五
宦
器
篇
圖
譜
」（
書
写
）

㉝
「
動
脉
拔
萃
表
」（
書
写
、
明
治
十
七
年
）

㉞
「
摸
冩
・
解
剖
筋
圖
式
」（
書
写
、
同
上
）

㉟
「
醫
科
全
書
・
神
經
學
拔
萃
」（
書
写
、
同
上
）

㊱
「
炭
素
化
合
物
化
學
総
論
」（
書
写
）

㊲
「〔
急
性
化
膿
性
中
耳
炎
・
慢
性
化
膿
性
中
耳
炎
・
頭
蓋
損
傷
通
義
〕」（
筆
記
帳
）

㊳
「
外
科
聴
講
要
概
録
」（
備
忘
録
、
明
治
十
八
年
、
十
九
年
）

㊴
「
解
剖
備
忘
雜
記
」（
備
忘
録
、
明
治
十
六
年
、
十
七
年
）

㊵
「
生
理
學
備
忘
録
」（
備
忘
録
、
明
治
十
八
年
）

㊶
「〔
組
織
学
〕」（
備
忘
録
、「
肥
斯
都
露
岐
伊 

迷
摸
亂
怒
」、明
治
十
七
年
、十
八
年
）

㊷
「
組
織
學
「
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
」
備
忘
録
」（
備
忘
録
）

㊸
「〔
組
織
学
〕
實
地
演
習
要
摘
簿
」（
備
忘
録
）

㊹
「〔
骨
や
関
節
に
関
す
る
覚
書
〕」（
備
忘
録
）

㊺
「
醫
學
全
科
卒
業
試
験
問
題
録
」（
甲
種
福
岡
醫
學
校
編
集
、
明
治
二
十
一
年
）

㊻
「
雜
記
載
録
」（
日
記
、
明
治
十
八
年
）

㊼
「
産
科
訓
典
」（
翻
訳
本
書
写
、
明
治
二
十
六
年
）

㊽
「
華
氏
産
科
摘
要
」（
翻
訳
本
書
写
、
明
治
二
十
六
年
）

㊾
「
新
式
男
女
禮
法
畧
記
」（
岡
部
千
仞
巡
回
講
師
、
講
義
筆
記
、
明
治
三
十
一
年
）

（
三
）
資
料
の
特
色

総
じ
て
言
え
ば
、
福
岡
甲
種
医
学
校
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
の
う
ち
、
⑳
「
組
織
學

前
編
」、
㉑
「
組
織
學
後
編
」
に
講
義
者
で
あ
る
柘
植
宗
一
教
諭
の
著
書
（
活
字
本
）

の
一
部
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
す
べ
て
髙
木
磯
太
郎
本
人
の
書
写
に

よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
部
に
表
紙
が
取
れ
た
り
シ
ミ
の
付
い
た
り
し
た

も
の
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
医
学
校
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
類
か
ら
は
、
当
時
の
福
岡

甲
種
医
学
校
に
お
い
て
医
学
教
育
を
担
っ
て
い
た
教
諭
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
講
義
な

ど
を
行
っ
て
い
た
か
、
そ
の
内
容
と
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（

2
）。
ま
た
、

同
じ
く
医
学
校
時
代
の
テ
キ
ス
ト
の
書
写
・
備
忘
録
類
等
か
ら
は
、
そ
う
し
た
医
学

教
育
で
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
た
り
、
重
要
な
図
を
記
録
し
た
り
し
た
も

の
、
さ
ら
に
実
地
演
習
の
摘
録
や
解
剖
実
習
の
備
忘
録
な
ど
、
医
学
教
育
を
受
け
る

生
徒
の
学
習
の
様
子
が
詳
細
に
分
か
る
。
た
と
え
ば
、
㊴
「
解
剖
備
忘
雜
記
」
に
は

「
解
剖
学
」
の
講
義
に
用
い
ら
れ
た
『
解
剖
篇
』
か
ら
解
剖
図
が
、
㊶
㊷
の
「
組
織

学
」
の
備
忘
録
に
は
顕
微
鏡
検
査
に
よ
る
解
剖
図
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

㉞
「
摸
冩
・
解
剖
筋
圖
式
」
に
は
諸
筋
の
解
剖
図
が
朱
色
付
き
で
詳
細
に
描
か
れ
て

い
る
（
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
）。

そ
の
他
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、「
盍
簪
学
舎
」
の
教
育
内
容
が
詳

細
に
分
か
る
「
盍
簪
學
舎 

教
則
并
試
験
法
」
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
一

（
一
八
八
八
）
年
の
福
岡
甲
種
医
学
校
の
卒
業
試
験
の
内
容
が
分
か
る
「
医
学
全
科

卒
業
試
験
問
題
録
」
も
あ
る
。
そ
し
て
半
年
余
り
で
は
あ
る
が
、
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
当
時
の
福
岡
甲
種
医
学
校
の
状
況
や
教
諭
た
ち
の
動
向
な
ど
の
ほ

か
、
博
多
の
町
の
賑
わ
い
や
日
々
の
生
活
な
ど
が
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
「
雜
記
載

録
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
内
容
と
そ
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
後
述
す
る
。
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以
上
の
よ
う
な
資
料
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
も
、
資
料
を
作
成
し
た
髙
木
磯
太

郎
が
、
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
の
か
見
る
必
要
が
あ
る
。
次
に

可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〔
註
〕

（
1
）
資
料
に
は
通
し
番
号
を
附
け
て
い
る
。
詳
細
は
本
稿
附
録
資
料
（
4
）「
髙
木
磯
太
郎

資
料
」
資
料
目
録
を
参
照
。

（
2
）
福
岡
県
立
九
州
歴
史
資
料
館
（
福
岡
県
小
郡
市
）
所
蔵
「
宮
川
文
書
」
の
中
に
、「
髙

木
資
料
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
福
岡
医
学
校
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
福
岡
医
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
黒
木
謙
吉
氏
の
筆
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
同
館
所

蔵
資
料
目
録
）。
ま
た
、
太
宰
府
市
公
文
書
館
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
所
蔵
「
中
川
家
文

書
」
の
中
に
も
、
同
じ
く
福
岡
医
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
中
川
輗
太
郎
氏
に
よ
る
講
義

ノ
ー
ト
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
同
館
所
蔵
資
料
目
録
）。
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
併
せ

た
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

二　
医
学
校
入
学
以
前
の
髙
木
磯
太
郎

（
一
）
生
涯
の
概
略

「
髙
木
資
料
」
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
、
先
ず
そ
の
生
涯
の
概
略
を
見
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
髙
木
磯
太
郎
は
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
福
岡

藩
士
の
田
中
又
十
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
や
が
て
父
の
死
に
よ
っ
て
髙
木
格
仙
の

養
子
と
な
り
、
福
岡
県
牛う

し
く
び頸
一
四
八
二
（
現
福
岡
県
大
野
城
市
牛
頸
）
で
成
長
す

る（
1
）。
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
阿
蘇
宮み

や

地じ

（
現
熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町

宮
地
）
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
私
学
校
「
盍こ

う
し
ん簪
学
舎
」
に
入
り
、
漢
文
（
儒
学
）
を

初
め
と
し
て
算
術
、
歴
史
、
地
誌
な
ど
の
基
礎
科
目
を
学
び
、
同
十
五
（
一
八
八
二
）

年
十
一
月
に
同
学
塾
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
約
四
年
間
在
籍
す
る
。
同
十
六

（
一
八
八
三
）
年
度
に
福
岡
甲
種
医
学
校
を
受
験
合
格
し
て
入
学
す
る
。
医
学
校
在

籍
中
は
、
同
校
三
等
教
諭
（
外
科
学
）
の
斎
藤
武
英
宅
に
寓
居
す
る（

2
）。
同

二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
四
月
に
同
医
学
校
を
卒
業
し
、
同
時
に
医
師
開
業
免
状
を

付
与
さ
れ
る（

3
）。
そ
し
て
同
二
十
六
年
九
月
に
福
岡
甲
種
医
学
校
の
後
継
で
あ
る

県
立
福
岡
病
院
の
医
員
（
産
科
・
婦
人
科
）
と
な
る
が
、
同
二
十
八
年
六
月
に
医
員

を
辞
し
て
自
宅
で
開
業
す
る
。
ま
た
、
福
岡
医
学
校
の
池
田
陽
一
教
諭
（
産
科
・
婦

人
科
学
）
が
同
二
十
七
年
に
佐
賀
に
開
院
し
た
池
田
産
科
婦
人
科
病
院
に
も
勤
務
す

る
。
そ
の
後
、
大
正
末
頃
に
福
岡
県
筑
紫
郡
二
日
市
町
紫
で
髙
木
産
婦
人
科
医
院
を

開
業
す
る
な
ど
、
医
師
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
た
。

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
末
頃
、
子
息
の
住
む
東
京
に
転
居
し
た
が
、
没
年
は
未

詳
で
あ
る
。
な
お
、
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
第
四
代
社
長
の
高
木
幹
夫
氏

（
一
八
九
九
～
一
九
六
六
）
は
磯
太
郎
の
長
男
に
当
た
る（

4
）。

（
二
）
牛
頸
の
環
境

磯
太
郎
が
育
っ
た
牛
頸
は
、
古
代
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
西
日
本
最
大

の
須
恵
器
の
窯
業
地
帯
と
し
て
栄
え
た
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
今
か
ら
千
年
ほ

ど
前
、
平
安
時
代
中
期
に
は
、
西
国
鎮
護
、
大
宰
府
守
護
の
た
め
京
都
の
平
野
神
社

の
勧
請
を
受
け
て
、
こ
の
地
に
平
野
神
社
（
現
福
岡
県
大
野
城
市
牛
頸
三
丁
目
）
が

建
て
ら
れ
、
牛
頸
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た（

5
）。
明
治
初
期
に
一
人
の
儒
学
者
が

こ
の
平
野
神
社
の
す
ぐ
近
く
の
地
に
移
住
す
る
。
竹
田
猗し

げ
る（
維
新
以
前
は
定さ
だ
よ
り猗
、
字

は
子し

ひ斐
、
号
は
謙
窓
、
一
八
三
三
～
一
八
八
九
）
で
あ
る
。
江
戸
前
期
に
筑
前
黒
田

藩
（
福
岡
藩
）
の
儒
者
（
朱
子
学
者
）
で
あ
っ
た
竹
田
定さ

だ
な
お直
（
号
は
春
庵
、

一
六
六
一
～
一
七
四
五
）
か
ら
数
え
て
第
九
代
目
の
子
孫
に
当
た
る
。
竹
田
定
直
は
、

貝
原
益
軒
（
名
は
篤
信
、
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
の
門
人
で
あ
り
、
共
に
『
筑
前

国
続
風
土
記
』
や
『
黒
田
家
譜
』
の
編
纂
に
従
事
し
た
ほ
か
、『
小
学
句
読
集
疏
』、
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『
筑
前
国
孝
子
良
民
伝
』
な
ど
数
多
く
の
書
物
を
著
す
。
定
直
を
初
代
と
す
る
竹
田

家
は
、
第
四
代
の
定さ

だ
よ
し良

（
号
は
梅
廬
、
一
七
三
八
～
一
七
九
八
）
が
、
天
明
四

（
一
七
八
四
）
年
に
創
建
さ
れ
た
福
岡
藩
の
東
学
問
所
（
修
猷
館
）
の
総
受
持
（
祭

酒
・
館
長
）
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
代
々
そ
の
職
を
務
め
、
定
直
以
来
の
学
問
を
伝

え
た
。

第
九
代
の
定
猗
（
謙
窓
）
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
江
戸
に
遊
学
し
、
昌

平
坂
学
問
所
（
昌
平
黌
）
教
授
の
安あ

さ
か積
艮ご
ん
さ
い斎
（
名
は
重
信
、
一
七
九
一
～

一
八
六
〇
）
の
塾
に
入
り
、
や
が
て
そ
の
塾
頭
と
な
る
。
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年

に
帰
藩
し
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
藩
校
修
猷
館
の
総
受
持
と
な
り
、
藩
主
の

侍
読
を
務
め
る
が
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
病
を
得
て
職
を
辞
す
。
そ
の
後
、

謙
窓
は
同
三
年
に
那
珂
郡
中
原
村
に
居
住
す
る
が
、
牛
頸
村
よ
り
児
童
教
育
の
依
頼

を
受
け
て
、
同
七
（
一
八
七
四
）
年
に
一
家
を
挙
げ
て
牛
頸
に
転
居
す
る
。
同
八
年

六
月
よ
り
同
十
三
年
四
月
ま
で
、
御
笠
郡
牛
頸
村
小
学
校
の
初
代
校
長
を
務
め
、
同

年
十
月
よ
り
同
十
八
年
六
月
ま
で
御
笠
中
学
校
一
等
助
教
諭
を
務
め
る
な
ど
、
地
域

の
教
学
に
尽
く
し
た
。
さ
ら
に
明
治
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
修
猷
館
が
、
同
十
八

（
一
八
八
五
）年
に
福
岡
県
立
修
猷
館
と
し
て
再
建
さ
れ
る
と
、同
二
〇（
一
八
八
七
）

年
に
謙
窓
は
漢
文
科
及
び
歴
史
科
の
教
導
に
も
な
っ
て
い
る（

6
）。

と
こ
ろ
で
、
初
代
の
竹
田
春
庵
は
引
退
し
た
後
に
、
牛
頸
に
隠
居
し
て
こ
こ
に

「
笛
塾
」
と
い
う
学
塾
を
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
る（

7
）。
し
か
し
、
今
日
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
定
直
の
牛
頸
居
住
と
笛
塾
開
設
に
関
し
て
は
、
文
献
資
料
と
し
て
は
確
証

は
な
い
と
も
さ
れ
る（

8
）。
た
だ
、
謙
窓
が
明
治
七
年
に
那
珂
郡
中
原
村
か
ら
牛
頸

に
移
住
し
た
の
に
は
、
山
紫
水
明
の
地
と
い
う
こ
と
以
外
に
も
、
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（

9
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
謙
窓
が
こ
の
地
に
居
住
し

地
域
の
文
教
の
た
め
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
謙
窓
の
子
で

あ
る
修
吉
（
第
十
代
、
号
は
定
修
、
一
八
七
三
～
一
九
四
五
）
も
、
明
治
二
十
五
年

に
牛
頸
小
学
校
に
赴
任
し
て
以
来
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
教
員
、
校
長
と
し
て
奉
職

し
、「
質
樸
敦
厚
」
の
郷
俗
は
そ
の
徳
化
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
平
野
神
社
の
横

に
は
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
に
「
竹
田
謙
窓
先
生
碑
」
が
建
て
ら
れ
る
。

ま
た
、
修
吉
を
顕
彰
し
た
「
恩
師
竹
田
修
吉
先
生
追
慕
碑
」
も
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
に
そ
の
隣
に
建
て
ら
れ
て
い
る（

10
）。
こ
の
謙
窓
・
修
吉
の
竹
田

父
子
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
髙
木
磯
太
郎
で
あ
る
。

磯
太
郎
の
養
父
母
が
牛
頸
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
は
定
か
で

な
い
が
、
彼
が
福
岡
甲
種
医
学
校
在
籍
中
に
綴
っ
た
日
記
「
雜
記
載
録
」（
明
治

十
八
年
）
の
正
月
十
三
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
（
原
漢

文
）。午

後
一
時
頃
、
家ち

ち君
の
書
状
を
齎も
た
らし
て
村
人
来
た
る
。
開か
い
か
ん緘
し
て
見
る
。
一
見

す
れ
ば
乃す

な
わち
先
日
、
宮
本
竹ち
く
と
ん墩
翁
の
謙け
ん
そ
う
ど
う
じ
ん

窓
道
人
に
贈
る
の
返
書
、
中
に
在あ

り
。（11
）

こ
こ
に
「
謙
窓
道
人
」
と
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
先
に
見
た
竹
田
家
第
九

代
当
主
の
竹
田
猗
を
指
す
。
先
に
謙
窓
没
後
に
「
竹
田
謙
窓
先
生
碑
」
が
建
て
ら
れ

た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
の
碑
文
を
著
し
た
の
が
、
同
じ
く
磯
太
郎
の
日
記
に
見
え

る
「
宮
本
竹
墩
翁
」
で
あ
る
。

宮
本
竹
墩
（
名
は
茂
任
、
字
は
子
任
、
一
八
二
一
～
一
八
九
四
）
は
、
福
岡
藩
士

で
、
竹
田
謙
窓
と
同
じ
時
期
に
昌
平
黌
で
安
積
艮
斎
に
学
ぶ
。
廃
藩
置
県
の
後
、
中

学
及
び
師
範
学
校
の
教
官
を
歴
任
し
、
最
後
は
中
学
修
猷
館
の
倫
理
の
教
師
と
な
る
。

竹
墩
は
文
を
以
て
天
下
に
知
ら
れ
た
安
積
艮
斎
に
称
賛
さ
れ
た
ほ
ど
文
章
に
長
じ
、

著
に
『
竹
墩
小
品
』
が
あ
る
と
言
う（

12
）。
彼
が
誌
し
た
「
竹
田
謙
窓
先
生
碑
」（
原

漢
文
）
に
は
、「
子
斐
（
謙
窓
）
の
余
に
少わ

か
き
こ
と
十
余
歳
、
学
事
自よ

り
使
事
に
及

ぶ
ま
で
、
毎つ

ね
に
其
の
職
を
聯つ
ら
ね
、
終
身
親
善
た
り
。」
と
あ
る
。
両
者
が
生
涯
公
私

に
わ
た
り
極
め
て
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
な
お
、
前
述
の

「
恩
師
竹
田
修
吉
先
生
追
慕
碑
」
に
よ
れ
ば
、
謙
窓
の
長
男
で
あ
る
修
吉
は
再
建
さ
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れ
た
修
猷
館
に
学
び
、
さ
ら
に
宮
本
竹
墩
先
生
の
家
塾
に
入
門
し
、
孔
孟
程
朱
の
道

を
学
ん
だ
、
と
あ
る（

13
）。

さ
て
、
髙
木
磯
太
郎
の
日
記
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
竹
田
謙
窓
か
ら
の
書
簡
に
対
し

て
、
宮
本
竹
墩
が
贈
っ
た
返
書
が
、
父
親
か
ら
の
書
状
の
中
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
謙
窓
が
竹
墩
か
ら
来
た
手
紙
を
磯
太
郎
の
父
親
に
手

渡
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
竹
田
謙
窓
と
磯
太
郎
の
父
親
と
が
極
め
て

親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
書
簡
が
磯
太
郎
の
元
に
送
ら
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
磯
太
郎
自
身
少
な
く
と
も
竹
田
謙
窓
や
宮
本
竹
墩
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
同
封
さ
れ
て
い
た
竹
墩
の
返
書
に
ど
の

よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
磯
太
郎
の
も
と
に
転
送
さ
れ
て
き

た
の
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
彼
の
日
記
か
ら
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
彼
と
竹
田
謙
窓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
年
に
な
っ
て
磯

太
郎
自
身
が
作
成
し
た
文
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
記
が
書
か
れ
て
か
ら
四
十
五
年
以
上
も
経
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
四
月
、
既
に
東
京
に
転
居
し
て
い
た
磯
太
郎
は
、
妻
と
共
に
牛
頸

の
墓
参
に
出
か
け
る
。
つ
い
で
に
神
社
仏
閣
・
名
勝
古
跡
を
観
光
し
な
が
ら
、
各
地

離
居
の
親
戚
を
訪
問
し
て
交
誼
を
深
め
る
。
六
月
に
東
京
に
帰
宅
し
た
六
十
六
歳
の

磯
太
郎
は
、
こ
れ
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
考
え
て
、
妻
の
兄
弟
姉
妹
に
係
る
一
族
の
名

簿
を
作
成
す
る
。「
親
戚
家
族
名
簿
」
で
あ
る（

14
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
の
妻
の

「
ア
グ
リ
」
は
竹
田
謙
窓
の
二
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
謙
窓
に
は
二
男
四
女

が
い
た
が
、
ア
グ
リ
は
そ
の
二
番
目
の
子
と
し
て
明
治
二
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
磯

太
郎
よ
り
四
歳
年
下
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
修
吉
は
ア
グ
リ
の
四
歳
下
の

弟
に
当
た
る
。
竹
田
家
と
髙
木
家
と
が
同
じ
牛
頸
在
住
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
磯
太

郎
の
父
と
謙
窓
道
人
（
竹
田
猗
）
と
の
間
に
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
髙
木
磯
太
郎
は
福
岡
に
お
け
る
儒
学

の
名
門
竹
田
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
然
謙
窓
の
盟
友
で
あ
る

宮
本
竹
墩
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
福
岡
藩
の
二
人
の
碩
儒
と
の
つ

な
が
り
は
、
磯
太
郎
の
学
問
的
素
養
を
培
う
も
の
と
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
十
二

歳
に
な
っ
た
磯
太
郎
は
、
牛
頸
の
儒
学
的
環
境
の
中
か
ら
人
生
の
次
の
段
階
へ
と
進

む
た
め
、
故
郷
牛
頸
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
盍こ
う
簪し
ん
学
舎
の
教
育

髙
木
磯
太
郎
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
阿
蘇
宮
地
の
「
盍
簪
学
舎
」
に

学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
満
年
齢
で
は
十
二
月
に
十
三
歳
に
な
る
年
で
あ
っ
た
が
、
入
学

に
至
っ
た
経
緯
は
定
か
で
な
い
。
盍
簪
学
舎
は
、
同
年
十
月
に
熊
本
県
阿
蘇
郡
宮
地

村
一
九
四
九
に
設
立
認
可
さ
れ
た
中
等
教
育
の
私
学
校
で
あ
る（

15
）。
設
立
者
の
高

宮
貞
松
（
名
は
守
質
、
字
は
子
直
、
通
称
は
貞
松
、
号
は
鶴
渓
、
一
八
二
八
～

一
八
八
二
）
は
、
代
々
郡
医
師
の
家
の
出
身
で
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
九
月

二
一
日
に
父
貞
固
（
名
は
守
為
）
か
ら
跡
目
相
続
を
し
て
い
る（

16
）。
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
、
郷
人
に
推
さ
れ
て
小
学
校
の
師
長
（
校
長
）
と
な
る
が
、
幾
ば

く
も
な
く
し
て
辞
職
し
、
同
十
一
年
十
月
二
十
一
日
に
盍
簪
学
舎
を
開
塾
す
る
。
没

後
に
門
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
高
宮
先
生
之
碑
銘
」
に
は
、
遠
近
か
ら
入
門
す
る

者
は
「
先
後
、
百
を
以
て
数
う
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
高
宮
貞
松
の
姿
を
次
の
よ
う

に
描
写
し
て
い
る
（
原
漢
文
）（17
）。

先
生
、
居き

ょ
こ
う恒
（
平
生
）
謹
慎
し
、
奢し
ゃ
侈し

を
戒
め
、
恭
儉
を
崇た
っ
とび
、
聲
色
貨
利
を

遠
ざ
く
。
凡お

よ
そ
亂ら
ん
ち
つ帙
無
く
、
席
に
纖せ
ん
じ
ん塵
も
無
く
、
終
日
端た
ん
座ざ

し
て
、
絶
え
て
倦け
ん
よ
う容

無
し
。
其
の
門
に
入
り
其
の
教
え
を
奉
ず
る
者
、
望
み
て
敬
を
起
こ
さ
ざ
る
こ
と

靡な

し
。

髙
木
磯
太
郎
が
学
ん
だ
高
宮
貞
松
の
人
柄
と
盍
簪
学
舎
の
校
風
が
想
像
で
き
る
文
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章
で
あ
る
。
盍
簪
学
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
熊
本
県
教
育
会

に
よ
っ
て
編
集
発
行
さ
れ
た
『
熊
本
縣
教
育
史
』
上
巻
に
「
中
等
教
育
・
私
学
」
の

一
つ
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
県
庁
文
書
に
よ
っ
て
「
学
科
」

「
教
則
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
髙
木
資
料
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
盍
簪

學
舎 

教
則
幷
試
験
法
」（
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
六
月
中
旬
筆
録
。
但
し
試
験

法
は
省
略
）
に
も
、「
学
科
・
教
則
」
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
を
比
べ
る
と

か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
髙
木
の
筆
録
し
た
「
盍
簪
學
舎
教
則
」
で
は
、
先
ず

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

上
下
等
は
各
々
六
級
、
高
等
は
三
級
、
分
か
ち
て
三
等
十
五
級
と
為
す
。（18
）

だ
が
、『
熊
本
縣
教
育
史
』
が
引
用
す
る
県
庁
文
書
に
は
こ
の
文
章
は
な
く
、
教

則
の
中
に
も
、「
下
等
」
第
六
級
か
ら
第
一
級
ま
で
、「
上
等
」
第
六
級
か
ら
第
一
級

ま
で
で
、「
高
等
」
の
三
級
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
教
科
目
の
種
類
と
内

容
（
教
科
書
）
に
も
相
当
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
県
庁
文
書
と
、
学
塾
で
実
際
に
用

い
ら
れ
た
も
の
と
に
は
差
異
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
今
日
、
県
庁
文
書
を
そ

の
ま
ま
引
用
し
た
『
熊
本
縣
教
育
史
』
上
巻
と
『
阿
蘇
魂
』（
阿
蘇
魂
刊
行
会
、

一
九
六
九
）
以
外
に
「
教
則
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
髙
木

磯
太
郎
の
筆
録
本
は
教
育
史
的
に
見
て
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
そ
こ

で
以
下
に
、
髙
木
の
筆
録
本
に
よ
っ
て
、
盍
簪
学
舎
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
教
育

の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
文
に
は
そ
の
表
記
は
な
い
が
、「
読

書
」「
算
術
」
等
を
「
科
目
」
と
表
記
し
た
。「
一 

學
科　
和
漢
洋
兼
学
」
の
あ
と
に
、

「
二 

教
則
」
と
し
て
各
等
各
級
の
科
目
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（
県
庁
文
書
と
の
異
同

に
つ
い
て
は
括
弧
書
き
で
示
す
）。

二　
教
則

　
下
等

　
　
第
六
級

一 

讀
書　
　
孝
経　
　
大
學

一 

算
術　
　
数
学

一 

習
字　
　
假
名　
　
洋
文
字

　
　

 

第
五
級

一 

讀
書　
　
論
語　
　
中
庸

一 

算
術　
　
位
取

一 

習
字　
　
楷
書　
　
千
字
文

　
　
第
四
級

一 

讀
書　
　
孟
子

一 

講
義　
　

�

日
本
畧
史
（「
読
書
」
の
科
目
に
）
地
理
初
歩 

附
地
球
儀
（
な
し
）

（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 

問
答　
　
右 

二
書
之
内
（
問
答
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
加
法

一 

習
字　
　
同
前
級  （
楷
書
、
唐
詩
選
）

　
　
第
三
級

一 

讀
書　
　
詩
経

一 

講
義　
　
日
本
地
誌
略
（「
読
書
」
の
科
目
に
）（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 

問
答　
　
同　
　

 

附
日
本
地
圖
之
内
（
問
答
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
減
法  （
加
減
、
合
法
）

一 
習
字　
　
行
書

　
　
第
二
級

一 

讀
書　
　
書
経　
　
易
経

一 

講
義　
　
萬
国
史
略
（「
読
書
」
の
科
目
に
）（
講
義
の
科
目
な
し
）
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一 

問
答　
　
同
（
問
答
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
乗
法　
加
減
乗
合
法

一 
習
字　
　
草
書
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
一
級

一 

讀
書　
　
禮
記

一 

講
義　
　

�
内
国
史
略　
万
国
地
誌
畧
（
共
に
「
読
書
」
の
科
目
に
）（
講
義
の

科
目
な
し
）

一 

問
答　
　
右
二
書
之
内　
附
万
国
地
圖
（
問
答
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
除
法　
　
四
術
合
法

一 

作
文　
　
通
俗
往
復
文

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

上
等

　
　
第
六
級

一 

讀
書　
　

�

春
秋
左
氏
傳　
国
語　
国
史
擥
要
（
な
し
、
代
わ
り
に
十
八
史
略
、

日
本
地
理
書
）

一 

講
義　
　
国
史
擥
要
（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 

地
理
学　
日
本
地
誌
要
畧
（
地
理
学
の
科
目
な
し
）

一 

諳
記　
　
右
四
書
之
内
（
諳
記
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
至
大
等
数

一 

作
文　
　
片
假
名
交
記
事

一 

詩
作　
　
五
七
言
絶
句
（
五
言
絶
句
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
五
級

一 

讀
書　
　
十
八
史
略
（
な
し
）
史
記
（
戦
国
策
あ
り
）
國
史
略

一 

講
義　
　
右
三
史
之
内
（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 

諳
記　
　
同
（
諳
記
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
至
小
倍
数

一 

作
文　
　
片
假
名
交
論
説
（
史
類
複
文
）

一 

詩
作　
　
同
前
級
（
七
言
絶
句
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
四
級

一 

讀
書　
　
説
苑
（
世
説
新
語
あ
り
）
蒙
求　
日
本
外
史

一 

講
義　
　
右
四
書
之
内
（
講
義
の
科
目
な
し
） 　

一 

物
理
学　
物
理
階
梯
（
物
理
学
の
科
目
な
し
）

一 

諳
記　
　
前
書
之
内
（
諳
記
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
自
命
分
至
通
分

一 

作
文　
　
史
類
復
文
（
漢
文
記
事
）

一 

詩
作　
　
同
前
級
（
五
言
律
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
三
級

一 

讀
書　
　
文
章
軌
範　
文
選　
日
本
政
記
（
和
譯
地
理
全
志
あ
り
）

一 

講
義　
　
文
章
軌
範　
日
本
政
記

一 

修
身
學　
修
身
論
（
修
身
学
の
科
目
は
第
四
級
へ
）

一 

地
理
学　
輿
地
誌
略
（
地
理
学
の
科
目
な
し
）

一 

物
理
学　
物
理
全
誌
（
一 

理
学　
物
理
階
梯
）

一 

諳
記　
　
前
書
之
内
（
諳
記
の
科
目
な
し
、
代
わ
り
に
一 

化
学　
化
学
篇
）

一 

算
術　
　
自
加
分
至
除
分

一 
作
文　
　
漢
文
記
事
（
雜
題
漢
文
）

一 
詩
作　
　
五
言
排
律
（
七
言
律
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
二
級
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一 

讀
書　
　
歴
史
綱
鑑
〔
補
〕　
国
史
纂
論

一 

講
義　
　
右
二
書
之
内
（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 
修
身
學　
小
学
内
篇
（
修
身
学
の
科
目
な
し
）

一 
物
理
学
（
理
学
） 気
海
觀
瀾
廣
義

一 

化
学　
　
化
学
篇
（
未
究
）

一 

諳
記　
　
前
書
之
内
（
諳
記
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
比
例

一 

作
文　
　
漢
文
諸
説
（
同
前
級
）

一 

詩
作　
　
同
前
級
（
五
言
排
律
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

　
　
第
一
級

一 

讀
書　
　
綱
鑑
易
知
録　
唐
宋
八
大
家
讀
本

一 

講
義　
　
右
二
書
之
内
（
講
義
の
科
目
な
し
）

一 

修
身
學　
小
學
外
篇
（
修
身
学
の
科
目
な
し
）

一 

物
理
学
（
理
学
）　
博
物
新
編

一 

化
学　
　
（
未
究
）

一 

諳
記　
　
前
書
之
内
（
諳
記
の
科
目
な
し
）

一 

算
術　
　
利
息
算

一 

作
文　
　
漢
文
遊
記
（
同
前
級
）

一 

詩
作　
　
七
言
律
（
五
七
言
古
）

一 

習
字　
　
（
習
字
の
科
目
な
し
）

高
等
（
以
下
す
べ
て
無
し
）

　
　
第
三
級

一 

讀
書　
　
無
點
大
日
本
史

一 

修
身
学　
孟
子

一 

作
文　
　
論
文

一 

詩
作　
　
五
言
排
律

一 

習
字　
　
董
其
昌
石
摺

　
　
第
二
級

一 

讀
書　
　
無
點
詩
文
集

一 

修
身
学　
論
語

一 

作
文　
　
雜
題

一 

詩
作　
　
五
七
言
古

一 

習
字　
　
同
前
級

　
　
第
一
級

一 

讀
書　
　
唐
本
史
類

一 

修
身
学　
大
学　
中
庸

一 

作
文　
　
同
前
級

一 

詩
作　
　
四
言
及
五
七
言
古

一 

習
字　
　
同
前
級

右 

教
則
終

各
科
目
ご
と
に
見
て
い
く
と
、「
読
書
」
は
高
等
の
第
一
級
ま
で
、「
講
義
」
は
、

下
等
の
第
四
級
か
ら
上
等
の
第
一
級
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
読
書
」
は
お
そ
ら
く
今
日
で
言
う
演
習
形
式
、「
講
義
」
は
同
じ
く
講
読
な
い
し
講

義
形
式
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。「
算
術
」
も
上
等
の
第
一
級
ま
で
一
貫
し
て
課
せ
ら

れ
て
お
り
、
段
階
的
に
上
が
り
「
比
例
」
や
「
利
息
算
」
ま
で
行
く
。
上
等
に
な
る

と
、「
物
理
学
」
や
「
化
学
」
の
科
目
も
見
え
る
。「
習
字
」
は
全
等
全
級
に
あ
り
、

下
等
第
一
級
か
ら
は
「
作
文
」
が
加
わ
り
、
上
等
第
三
級
か
ら
は
内
容
が
漢
文
に
な

り
、
上
等
の
第
六
級
か
ら
は
漢
詩
の
「
詩
作
」
も
加
わ
る
。
ま
た
、
上
等
第
三
級
か
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ら
は
「
修
身
学
」
も
置
か
れ
、
教
科
書
と
し
て
は
『
四
書
』
や
『
小
学
』
が
取
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

漢
文
の
教
科
書
と
し
て
は
、
下
等
、
上
等
の
段
階
で
は
、
お
そ
ら
く
訓
点
の
施
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
和
刻
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
高
等
で
は
「
無
点
」
つ
ま
り

訓
点
な
し
の
い
わ
ゆ
る
白
文
の
読
解
が
加
わ
る
計
画
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日

の
大
学
の
学
部
な
い
し
は
大
学
院
の
演
習
レ
ベ
ル
の
授
業
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
盍
簪
学
舎
で
は
、
徹
底
し
て
儒
学
を
中
心
と
し
た
漢

学
教
育
が
行
わ
れ
、
漢
文
を
書
き
漢
詩
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
同
時
に
算
術
や
地
理
、
歴
史
、
物
理
学
、
化
学
と
い
っ
た
教
養
科
目
も

学
ん
だ
の
で
あ
る
。
特
に
「
不
審
字
控
」
な
ど
を
見
る
と
、
身
に
つ
け
た
漢
字
漢
文

能
力
は
相
当
な
も
の
で
、
後
に
彼
が
漢
文
で
、
し
か
も
か
な
り
難
解
な
漢
字
を
も
使

用
し
て
日
記
を
綴
っ
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。
ま
た
、
全
等
全
級
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
「
習
字
」
は
、
そ
の
後
の
彼
が
記
し
た
講
義
ノ
ー
ト
な
ど
に
見
事
に
活
か
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、「
髙
木
資
料
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、『
熊
本
縣
教
育
史
』
上
巻

に
は
盍
簪
学
舎
の
「
塾
則
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
学
塾
内
の
生
活
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
頭
に
刻
み
込
ま
れ
て
お

り
、
書
き
写
す
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
漢
文
で
あ
る
の
で
、
訓
読
を
も

記
す
。

一
、
塾　
則

一
、
座
班
者
以
学
級
爲
順
（
座ざ

班は
ん
（
席
次
）
は
学
級
を
以
て
順
と
爲
す
）

一
、
朝
六
時
起
夜
十
時
臥
（
朝
六
時
に
起
き
、
夜
十
時
に
臥ふ

す
）

一
、�

整
肅
諸
具
清
潔
塾
内
不
可
汚
障
壁
（
諸
具
を
整
肅
に
し
、
塾
内
を
清
潔
に
し
、

障
壁
を
汚
す
べ
か
ら
ず
）

一
、�

借
用
書
籍
毎
帰
省
可
返
致
塾
中
会
稽
亦
準
之
（
借
用
せ
る
書
籍
は
、
帰
省
す

る
毎
に
返
致
す
べ
し
。
塾
中
の
会
稽
（
計
）
も
亦
た
之
れ
に
準
ず
）

一
、�

不
許
漫
外
出
出
則
必
可
告
其
事
故
（
漫み

だ
り
に
外
出
す
る
を
許
さ
ず
。
出
づ
る

に
は
則
ち
必
ず
其
の
事
故
（
事
情
）
を
告
ぐ
べ
し
）

一
、
除
昆
弟
外
禁
同
臥
（
昆
弟
（
兄
弟
）
を
除
く
の
外ほ

か
は
、
同ど
う
臥が

を
禁
ず
）

一
、
塾
中
禁
酒
（
塾
中
は
酒
を
禁
ず
）

一
、�

犯
規
則
者
可
以
炊
飯
及
灑
掃
贖
之
（
規
則
を
犯
す
者
は
、
炊
飯
及
び
灑
掃
を

以
て
之
れ
を
贖あ

が
なう
べ
し
）

さ
て
、『
熊
本
縣
教
育
史
』
上
巻
所
掲
の
「
第
二
期 

新
設
私
学
表
」
に
よ
れ
ば
、

「
盍
簪
学
舎
」
は
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
十
月
二
十
一
日
に
設
置
さ
れ
、
同

十
五
（
一
八
八
二
）
年
十
一
月
二
十
八
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
「
高
宮
先

生
之
碑
銘
」
に
は
、「
先
生
病
歿
す
、
年
五
十
有
五
。
實
に
明
治
十
五
年
十
月
四
日

な
り
。
古
神
原
の
先せ

ん
塋え
い
（
祖
先
の
墓
域
）
の
側
か
た
わ
らに
葬
る
。」
と
あ
る
。
盍
簪
学
舎
は
、

設
立
者
で
あ
っ
た
高
宮
貞
松
が
病
没
し
た
た
め
に
、
翌
月
に
閉
塾
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。「
髙
木
資
料
」
所
収
の
ノ
ー
ト
で
は
、
明
治
十
五
年
十
月
の
「
洋
算
傳
習
手
控
」

が
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
高
宮
貞
松
が
亡
く
な
っ
た
月
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月
に

書
か
れ
た
の
が
、「
歴
史
綱
鑑
補
不
審
字
控
」
で
あ
る
。「
不
審
字
控
」
と
あ
る
の
は
、

当
該
の
書
物
の
中
で
難
読
・
難
解
の
文
字
を
抜
き
出
し
、
読
み
や
意
味
を
記
録
し
て

覚
え
る
こ
と
を
指
す
。『
歴
史
綱
鑑
補
』
は
上
等
第
二
級
の
「
読
書
」
に
対
応
す
る
。

だ
と
す
る
と
、
こ
の
秋
、
髙
木
磯
太
郎
は
盍
簪
学
舎
に
お
い
て
上
等
第
一
級
ま
で
進

級
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
髙
木
資
料
」
の
中
で
一
番
早
い
ノ
ー
ト
は
明
治
十
一

年
十
月
と
記
さ
れ
た
「
洋
算
手
控
」
で
あ
る
か
ら
、
髙
木
磯
太
郎
は
盍
簪
学
舎
が
設

立
さ
れ
た
時
か
ら
、
閉
塾
の
時
に
至
る
ま
で
の
四
年
間
、
盍
簪
学
舎
の
生
徒
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
ま
た
、
明
治
十
五
年
秋
の
閉
塾
に
よ
っ
て
、「
教
則
」
上
の
「
高
等
」

教
育
は
実
質
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
十
一
年
十
月
の
日
付
け
の
あ
る
「
洋
算
手
控
」
の
裏
表
紙
に
は
、
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中
央
に
「
髙
木
磯
太
郎
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
左
側
に
漢
詩
一
首
が
書
写

さ
れ
て
い
る
。
安
積
艮
斎
の
「
登
筑
波
山
絶
頂
」（
筑つ

く

波ば

山さ
ん

の
絶
頂
に
登
る
）
と
い

う
七
言
絶
句
で
あ
る
（
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
）。

突
兀
奇
峯
雲
外
浮　
　
突と

っ
こ
つ兀
た
る
奇き

峯ほ
う　
雲
外
に
浮
か
ぶ

天
風
吹
上
絶
巓
秋　
　
天て

ん
ぷ
う風
吹
き
上の
ぼ
る　
絶ぜ
っ
て
ん巓
の
秋

山
河
歴
歴
双
鞋
下 　

   
山さ
ん
河が

歴
歴
た
り　
双そ
う
あ
い鞋
の
下も
と

但
恐
一
呼
驚
八
州  　

  
但
だ
恐
る
一い
っ
呼こ　
八
州
を
驚
か
さ
ん
こ
と
を

こ
の
詩
は
、『
嘉
永
二
十
五
家
絶
句
』（
嘉
永
二
十
五
年
刊
）
巻
二
に
収
録
さ
れ
て

い
る
が（

19
）、
磯
太
郎
が
何
に
よ
っ
て
こ
れ
を
記
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、

安
積
艮
斎
は
言
う
ま
で
も
な
く
牛
頸
の
二
人
の
碩
儒
、
竹
田
謙
窓
と
宮
本
竹
墩
と
の

恩
師
で
あ
る
。
二
人
を
通
し
て
艮
斎
の
漢
詩
を
知
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
筑
波
山
の
絶
頂
で
詠
わ
れ
た
気
宇
広
大
な
こ
の
詩
が
、
雄
大
な
阿
蘇
の

自
然
の
中
で
、
磯
太
郎
を
奮
い
立
た
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
髙
木
磯
太
郎
は
阿
蘇
の
地
を
離
れ
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
進
学
す
る
こ
と

に
な
る
。
盍
簪
学
舎
設
立
者
の
高
宮
貞
松
は
、
郡
医
師
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
髙

木
の
医
学
校
へ
の
進
学
に
対
し
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

現
今
の
時
点
で
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
、
盍
簪
学
舎
の
教
則
を
見
る
限
り
、
福
岡
医

学
校
へ
の
進
学
を
準
備
す
る
の
に
十
分
な
教
育
を
受
け
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い（

20
）。

当
時
、
医
学
校
の
受
験
者
・
入
学
者
が
事
前
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
は
、
公
立
の
中
学
の
修
了
者
以
外
で
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
髙
木
磯
太
郎
の
こ
こ
ま
で
の
歩
み
は
、
一
つ
の
事
例
と
し
て
貴

重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

〔
註
〕

（
1
）
生
年
月
日
は
『
日
本
醫
籍
録
』（
東
京
醫
事
論
社
編
纂
、
一
九
二
五
）
に
記
さ
れ
て
い

る 

。
実
父
と
養
父
と
に
つ
い
て
は
、
竹
田
亨
氏
所
蔵
の
竹
田
晴
夫
著
『
竹
田
家
の
歴
史
』

（
私
家
版
、
二
〇
〇
〇
）
第
五
章
・
表
六
（
家
系
図
）「
二
．
高
木
家
」
に
見
え
る
「
高
木

磯
太
郎
」
の
箇
所
に
、
竹
田
準ひ

と
し氏
が
補
筆
し
て
「（
実
父
）
黒
田
家
臣 

田
中
又
十
郎
（
養

父
）
高
木
格
仙
」
と
記
し
て
い
る
。
竹
田
家
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
第
九
代
猗し

げ
る（
謙

窓
）
の
長
男
が
修
吉
、
そ
の
長
男
が
博
吉
、
そ
の
二
男
が
準ひ

と
し、
そ
の
長
男
が
亨と
お
るで
、
猗
の

二
男
の
六
吉
の
長
男
が
晴
夫
で
あ
る
（
敬
称
略
、
附
録
資
料
（
2
）
髙
木
磯
太
郎
親
族
家

系
略
図
を
参
照
）。
田
中
又
十
郎
に
つ
い
て
は
、
磯
太
郎
の
日
記
「
雜
記
載
録
」
に
も
見

え
る
。
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
二
月
十
三
日
の
条
に
、「
午
後
三
時
自よ

り
田
中
又
十

郎
の
墓
所
并な

ら
び
に
大
西
新
地
に
到
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
三
月
二
日
の
条
に
、「
乃だ
い
父ふ

出

福
す
。
又
竹
田
先
生
、
二
日
市
自
り
直
来
す
。
今
日
、
暇い

と
まを
乞こ

い
西
新
地
田
中
氏
に
到
る
。

蓋け
だ
し
明
日
は
実
父
十
三
年
忌
會
執
行
の
由よ
し
。
余
、
招
待
せ
ら
る
。
之
れ
に
因
り
、
今
夜
自

り
明
日
九
時
前
に
到
る
ま
で
寄
寓
の
筈は

ず
な
り
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
髙
木
磯
太

郎
の
実
父
で
あ
る
田
中
又
十
郎
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
三
月
頃
に
逝
去
し
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
時
、
磯
太
郎
は
満
七
歳
で
、
こ
れ
以
後
、
高
木
格
仙
の
養
子
に
な
り
、
福

岡
か
ら
牛
頸
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
牛
頸
が
出
身
地
で
あ
る
こ
と
は
『
舊
福
岡
醫
學
校
同
窓
人
名
録
』（
九
州
大
学
大
学
文
書

館
蔵
）
等
に
見
え
る
。
番
地
は
『
日
本
杏
林
要
覧
』（
日
本
杏
林
社
、
一
九
〇
九
）
等
に

よ
っ
て
分
か
る
。
な
お
、
牛
頸
の
地
名
表
記
の
時
代
的
変
遷
（
磯
太
郎
出
生
以
後
、
現
在

ま
で
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
慶
応 

元
年
（
一
八
六
五
）   

福
岡
藩
牛
頸
村

　
明
治 

四
年
（
一
八
七
一
）   

福
岡
県
牛
頸
村

　
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）  

福
岡
県
御
笠
郡
牛
頸
村

　
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）  

福
岡
県
御
笠
郡
大
野
村
大
字
牛
頸

　
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）  

福
岡
県
筑
紫
郡
大
野
村
大
字
牛
頸

　
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）  

福
岡
県
筑
紫
郡
大
野
町
大
字
牛
頸

　
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）  

福
岡
県
大
野
城
市
牛
頸

（
2
）
自
筆
の
講
義
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
福
岡
区
因
幡
町
（
天
神
町
）
に
あ
っ
た
斎
藤
教
諭
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宅
に
寄
宿
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
3
）『
日
本
杏
林
要
覧
』（
日
本
杏
林
社
、
一
九
〇
九
）
に
は
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）

年
六
月
の
卒
業
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
福
岡
甲
種
医
学
校
は
同
年
三
月
三
十
一
日
に
廃
校

と
な
り
、
卒
業
生
に
対
す
る
証
書
授
与
は
四
月
に
行
わ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

（
4
）『
第
三
版 
大
衆
人
事
録
』（
帝
国
秘
密
探
偵
社
・
帝
国
人
事
通
信
社
、
一
九
三
〇
）、『
財

界
家
系
図
』（
人
事
興
信
所
、
一
九
五
六
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、『
月
刊 

保
険
評
論
』（
保

険
評
論
社
発
行
、
一
九
六
六
）
十
月
号
に
、「
前
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
社
長
・

前
日
本
損
害
保
険
協
会
会
長
・
故 

從
四
位
・
勳
三
等 

髙
木
幹
夫
氏
追
悼
特
集
」
が
組
ま

れ
て
い
て
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
髙
木
幹
夫
の
業
績
や
人
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

註
の
（
1
）
に
記
し
た
竹
田
晴
夫
氏
は
、
高
木
幹
夫
氏
の
従
弟
に
当
た
り
、
同
社
の
第
八

代
社
長
と
な
っ
た
。

（
5
）
牛
頸
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
は
、『
牛
頸
郷
土
史
』（
牛
頸
郷
土
史
発
行
委
員
会
発
行
、

二
〇
〇
二
）
を
参
照
し
た
。

（
6
）
竹
田
猗
に
つ
い
て
は
、
大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
一
八
五
四
～
一
八
五
七
「
竹

田
定
猗
履
歴
書
」、
一
八
六
一
～
一
八
六
三
「
竹
田
猗
履
歴
書
」、
三
六
一
五
「
謙
窓
年
譜

幷
行
状
」（
竹
田
修
吉
）、
ま
た
『
修
猷
館
七
十
年
史
』（
福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
編
輯

発
行
、
一
九
五
五
）
等
を
参
照
し
た
。

（
7
）『
福
岡
県
教
育
史
』（
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
七
）
等
に
記
載
。

（
8
）
門
井
慶
介
氏
は
、「
竹
田
文
書
に
つ
い
て
」（『
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 
大
野
城
心
の
ふ
る

さ
と
館
紀
要
』
第
4
号
、
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
二
〇
二
四
）
に
お
い
て
、
牛
頸
に

定
直
が
隠
居
し
て
「
笛
塾
」
を
開
い
た
と
い
う
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
定
直

の
門
人
で
あ
る
井
上
周
道
撰
の
「
竹
田
春
庵
墓
誌
」（
延
享
三
年
、
一
七
四
六
）
に
は
、

「
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
、
年
六
十
四
、
老
を
告
げ
て
致
仕
す
。」「
致
仕
の
後
、
家
居

二
十
年
、
手
に
巻
を
釈お

か
ず
。」
と
あ
る
だ
け
で
、
隠
居
後
の
居
住
地
や
家
塾
等
に
つ
い

て
は
触
れ
て
い
な
い
（『
福
岡
縣
碑
誌 

筑
前
之
部
』（
菊
池
敏
彦 

校
閲
、
荒
井
周
夫 

編
輯
、

大
道
學
館
出
版
部
発
行
、
一
九
二
九
）
篤
学
垂
帷
篇
を
参
照
）。

（
9
）
謙
窓
が
牛
頸
に
居
住
す
る
こ
と
に
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
長
男
修
吉
は
、
大
野
城
市

所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
一
八
〇
七
「
禮
辞
」（
竹
田
修
吉
、
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
五

日
）
の
中
で
、「
固
ヨ
リ
風
流
閑
雅
ヲ
好
ミ
山
水
幽
微
ノ
地
ヲ
愛
シ
僻
遠
ナ
ル
此
牛
頸
ノ

閑
幽
ヲ
卜
シ
テ
移
住
ス
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
「
竹
田
家
文
書
」
三
六
一
五
「
謙

窓
年
譜
幷
行
状
」
附
「
謙
窓
長
女
秀
子
の
口
述
」（
昭
和
五
年
七
月
）
に
は
、「
此
頃
世
は

寺
子
屋
が
全
廃
さ
れ
ま
し
て
、
小
学
校
が
村
々
に
建
て
ら
れ
る
事
に
な
り
、
貞
之
進
（
謙

窓
）、
師
と
し
て
八
方
よ
り
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
牛
頸
は
か
ね
て
よ
り
水
清
く
谷
静
か

に
し
て
山
水
の
眺
め
よ
ろ
し
き
こ
と
を
聞
き
及
び
し
を
以
て
、
此
村
よ
り
の
招
に
応
し
ま

し
て
、
居
を
移
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
牛
頸
小
学
校
の
先
生
と
し
て
平
然

と
し
て
暮
ら
さ
れ
ま
し
た
。」（
句
読
点
は
筆
者
）
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
間
に
他
の
地
域

の
小
学
校
や
中
学
か
ら
引
き
抜
か
れ
た
の
で
、
牛
頸
の
村
民
は
大
い
に
不
平
を
言
っ
て
反

対
を
し
た
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
口
述
」
に
は
、
牛
頸
で
の
謙
窓
と
村
民

た
ち
と
の
や
り
と
り
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
身
内
な
ら
で
は
の
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

（
10
）『
大
野
城
市
の
い
し
ぶ
み
（
大
野
城
墓
碑
誌
）』（
大
野
城
市
発
行
、
二
〇
〇
四
）
を
参

照
し
た
。
ま
た
、「
竹
田
謙
窓
先
生
碑
」
に
つ
い
て
は
、
大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」

一
八
〇
七
「
禮
辞
」（
竹
田
修
吉
）
を
参
照
し
た
。
宮
本
竹
墩
に
よ
る
「
竹
田
謙
窓
先
生

碑
」
の
翻
刻
と
訓
読
は
、『
福
岡
縣
碑
誌 

筑
前
之
部
』（
菊
池
敏
彦 

校
閲
、
荒
井
周
夫 

編
輯
、

大
道
學
館
出
版
部
発
行
、
一
九
二
九
）
篤
学
垂
帷
篇
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書

に
は
竹
田
家
歴
代
の
人
物
の
墓
誌
な
ど
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）「〔
十
三
日
〕
午
後
一
時
頃
齎
家
君
之
書
状
村
人
来
開
緘
見
一
見
乃
先
日
宮
本
竹
墩
翁

贈
謙
窓
道
人
之
返
書
在
中
」

（
12
）
宮
本
竹
墩
に
つ
い
て
は
、
養
嗣
子
で
あ
る
宮
本
保
が
誌
し
た
「
宮
本
竹
墩
墓
誌
」
の

翻
刻
と
訓
読
が
、
前
掲
『
福
岡
縣
碑
誌 

筑
前
之
部
』
篤
学
垂
帷
篇
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
書
に
は
、
宮
本
竹
墩
が
著
し
た
各
種
の
碑
文
類
二
十
二
点
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
三
六
二
四
「
年
譜
（
竹
田
修
吉
）」
の
明
治
二
十
四

（
一
八
九
一
）
年
の
条
に
、「
十
九
才
四
月
福
岡
儒
者
宮
本
茂
任
先
生
ノ
家
塾
ニ
學
ブ
」
と

見
え
る
。

（
14
）
大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
三
七
七
一
「
親
戚
家
族
名
簿
」
で
あ
る
。
冒
頭
に

名
簿
調
製
者
で
あ
る
髙
木
磯
太
郎
が
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
八
月
上
旬
に
著
し
た

「
親
戚
家
族
名
簿
調
製
に
就
て
」
と
い
う
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
内
容
の
詳
細
に
関
し

て
は
後
述
す
る
。

（
15
）「
盍
簪
学
舎
」
に
つ
い
て
は
、『
熊
本
縣
教
育
史
・
上
巻
』（
熊
本
縣
教
育
會
編
集
・
発
行
、
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一
九
三
一
）
第
四
章
・
第
二
期
・
第
四
節
、
山
本
十
郎
著
『
阿
蘇
魂
』（
阿
蘇
魂
刊
行
会
、

一
九
六
九
）
を
参
照
し
た
。
学
舎
の
所
在
地
の
番
地
に
つ
い
て
は
、『
熊
本
縣
教
育
史
・

上
巻
』
の
四
八
五
頁
に
は
「
一
九
四
九
番
地
」
と
あ
る
が
、
四
九
七
頁
に
は
「
二
四
七
番

地
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
者
を
取
っ
た
。
な
お
、「
盍
簪
」
は
『
易
経
』
豫よ

卦か

に
、

「
朋と

も
盍あ
い
簪あ
つ
ま
ら
ん
（
同
志
の
朋
友
が
集
ま
っ
て
き
て
助
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
）。」
と
あ

る
に
よ
る
。

（
16
）
高
宮
貞
松
の
跡
目
相
続
に
つ
い
て
は
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
・
文
学
部
附
属
永
青

文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
シ
ス
テ
ム
「
十
九
世
紀
熊
本
藩

住
民
評
価
・
褒
賞
記
録
『
町
在
』
解
析
目
録
」
の
中
に
見
え
る
。
原
資
料
は
、「
安
政
四

年
九
月
二
一
日
」、「
坂
梨
手
永
宮
地
村
医
師
高
宮
貞
固
隠
居
、
二
男
高
宮
貞
松
跡
目
相
続
」

と
な
っ
て
い
る
。

（
17
）
高
宮
貞
松
の
顕
彰
碑
に
誌
さ
れ
た
「
高
宮
先
生
之
碑
銘
」
は
、『
阿
蘇
郡
誌
』（
熊
本
縣

教
育
會
阿
蘇
郡
支
會
編
纂
、
一
九
二
六
）
第
二
編
・
人
文
界
「
盍
簪
學
舎
」
に
翻
刻
さ
れ

て
い
る
（
原
文
の
み
）。
ま
た
、
前
掲
『
阿
蘇
魂
』
の
中
に
も
翻
刻
（
原
文
に
校
点
）
が

あ
り
、
さ
ら
に
高
宮
貞
松
が
著
し
た
「
先
考
墓
表
」
の
翻
刻
や
彼
の
漢
詩
も
数
篇
載
せ
て

い
る
。『
一
の
宮
町
史　
史
料
目
録
』（
一
の
宮
町
教
育
委
員
会
発
行
、
二
〇
〇
二
）
に
よ

れ
ば
、「
高
宮
の
霊
は
宮
地
古
神
の
阿
蘇
家
の
霊
廟
近
く
、
門
弟
糸
永
裕
順
の
撰え

ら
ん
だ
墓

碑
の
も
と
に
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。「
墓
碑
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
「
高
宮
先

生
之
碑
銘
」
の
誌
さ
れ
た
顕
彰
碑
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
糸
永
裕
順
は
「
判
事
」

で
あ
っ
た
と
『
一
の
宮
町
史
』
に
は
あ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
高
宮
貞
松
の
没
年
を

「
三
十
五
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。」
と
記
す
が
、「
高
宮
先
生
之
碑
銘
」
に
は
「
先
生
病
歿
、

年
五
十
有
五
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）「
上
下
等
各
六
級
高
等
三
級
分
為
三
等
十
五
級
」

（
19
）
富
士
川
英
郞
等
編
『
詞
華
集 

日
本
漢
詩
』
第
八
巻
（
伋
古
書
院
、
一
九
八
二
）
所
収

の
影
印
版
を
参
照
し
た
。

（
20
）
前
掲
『
一
の
宮
町
史　
史
料
目
録
』
は
、
盍
簪
学
舎
に
つ
い
て
、「
明
治
期
に
お
い
て

初
め
て
新
味
を
帯
び
た
学
塾
で
、
阿
蘇
に
お
け
る
新
式
私
学
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
高
宮
は
、
謹
言
質
実
、
身
を
も
っ
て
衆
を
率
い
、
子
弟
は
お

の
ず
か
ら
そ
の
薫
化
を
受
け
た
。
彼
の
門
か
ら
判
事
糸
永
裕
順
を
は
じ
め
、
政
、
財
、
宗

教
、軍
部
な
ど
の
各
界
に
有
為
の
人
材
を
出
し
た
。」
と
あ
る
。
加
え
て
「
医
療
」
と
言
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

三　
福
岡
甲
種
医
学
校
と
髙
木
磯
太
郎

（
一
）
福
岡
甲
種
医
学
校
の
教
育

こ
こ
で
、
髙
木
磯
太
郎
が
入
学
し
た
「
福
岡
甲
種
医
学
校
」
に
つ
い
て
、
そ
の
歴

史
、
規
則
、
授
業
科
目
な
ど
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る（

1
）。

福
岡
甲
種
医
学
校
は
、
九
州
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
九
州
帝
国
大
学
医
学
部

か
ら
遡
る
と
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
、
県
立
福
岡
病
院
の
さ
ら
に
前
身
に

当
た
る
。
そ
し
て
、
古
く
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
開
設
さ
れ
た
福
岡
藩
の
医

学
校
で
あ
る
藩
校
賛
生
館
を
淵
源
と
す
る
。
明
治
に
な
り
「
学
制
」
公
布
に
よ
っ
て

賛
生
館
が
廃
校
と
な
っ
た
の
を
受
け
、
福
岡
県
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
福
岡

医
院
を
設
立
し
、
院
内
で
医
師
教
育
を
行
う
が
、
同
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
福
岡

医
院
を
廃
止
し
て
福
岡
医
学
校
を
設
置
し
病
院
を
附
設
す
る
。
当
初
の
教
員
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
招
か
れ
た
の
が
、
東
京
大
学
医
学
部
を
そ
の
年
に
卒
業
し
た
大
森

治
豊
と
熊
谷
玄
旦
の
二
人
の
医
学
士
で
あ
っ
た
。
彼
ら
よ
り
前
に
福
岡
医
院
の
初
代

院
長
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
大
河
内
和
を
含
め
て
教
員
は
三
名
で
あ
っ
た
。
翌
年
一

月
に
開
講
式
が
行
わ
れ
、
五
月
に
「
福
岡
医
学
校
職
制
章
程
幷
諸
規
則
」
が
制
定
さ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
五
月
に
文
部
省
は
、
一
定
条
件
を
満
た
す

医
学
校
の
卒
業
生
に
は
、
医
師
試
験
を
受
け
ず
に
医
師
開
業
免
状
を
付
与
す
る
こ
と

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
医
学
校
を
制
度
化
す
る
た
め
の
「
医
学
校
通
則
」
を
制
定
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
た
医
学
校
を
「
甲
種
医
学
校
」
と
し
た
。
福
岡

医
学
校
も
甲
種
医
学
校
の
認
可
を
受
け
る
た
め
に
、
種
々
努
力
し
、「
福
岡
医
学
校
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規
則
」
を
通
則
に
従
っ
た
も
の
に
改
訂
す
る
。
こ
う
し
て
認
可
を
受
け
る
条
件
を
満

た
し
て
い
っ
た
が
、
直
前
の
同
十
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
に
大
河
内
和
が
病
死
し

た
た
め
、
追
加
の
人
事
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
大
森
が
奔
走
し
、
最
終
的
に
は
五

名
の
一
等
教
諭
の
人
事
体
制
が
整
い
、「
福
岡
甲
種
医
学
校
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
る
。
同
十
七
（
一
八
八
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
明
治
十
六
年
二
月
五
日
改
訂
の
「
福
岡
医
学
校
規
則
」（
十
一
章
、
全

一
〇
四
條
）
か
ら
主
要
な
項
目
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
先
ず
修
学
年
限
は
四
ヶ
年
で

八
学
期
制
（
第
四
條
）。
一
学
年
は
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

（
第
五
條
）。
各
学
年
で
、
一
学
期
は
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

二
学
期
は
六
月
一
日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
（
第
六
條
）。
毎
週
の
授
業
時
間
数

は
、
二
十
一
時
間
か
ら
三
十
三
時
間
ま
で
（
第
七
條
）。
日
曜
日
は
休
暇
日
で
、
夏

休
業
は
八
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
、
冬
休
業
は
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
翌
年
一

月
七
日
ま
で
（
第
八
條
）。
な
お
、
学
年
の
開
始
は
、
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

か
ら
九
月
一
日
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
医
学
校
は
「
尋
常
医
学
科
」
を
教
授
す
る
処
で
あ
っ
た
が
（
第
一
條
）、
医
学

科
は
以
下
の
諸
科
目
（
二
十
一
科
目
）
に
分
か
れ
た
（
第
三
條
）。

物
理
学
、
化
学
、
動
物
学
、
植
物
学
、
解
剖
学
、
組
織
学
、
解
剖
組
織
実
地
演
習
、

生
理
学
、
薬
物
学
、
病
理
学
、
内
科
、
外
科
、
眼
科
、
診
断
学
、
内
科
臨
床
講
議
、

外
科
臨
床
講
議
、
眼
科
臨
床
講
議
、
婦
人
科
学
、
産
科
学
、
衛
生
学
、
裁
判
医
学

各
科
目
の
内
容
や
履
修
学
期
や
時
間
数
な
ど
も
定
め
ら
れ
（
第
九
條
～
第
二
十
七

條
）、
試
験
は
、
月
末
小
試
験
、
定
期
試
験（

2
）、
医
学
理
科
試
験
、
卒
業
試
験
と

さ
れ
た
（
第
二
十
八
條
～
第
五
十
七
條
）。

次
に
、
入
学
規
則
（
第
六
章
）
を
見
て
み
る
。
入
学
資
格
は
、
年
齢
は
十
八
歳
以

上
（
第
五
十
八
條
）、
初
等
中
学
科
卒
業
あ
る
い
は
そ
の
学
力
を
有
す
る
者
（
第

五
十
九
條
）
と
さ
れ
た
。
初
等
中
学
科
卒
業
者
以
外
に
課
さ
れ
る
入
学
試
験
課
目
は

次
の
通
り
と
さ
れ
た
（
第
六
十
條
）。

体
格
検
査
、
和
漢
文
、
算
術
、
代
数
、
幾
何
、
物
理
学
、
化
学
、
動
物
学
、
植
物
学

生
徒
募
集
は
毎
年
五
月
一
回
と
し
（
第
六
十
一
條
）、
志
願
者
は
証
人
二
人
を
立

て
、
所
定
の
入
学
願
を
出
す
こ
と
、
と
さ
れ
た
（
第
六
十
二
條
）。

（
二
）
髙
木
磯
太
郎
の
修
学

次
に
、
髙
木
磯
太
郎
の
修
学
に
つ
い
て
見
て
い
く
。「
規
則
」
に
入
学
資
格
は

「
年
齢
は
十
八
歳
以
上
」
と
あ
る
。
彼
は
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
十
二
月
二
十
八

日
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
満
年
齢
で
あ
れ
ば
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
二
月

に
十
八
歳
と
な
る
が
、
こ
の
年
の
五
月
の
生
徒
募
集
（「
規
則
」
第
六
十
一
條
）
に

応
じ
て
受
験
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
初
等
中
学
科
卒
業
」
は
し
て
い
な
い
が
、

「
そ
の
学
力
を
有
す
る
者
」
と
見
な
さ
れ
、「
入
学
試
験
」
を
受
け
合
格
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
盍
簪
学
舎
に
お
け
る
四
年
間
の
修
学
の
成
果
が
、
初
等
中
学
卒
業
と

同
等
の
学
力
と
見
な
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
入
学
試
験
に
合
格
す
る
に
足
る
実
力
を

身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
第
一
学

年
の
生
徒
と
な
る
。

現
存
す
る
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
の
「
福
岡
甲
種
醫
學
校
明
治
十
九
年

前
半
學
期
生
徒
優
劣
表
」（
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
醫
學
第
三

年
前
半
期
生
」
の
中
に
、
ま
た
翌
年
三
月
の
「
福
岡
甲
種
醫
學
校
明
治
十
九
年
后
半

學
期
生
徒
優
劣
表
」（
同
上
）
に
よ
れ
ば
「
醫
學
第
三
年
后
半
期
生
」
の
中
に
、
そ

れ
ぞ
れ
髙
木
磯
太
郎
の
名
前
が
見
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
学
年
開
始
の
時
期
が
、

同
十
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
九
月
一
日
に
改
め
ら
れ
た
と
あ
る
た
め
に
、
学
年
開
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始
時
期
が
改
訂
さ
れ
た
後
の
前
半
期
に
当
た
る
同
二
十
（
一
八
八
七
）
年
の
九
月
一

日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
学
期
が
、
髙
木
た
ち
に
と
っ
て
は
第
四
年
後
半

期
に
当
た
り
、
こ
の
学
期
の
終
了
時
に
当
た
る
同
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
に

卒
業
試
験
を
受
け
、
四
月
に
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
後
述
）。

「
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
履
修
す
べ
き
学
科
課
程
は
第
一
期
（
第
一
学
年
前
期
）
か

ら
第
八
期
（
第
四
学
年
後
期
）
ま
で
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
た
（
第
二
十
七
條
）。

以
下
に
記
す
と
共
に
、
下
段
に
「
髙
木
資
料
」
所
収
の
講
義
ノ
ー
ト
を
対
照
さ
せ
る
。

第
一
期
（
第
一
学
年
前
期
）

	

物
理
学

	

無
機
化
学

	

解
剖
学

第
二
期
（
第
一
学
年
後
期
）

	

有
機
化
学

	

動
植
物
学 	

㉚
「
動
物
學
」、
㉛
「
植
物
學
」

	

解
剖
学

	

組
織
学 	

⑳
「
組
織
學
前
編
」

第
三
期
（
第
二
学
年
前
期
）

　
　
　
　
組
織
学	

㉑
「
組
織
學
後
編
」

　
　
　
　
生
理
学	

㉘
「
生
理
學
各
抜
記
」

　
　
　
　
解
剖
組
織
実
地
演
習

第
四
期
（
第
二
学
年
後
期
）

	

薬
物
学	

㉙
「
薬
物
學
」

	

内
科
通
論	

⑬
「
内
科
通
論
」

	

外
科
通
論

第
五
期
（
第
三
学
年
前
期
）

	

内
科
各
論	

⑭
～
⑱
「
内
科
各
論
・
二
～
六
」

	

外
科
各
論	

⑧
～
⑫
「
外
科
各
論
・
一
～
〔
五
〕」

	

診
断
学	

㉔
㉕
「
診
断
學
・
巻
之
一
・
巻
之
二
」

	

眼
科
学 	

㉖
「
眼
科
學
・
壹
」

	

内
科
臨
床
講
義

	

外
科
臨
床
講
義

第
六
期
（
第
三
学
年
後
期
）

	

内
科
各
論 	

⑭
～
⑱
「
内
科
各
論
・
二
～
六
」

	

外
科
各
論  	

⑧
～
⑫
「
外
科
各
論
・
一
～
〔
五
〕」

	

眼
科
学	

㉗
「
眼
科
學
・
貳
」

	

内
科
臨
床
講
義

	

外
科
臨
床
講
義

第
七
期
（
第
四
学
年
前
期
）

	

内
科
各
論	

⑭
～
⑱
「
内
科
各
論
・
二
～
六
」

	

外
科
各
論  	

⑧
～
⑫
「
外
科
各
論
・
一
～
〔
五
〕」

	

婦
人
科
学  	

㉓
「
婦
人
科
學
」

	

内
科
臨
床
講
義

	

外
科
臨
床
講
義

	

眼
科
臨
床
講
義

第
八
期
（
第
四
学
年
後
期
）

	

産
科
学    	

㉒
「
産
科
學
」

	

裁
判
医
学  	

⑲
「
断
訟
醫
學
」

	

衛
生
学

	
内
科
臨
床
講
義

	
外
科
臨
床
講
義

	

眼
科
臨
床
講
義
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こ
う
し
て
見
る
と
、
学
科
目
の
う
ち
、
第
一
期
と
第
二
期
の
「
物
理
学
」「
無
機

化
学
」「
有
機
化
学
」
と
い
っ
た
基
礎
科
目
と
「
解
剖
学
」、
及
び
「
臨
床
講
義
」（
内

科
・
外
科
・
眼
科
）
と
「
実
地
演
習
」（
解
剖
・
組
織
）
を
除
い
た
主
要
学
科
目
の

講
義
に
関
す
る
ノ
ー
ト
が
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
髙
木
磯

太
郎
は
医
学
校
時
代
の
主
要
ノ
ー
ト
を
大
切
に
ま
と
め
て
保
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
講
義
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
彼
が
受
講
し
た
学
科
目
と
担
当
教
諭

の
名
前
と
受
講
学
期
と
を
挙
げ
る
。

外
科
学
：
大
森
治
豊
（
一
等
教
諭
）	

第
四
期
～
第
七
期

内
科
学
：
熊
谷
玄
旦
（
一
等
教
諭
）  	

第
四
期
～
第
七
期

組
織
学
：
柘
植
宗
一
（
一
等
教
諭
）  	

第
二
期
～
第
三
期

産
科
学
：
池
田
陽
一
（
一
等
教
諭
）  	
第
八
期

婦
人
科
学
：
池
田
陽
一            	
第
七
期

眼
科
学
：
榎
本
与
七
郎
（
一
等
教
諭
）  	

第
五
期
～
第
六
期

薬
物
学
：
斎
藤
武
英
（
三
等
教
諭
）  	

第
五
期

断
訟
医
学
：
熊
谷
玄
旦
・
斎
藤
武
英  	

第
八
期

診
断
学
：
池
田
陽
一             	

第
五
期

動
物
学
・
植
物
学
：
久
能
功
教
諭    	

第
二
期

と
こ
ろ
で
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
は
寮
舎
が
あ
り
（「
規
則
」
第
十
一
章
）、
明
治

十
七
（
一
八
八
四
）
年
三
月
に
は
規
則
を
改
正
し
て
全
寮
制
を
実
施
し
た
と
さ
れ
る

が（
3
）、
そ
の
前
年
末
に
入
学
し
て
い
た
磯
太
郎
は
寮
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
講
義

ノ
ー
ト
の
末
尾
に
「
福
岡
天
神
町
斎
藤
武
英
先
生
方
寓
居
中
」
な
ど
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
医
学
校
三
等
教
諭
（
外
科
学
）
の
斎
藤
武
英
教
諭
の
自
宅
（
天
神
因
幡
町

八
番
地
）
に
寄
宿
し
て
い
た
。
医
学
校
（
中
島
町
岡
新
地
）
と
は
さ
ほ
ど
遠
く
な
い

距
離
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
医
学
全
科
卒
業
試
験
問
題
録

「
髙
木
資
料
」
の
中
に
は
、
特
異
な
一
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
に
、「
醫
學
全

科
卒
業
試
験
問
題
録 

全
」
と
い
う
題
簽
が
附
さ
れ
、
標
題
の
右
に
「
甲
種
福
岡
醫

學
校
編
輯
」
と
あ
り
、
最
初
の
頁
に
は
「
問
題　
総
数　
三
百
二
十
四
題　
明
治

二
十
一
年
一
月
五
日
乃
至
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

4
）。
こ
れ
は
、
髙
木
磯
太
郎
が
受

験
し
た
卒
業
試
験
時
の
試
験
問
題
が
記
録
さ
れ
た
も
の
を
、
本
人
が
書
き
写
し
た
冊

子
と
思
わ
れ
る
（
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
）。
各
学
科
ご
と
に
試
験
問

題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
各
学
科
名
と
問
題
数（

5
）
と
を
挙
げ
る
（「
外
科
学

之
部
」
は
、
二
十
九
題
の
あ
と
、
頁
を
改
め
て
十
六
題
が
記
さ
れ
て
い
る
）。

「
解
剖
學
之
部
」（
三
十
九
題
）

「
組
織
學
之
部
」（
四
十
二
題
）

「
断
訟
醫
学
之
部
」（
十
六
題
）

「
衛
生
學
之
部
」（
十
六
題
）

「
婦
人
科
學
之
部
」（
十
八
題
）

「
産
科
學
之
部
」（
十
四
題
）

「
生
理
学
之
部
」（
三
十
題
）

「
外
科
學
之
部
」（
二
十
九
題
）（
十
六
題
）

「
藥
剤
學
之
部
」（
三
十
題
）

「
眼
科
学
ノ
部
」（
二
十
七
題
）

「
内
科
斈
之
部
」（
四
十
六
題
）

次
に
、
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
解
剖
學
之
部
」（
三
十
九
題
）
を
例
に
挙
げ
て
、

記
載
さ
れ
て
い
る
「
問
題
」
を
次
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
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⑴
下
咢
関
節

⑵
肩
胛
関
節

⑶
股
関
節

⑷
膝
関
節

⑸
骨
盤
連
合

⑹
鼔
室
及
欧
氏
管

⑺
三
半
規
管

⑻
蝸
牛
殻

⑼
淚
噐
装
置

⑽
眼
球
筋

⑾
喉
頭

⑿
肺
及
肋
莫

⒀
唾
腺

⒁
舌

⒂
咽
頭
及
食
道

⒃
胃

⒄
腸

⒅
肝
及
胆
嚢

⒆
脾
臓

⒇
腎

㉑
膀
胱

㉒
男
子
尿
道

㉓
睾
丸
及
副
睾

㉔
精
系

㉕
陽
茎

㉖
子
宮
及
喇
叭
管

㉗
會
陰
諸
筋

㉘
横
膈
莫

㉙
心
臓

㉚
外
咢
動
脉
ノ
経
過
及
枝
別

㉛
内
咢
動
脉

㉜
鎖
骨
下
動
脉

㉝
上
腕
動
脉

㉞
前
腕
動
脉

㉟
腹
部
大
動
脉
内
臓
支

㊱
内
腸
骨
動
脉
内
臓
支

㊲
股
動
脉

㊳
下
腿
及
足
動
脉

㊴
門
脉

こ
れ
ら
は
設
問
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
内
容
項
目
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
問
題
録
」
所
載
の
三
百
二
十
四
題
が
す
べ
て
出
題
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
各
学
科
ご
と
に
幾
問
か
が
出
題
さ
れ
た
こ

と
が
「
規
則
」
か
ら
分
か
る
。

福
岡
甲
種
医
学
校
の
卒
業
試
験
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
明
治
十
六
年
二
月
五
日
付

け
で
改
訂
告
示
さ
れ
た
「
福
岡
医
学
校
規
則
」
に
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
第
五
章　

試
験
規
則
」
の
「
第
四
節 

卒
業
試
験
」（
第
四
十
六
條
～
第

五
十
七
條
）
で
あ
る
。
先
ず
卒
業
試
験
科
目
を
三
大
科
目
に
大
別
す
る
。
第
一
大
科

目
は
「
解
剖
学
」、「
組
織
学
」、「
生
理
学
」、「
衛
生
学
」
で
、
第
二
大
科
目
は
「
外

科
」、「
眼
科
論
理
及
び
実
験
」、「
裁
判
医
学
」
で
、
第
三
大
科
目
は
「
内
科
論
理
及

び
実
験
」、「
薬
物
学
」、「
婦
人
科
」、「
産
科
」
で
あ
る
。
第
一
大
科
目
で
は
、「
生

理
学
」
と
「
衛
生
学
」
と
を
ま
と
め
て
全
体
で
三
小
科
目
と
し
て
、
試
験
方
法
を
さ
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ら
に
詳
し
く
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
第
五
十
條
、
句
読
点
は
筆
者
）。

此
試
験
ニ
於
テ
ハ
、
毎
試
験
期
前
ニ
定
メ
タ
ル
問
題
ヨ
リ
、
抽
籤
法
ヲ
以
テ
問

題
ヲ
附
與
シ
、
口
答
及
ヒ
筆
答
ヲ
ナ
サ
シ
ム
。

生
理
学
、
衛
生
学
試
験
ニ
於
テ
ハ
、
抽
籤
ニ
由
テ
定
ム
ル
處
ノ
二
様
ノ
問
題
ヲ

與
フ
。
即
チ
其
一
ハ
生
理
学
、
一
ハ
衛
生
学
ノ
中
ヨ
リ
撰
ム
モ
ノ
ト
ス
。

以
下
の
第
二
大
科
目
と
第
三
大
科
目
の
各
科
目
に
お
い
て
も
同
様
の
試
験
方
法
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
毎
試
験
期
前
に
定
め
た
る
問
題
よ
り
抽
籤
法
を

以
て
問
題
を
附
與
」
す
る
と
あ
る
。
事
前
に
定
め
た
問
題
の
中
か
ら
実
際
に
出
題
さ

れ
る
問
題
は
抽
籤
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
髙
木

資
料
」
所
収
の
「
醫
學
全
科
卒
業
試
験
問
題
録
」
の
中
に
示
さ
れ
た
「
三
百
二
十
四

題
」
は
、
こ
の
「
試
験
期
前
に
定
め
た
る
問
題
」
の
一
覧
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
三
百
二
十
四
題
の
う
ち
、
ど
れ
が
出
題
さ
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
受
験
者
と
し
て
は
全
て
を
復
習
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
逆
に
言
え
ば
卒
業
ま
で
の
四
年
間
で
こ
れ
ら
の
内
容
の
全
て
が
教
授
さ
れ
学
習

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
の
こ
と
が
ら
が
教
授
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
明
治
二
十
一
年
の
「
醫

學
全
科
卒
業
試
験
問
題
録
」
は
、
福
岡
甲
種
医
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
で
は
な

い
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
教
授
さ
れ
学
習
さ
れ
て
い
た
か
の
実
例
を

具
体
的
に
示
す
も
の
と
言
え
よ
う（

6
）。
現
在
の
と
こ
ろ
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
お

け
る
「
卒
業
試
験
問
題
録
」
の
存
在
を
示
す
資
料
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、

当
時
の
他
の
医
学
校
の
場
合
も
、
実
際
に
出
題
さ
れ
た
試
験
問
題
は
記
録
さ
れ
て
い

て
も
、
試
験
範
囲
全
体
を
示
す
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る（

7
）。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
髙
木
資
料
」
所
収
の
「
醫
學
全
科
卒
業
試
験
問
題
録
」
は
医

学
史
及
び
医
学
教
育
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
註
〕

（
1
）
以
下
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
：

通
史
篇
Ⅰ
・
第
一
編
「
第
一
章 

賛
生
館
か
ら
県
立
病
院
へ
」
を
参
照
し
た
。

（
2
）「
福
岡
医
学
校
規
則
」
第
三
十
二
條
に
、「
定
期
試
験
ハ
毎
期
ノ
末
ニ
（
五
月
・
十
一

月
）
於
テ
施
行
シ
生
徒
ノ
進
退
ヲ
定
ム
」
と
あ
る
が
、
試
験
成
績
ハ
「
甲
（
五
点
）
乙

（
四
点
）
丙
（
三
点
）
丁
（
二
点
）
戊
（
一
点
）
ノ
五
格
ヲ
以
テ
表
ス
」（
同
第
三
十
一
條
）

と
あ
り
、「
丁
以
下
ノ
点
数
ヲ
得
ル
モ
ノ
ハ
落
第
ト
シ
其
期
ニ
止
ム
」
と
あ
る
。
各
学
期

で
及
第
点
を
取
っ
た
生
徒
は
、
次
の
学
期
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
に

学
期
の
「
卒
業
証
」
が
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
の
資
料

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
長
崎
県
出
身
の
鈴
山
貞
一
と
い
う
生
徒
に
授
与
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
十
三
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
「
第
貳
學
期
卒
業
証
」
が
、
同
十
四
年
五
月

付
け
で
「
第
参
學
期
卒
業
証
」
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
期
ご
と
の
「
卒

業
証
」
授
与
に
つ
い
て
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
記

し
て
お
く
（
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
）。
因
み
に
、
鈴
山
貞
一
氏
は
明
治

十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
入
学
し
て
お
り
、
福
岡
医
学
校
の
最
初
の
入
学
生
の
一
人
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
前
掲
『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
（
三
二
頁
）
に
、『
福
岡
県
教
育
百
年
史
』
第
1

巻
資
料
編
を
典
拠
と
し
て
記
し
て
い
る
。

（
4
）
明
治
十
六
年
二
月
五
日
付
け
で
改
訂
告
示
さ
れ
た
「
福
岡
医
学
校
規
則
」
の
「
第
五

章 

試
験
規
則
」
の
「
第
四
節 

卒
業
試
験
」
第
四
十
七
條
に
は
「
卒
業
試
験
ハ
毎
歳
一
月

及
ヒ
七
月
ヲ
以
テ
定
期
ト
シ
毎
期
十
週
日
内
ニ
之
ヲ
施
行
ス
」
と
あ
る
。「
明
治
二
十
一

年
一
月
五
日
乃
至
」
と
あ
る
の
は
、
一
月
に
行
わ
れ
た
最
終
試
験
の
こ
と
で
あ
る
。

（
5
）
各
学
科
の
問
題
数
を
総
計
す
る
と
三
百
二
十
三
題
と
な
り
「
総
数　
三
百
二
十
四
題
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
数
え
間
違
い
か
、
一
題
記
載
漏
れ
か
、
何
れ
か
は
定

か
で
な
い
。

（
6
）
各
学
科
で
教
授
さ
れ
る
概
要
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
医
学
校
規
則
」
の
「
第
四
章 

教
授

要
旨
」（
第
九
條
～
第
二
十
七
條
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
先
に
掲
げ
た
「
解
剖

学
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
解
剖
学
ハ
第
一
期
生
ニ
骨
学
靱
帯
学
及
ヒ
筋
学
ヲ
授
ケ
第
二

期
生
ニ
ハ
内
臓
学
脈
管
学
及
ヒ
神
経
学
ヲ
授
ク
教
授
ノ
方
法
ハ
実
物
ニ
就
キ
一
々
之
ヲ
示
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シ
製
造
品
ノ
預
備
ナ
キ
ト
キ
ハ
図
画
或
ハ
犬
猫
ノ
類
ヨ
リ
製
品
ヲ
作
リ
其
大
意
ヲ
示
ス
」

（
第
十
三
條
）
と
あ
る
。

（
7
）
た
と
え
ば
私
立
東
京
医
学
校
の
場
合
、「
東
京
医
学
校
卒
業
試
験
問
題
」
と
し
て
、『
東

洋
医
事
新
報
』
第
十
八
号
（
私
立
東
京
医
学
校
編
輯
部
発
行
、
一
九
〇
八
）
の
「
雑
報
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
内
科
学
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

	

　
第
一
問　
脊
髄
癆
の
診
断
及
鑑
別

	

　
第
二
問　
腸
窒
扶
斯
の
診
断
及
併
発
症
に
就
て
記
載
せ
よ

	

　
第
三
問　
白
血
病
を
詳
記
せ
よ

四　
「
雜
記
載
録
」
と
福
岡
甲
種
医
学
校

「
髙
木
資
料
」
の
中
に
は
、
医
学
校
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
や
書
写
本
、
備
忘
録

な
ど
に
混
じ
っ
て
、
極
め
て
私
的
な
内
容
を
持
つ
一
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
は

縦
十
六
㎝
、
横
十
二
㎝
で
、
和
紙
を
こ
よ
り
で
綴
じ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
の
右
の

方
に
「
明
治
十
八
歳 

乙
酉
」、
左
の
方
に
「
正
月 

福
岡
醫
学
校
生
徒 

髙
木
磯
太
郎
」、

そ
し
て
中
央
に
や
や
大
き
く
「
雜
記
載
録
」
と
そ
れ
ぞ
れ
縦
書
き
で
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
本
文
は
横
位
置
と
な
り
、
細
か
い
文
字
で
縦
書
き
さ
れ
、
表
紙
を
含
め
て

二
十
三
丁
ほ
ど
で
、
冒
頭
に
「
紀
元
二
千
五
百
四
十
年 

明
治
十
八
年 
乙
酉 

正
月
」

と
あ
り
、〔
元
旦
〕〔
貳
日
〕〔
参
日
〕
と
日
に
ち
ご
と
に
日
常
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
の
元
旦
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
記
で
、

す
べ
て
漢
文
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
は
「
甲
種
福
岡
醫
學

校
生
員　

第
貳
年
前
半
期
生　

takaki

（
筆
記
体
）」
と
あ
る
（
本
稿
附
録
資
料

（
5
）
写
真
を
参
照
）。

（
一
）
医
学
校
の
教
師
た
ち

「
雜
記
載
録
」
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
。
先
ず
冒
頭
に
あ

る
元
旦
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
記
し
、
ま
た
訓
読
文
に
改
め
て
引
用
す
る（

1
）。

〔
元
旦
〕
霜
気
寒
慄
旭
日
瞳
々
出
於
東
方
輝
天
地
戸
々
門
々
掲
旭
旗
祝
大
平
之

治
世
矣
賀
新
禧
客
續
々
接
踵
而
來
不
知
其
幾
人
予
亦
以
名
刺
行
歳
初
之
礼
於
醫
学

校
各
先
生
之
許
矣

〔
元
旦
〕
霜そ

う
気き

寒か
ん
り
つ慄
、
旭
き
ょ
く
じ
つ日
瞳ど
う
々
と
し
て
、
東
方
よ
り
出い

で
て
天
地
を
輝
か
し
、

戸
々
門
々
、
旭
旗
を
掲
げ
て
大
平
の
治
世
を
祝
う
。
新し

ん
禧き

を
賀
す
る
の
客
、
続
々

と
踵く

び
すを
接
し
て
来
た
り
、
其
の
幾
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
予
も
亦
た
名
刺
を
以
て

歳
初
の
礼
を
医
学
校
の
各
先
生
の
許も

と
に
行
う
。

元
旦
、
医
学
校
の
斎
藤
教
諭
の
自
宅
に
人
々
が
続
々
と
新
年
の
祝
賀
に
訪
れ
る
様

子
を
伝
え
る
と
共
に
、
生
徒
が
教
師
の
所
に
新
年
の
御
挨
拶
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
を

記
録
し
て
い
る
。
正
月
六
日
に
は
、
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
実
家
へ
の
帰
途
に
つ
き
、

夕
暮
れ
に
到
着
す
る
。
福
岡
の
上し

ょ
う
に
ん
ば
し

人
橋
か
ら
井い

尻じ
り
ま
で
は
人
力
車
を
使
う
。
翌
七
日

に
は
、
朝
か
ら
の
大
雨
が
正
午
過
ぎ
に
よ
う
や
く
止
ん
だ
の
で
帰
福
し
よ
う
と
思
い
、

雑ざ
っ
し
ょ
の
く
ま

餉
隈
か
ら
橋
口
町
ま
で
人
力
車
に
乗
る
。
正
月
休
み
の
牛
頸
へ
の
帰
省
も
一
晩
泊

ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
冬
休
暇
が
前
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一

月
七
日
ま
で
で
、
翌
八
日
が
福
岡
甲
種
医
学
校
の
新
年
の
開
校
式
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
式
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
八
日
〕
微び

う雨
蕭し
ょ
う
ぜ
ん然た
り
。
今
日
は
福
岡
医
学
校
の
開
校
式
な
り
。
数
十
の
生

徒
着
席
す
。
又
た
諸
教
師
及
び
校
長
、
生
徒
監
、
寮
長
等
、
各
々
出
場
し
、
衛
生

課
自よ

り
某
氏
出
臨
す
。
校
長
、
先
ず
今
日
開
校
の
語
を
述
ぶ
。
次
い
で
衛
生
課
某

も
亦ま

た
生
徒
奨
励
の
弁
語
有
り
。
又
た
校
長
曰
く
、
例
に
依
り
て
聊い
さ
さか
酒し
ゅ
こ
う肴
を
供
せ

ん
と
欲
す
。
諸
君
、
暫し

ば
らく
待
つ
べ
し
、
と
。
暫ざ
ん
じ時
に
し
て
小こ
づ
か
い使
酒
肴
を
陳
列
す
。
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一
飲
一
呑
し
て
稍や
や
紅
顔
と
為
り
、
席
を
辞
し
て
帰
る
。
酒
宴
闌
た
け
な
わの
頃
、
五
期
生
の

林
為
二
郎
、
祝
文
を
朗
読
す
。
衆
、
拍
手
す
。
其
の
声
囂ご

う
ぜ
ん然

と
し
て
楼
宇
に
響
く

こ
と
雷
鳴
の
如ご

と
し
。
嗚あ

あ呼
熾さ
か
ん
な
り
今
日
の
祝
宴
、
今
自
り
遠
く
千
歳
に
至
る
ま

で
極
め
止や

む
る
こ
と
無
し
。（2
）

福
岡
甲
種
医
学
校
の
新
年
開
校
式
に
お
け
る
教
師
と
生
徒
た
ち
と
の
様
子
を
彷
彿

と
さ
せ
る
記
録
で
、
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
福
岡
医
学
校
設
立
の
時
点
で
は

香
江
誠
が
主
管
（
校
長
）
を
務
め
て
い
た
。
福
岡
甲
種
医
学
校
で
は
、
こ
の
年
の
八

月
二
十
九
日
に
外
科
学
担
当
の
大
森
治
豊
が
医
学
校
長
兼
薬
学
校
長
に
な
る
が
、
こ

の
時
期
は
ま
だ
香
江
が
校
長
で
あ
り
、
彼
が
「
開
校
の
語
」
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ

れ
る（

3
）。
と
こ
ろ
で
、
大
森
治
豊
、
熊
谷
玄
旦
と
共
に
福
岡
医
学
校
設
立
当
時
の

教
諭
で
あ
っ
た
の
は
、
大
河
内
和
で
あ
る
が
、
そ
の
名
が
五
日
後
の
正
月
十
三
日
の

日
記
に
見
え
る
。

今
日
は
故
福
岡
医
学
校
一
等
教
師
大
河
内
和
氏
の
墓
碑
の
建
立
成
就
せ
り
。
故

に
医
学
校
の
発
起
者
、
祭
典
式
を
執
行
す
（
今
日
は
鳥ち

ょ
う度ど

大
河
内
氏
卒
去
の
月
日

な
り
）。
予わ

れ輩
独ひ
と
り
歩
き
て
墓
の
間と
こ
ろに
到
る
。
到
れ
ば
乃
ち
祭
典
式
は
已す
で
に
終
わ

り
、
諸
人
多
く
は
皈か

え
れ
り
。
抑
そ
も
そ
も氏
の
墓
石
は
、
広
大
無
比
に
し
て
、
国
中
屈
指
の

美
物
な
り
（
其
の
方
寸
等
、
今
は
之
れ
を
略
し
て
記
載
せ
ず
。
新
聞
紙
に
載
せ
て

有
れ
ば
、
宜よ

ろ
し
く
之
れ
を
見
る
べ
し
）。
其
の
表
面
に
は
「
大
河
内
和
之
墓
」
と

書
し
、
裏
面
は
木
戸
麟
の
撰せ

ん
す
る
所
の
文
、
其
の
書
を
鐫せ
ん
こ
く刻
す
る
は
博
多
の
開
業

医
師
井
上
侃か

ん
さ
い斎
氏
の
揮ふ
る
う
所
な
り
。（4
）

大
河
内
和
（
一
八
五
〇
～
一
八
八
三
）
は
、
名
古
屋
出
身
で
ド
イ
ツ
人
学
士
数
人

に
就
い
て
医
学
を
学
び
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
東
京
医
学
校
を
卒
業
し
て
、

翌
年
福
岡
医
学
校
教
師
と
な
り
、
県
立
福
岡
医
院
の
初
代
院
長
を
務
め
る
が
、
明
治

十
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
十
三
日
に
三
十
三
歳
の
若
さ
で
病
没
し
て
い
る
。
彼
の

三
回
忌
を
迎
え
た
こ
の
日
に
、
そ
の
墓
碑
が
東
公
園
内
の
墓
地
（
招
魂
場
）
に
建
立

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
木
戸
麟
は
墓
誌
の
終
わ
り
で
、
万
感
の
思
い
を
以
て
次
の
よ
う

に
誌
し
て
い
る
（
原
漢
文
）。

菩
薩
の
心
、
劊か

い
子し

の
手
、
病
魔
を
攘は
ら
い
蒼そ
う
せ
い生
を
護ま
も
る
。
君
を
し
て
永
と
こ
し
えに
娑し
ゃ
婆ば

に

在あ

ら
し
む
れ
ば
、
百
千
万
の
蒼
生
、
膏こ
う
こ
う肓
の
患わ
ず
らい
を
脱
し
て
、
歓
喜
の
声
を
発
せ

ん
。
嗚あ

あ呼
、
彼か

の
蒼
た
る
者
は
天
、
何
ぞ
吾
が
蒼
生
を
愛
せ
ざ
る
。
君
を
し
て

宛え
ん
ぜ
ん然
と
し
て
遠
逝
せ
し
む
。
招
け
ど
も
至
ら
ず
、
喚よ

べ
ど
も
応こ
た
え
ず
。

（〔
衆
生
を
救
う
〕
菩
薩
の
心
は
、
首
切
り
人
の
手
を
持
ち
、
病
魔
を
討
ち
払
っ

て
万
民
を
守
り
救
う
。
君
が
永
久
に
こ
の
地
上
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、

何
百
何
千
何
万
も
の
人
々
が
、
治
る
見
込
み
の
な
い
病
魔
か
ら
逃
れ
て
、
歓
喜
の

声
を
発
し
た
だ
ろ
う
。
あ
あ
、
あ
の
青
々
と
し
た
天
は
ど
う
し
て
〔
青
々
と
し
た

草
木
の
よ
う
に
い
る
〕
吾
が
万
民
を
愛
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
君
が
永
遠
に

去
っ
て
行
く
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
君
を
手
招
き
し
た
が
君

は
帰
っ
て
こ
ず
、
君
の
名
を
呼
ん
だ
が
、
君
は
応
え
て
く
れ
な
い
。）（5
）

福
岡
甲
種
医
学
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
大
河
内
和
の
遺
徳
は
語
り
伝
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
髙
木
磯
太
郎
も
建
立
さ
れ
た
墓
碑
に
足
を
運
び
花
を
手
向
け

た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
患
者
た
ち
に
慕
わ
れ
た
大
河
内
和
の
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
に
慕
わ
れ

た
教
師
の
話
が
、
日
記
の
終
わ
り
の
あ
た
り
に
見
え
る
。
解
剖
学
や
組
織
学
を
担
当

し
て
い
た
柘つ

げ植
宗
一
教
諭
の
こ
と
で
あ
る
。
柘
植
宗
一
（
一
八
五
三
～
一
九
〇
七
）

は
、
東
大
医
学
部
別
課
医
学
科
を
卒
業
し
て
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
福
岡

医
学
校
に
赴
任
し
、
解
剖
学
や
組
織
学
を
担
当
す
る
が
、
こ
の
年
の
七
月
に
岡
山
医

学
校
に
転
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
七
月
二
十
五
日
に
依
願
免
本
官
）。
以
下
は
七
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月
二
十
六
日
及
び
二
十
七
日
の
日
記
で
あ
る
。

〔
二
十
六
日
〕
故も

と
福
岡
医
学
校
二
等
教
諭
柘
植
氏
、
事
故
（
事
情
）
に
依
り
職

を
岡
山
県
岡
山
医
学
校
に
付ふ

　
は
く搏
（
転
籍
）
さ
る
。
離
別
（
お
別
れ
の
会
）
を
東
公

園
一
方
亭
に
為
す
。
午
后
四
時
頃
、
衆
子
着
席
し
、
先
生
も
亦ま

た
出
臨
す
。
先
に
演

説
す
る
者
数
輩
、
演
壇
に
登
り
、
血け

つ
る
い涙
酸さ
ん
た
ん澹
（
惨
澹
）
と
し
て
（
涙
が
溢
れ
て
ど

う
し
よ
う
も
な
く
）、
積
も
り
て
小し

ょ
う
せ
ん泉を
為
す
。
悲
哀
慕ぼ

欽き
ん
す
る
こ
と
、
恰あ
た
かも
慈

母
に
離
る
る
が
如ご

と
き
の
心
地
を
為
す
。
游ゆ
う
ぎ
ょ魚
鳴め
い
き
ん禽
皆
愁
腸
（
傷
）
す
（
嘆
き
悲
し

む
）。
実
に
袂た

も
とを
分
か
つ
の
情
は
、
筆
舌
に
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
飲
食
咬こ
う
き
つ喫
、
味

を
忘
る
。
午
后
八
時
頃
、
皆
退
散
せ
り
。（6
）

〔
二
十
七
日
〕
福
岡
医
学
校
の
前
の
寮
に
於お

い
て
、
柘
植
先
生
と
諸
子
と
写
真

せ
り
。
実
に
先
生
に
比し

た
し
む
者
、
惜
し
む
べ
き
慕
う
べ
き
の
先
醒
（
生
）
な
り
。

故
に
写
せ
る
英
顔
は
永
久
に
忘
れ
ざ
る
な
り
。（7
）

当
時
の
福
岡
医
学
校
に
お
け
る
師
弟
の
麗
し
い
間
柄
を
窺
わ
せ
る
記
録
で
あ
る（

8
）。

と
こ
ろ
で
、「
雜
記
載
録
」
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
教
師
と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て

も
斎
藤
武
英
教
諭
で
あ
る
。
斎
藤
武
英
は
東
京
大
学
医
学
部
別
課
医
学
科
の
第
一
回

卒
業
生
で
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
福
岡
医
学
校
三
等
教
諭
と
な
っ
た
の
ち
、

同
十
九
年
に
二
等
教
諭
と
な
り
、
同
二
十
一
年
に
県
立
福
岡
病
院
と
な
っ
た
の
ち
は

外
科
副
部
長
と
な
る
が
、
同
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
三
月
に
公
立
久
留
米
病
院

（
福
岡
県
久
留
米
市
）
の
初
代
院
長
と
し
て
転
出
す
る
。
髙
木
磯
太
郎
は
、
こ
の
斎

藤
武
英
宅
に
寄
寓
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
姓
を
書
か
ず
に
「
先
生
」
と
し
て
出
て
く

る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
斎
藤
先
生
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
日
常
生
活
が
よ
く
分
か
る
。

も
ち
ろ
ん
医
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
学
校
で
の
授
業
の
ほ
か
附
属
病
院
で

の
診
療
や
手
術
な
ど
が
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
自
宅
に
診
療
を
求
め
て

や
っ
て
来
る
患
者
も
多
か
っ
た
し
、
そ
の
ほ
か
病
者
宅
へ
の
往
診
も
し
ば
し
ば
行
っ

て
い
る
。
一
月
二
十
三
日
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

今
日
、
先
生
足
下
は
、
鞍く

ら
手て

郡
上か
み
ざ
か
い境村
の
某
病
家
の
為
に
往
診
を
為
す
。
故
を

以
て
午
前
四
時
に
起
き
、
二
人
引
き
の
車
に
乗
り
、
払あ

け
が
た曉
に
家
門
を
発
し
、
麟り
ん
々

然
た
る
車
声
、
瞬ま

た
たく
間
に
飛
び
て
中
島
橋
辺あ
た
り
に
到
る
。
嗚あ

あ呼
亦ま
た
速
や
か
な
る
か

な
。
今
朝
、
霜そ

う
気き

厳
粛
た
り
、
昼
間
に
至
り
て
甚は
な
はだ
温
和
た
り
。
恰あ
た
かも
先
生
遠
往

の
日
に
適か

な
う
か
な
。（9
）

斎
藤
は
鞍
手
郡
水
原
村
（
現
福
岡
県
宮
若
市
）
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
鞍
手
郡
上

境
村
（
現
福
岡
県
直
方
市
）
は
、
福
岡
区
（
現
福
岡
市
）
か
ら
は
相
当
の
距
離
が
あ

る
。
一
月
の
早
朝
だ
か
ら
ま
だ
暗
い
う
ち
に
出
立
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
翌
々
日
の

一
月
二
十
五
日
、
日
曜
日
に
帰
宅
の
予
定
で
あ
っ
た
。

今
日
、
先
生
足
下
、
鞍
手
郡
自よ

り
帰
舎
の
筈は
ず
な
り
。
然
れ
ど
も
午
後
六
時
頃
、

以
て
帰
舎
す
る
こ
と
無
し
。
奥
様
と
（
カ
ケ
）
を
為
す
。
負
く
る
者
は
饅
頭
十
五

買
う
べ
き
の
約
束
な
り
。
而し

か
し
て
午
後
九
時
頃
、
俄が

然ぜ
ん
と
し
て
車
声
の
門
外
麟り
ん
々

た
る
有
り
。
出い

で
て
之
れ
を
見
れ
ば
乃す
な
わち
先
生
な
り
。
衆
、
驚
き
悦
び
て
、
先
ず
其

の
労
を
謝
し
、
次
い
で
酒
間
の
談
話
。
十
二
時
に
到
り
て
皆
臥が

じ
ょ
く蓐
に
就つ

く
の
み
。（10
）

医
学
士
家
庭
の
生
活
の
一
齣
で
あ
る
。
往
診
は
も
ち
ろ
ん
日
帰
り
の
時
も
あ
る
。

次
は
二
月
十
二
日
で
あ
る
。

今
日
、
先
生
、
佐
賀
県
下
、
木き

山や
ま
口ぐ
ち
に
往
診
せ
り
。
午
前
十
時
に
発
足
し
、
午

後
八
時
に
帰
着
す
。
実
に
疾
速
な
る
こ
と
車
夫
の
勉べ

ん
れ
い厲
に
依よ

る
と
謂い

う
べ
し
。（11
）
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ま
た
、
次
の
よ
う
に
往
診
依
頼
が
重
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
二
月
十
五
日

で
あ
る
。

今
朝
、
先
生
の
書
簡
を
以
て
博
多
旧
秋
月
蔵
本
原
田
種
忠
方
に
使
い
す
。
蓋
し

今
日
先
生
、
同
氏
の
託
に
応
じ
て
、
遠
方
に
往
診
す
る
の
筈は

ず
の
処
、
先
生
の
親
族
、

大
宰
〔
府
〕
村
の
西
高
辻
宅
の
某
病
気
な
り
、
故
を
以
て
先
生
、
約
束
に
背
く
に

謝
を
為
し
、
書
簡
を
原
田
氏
に
遺お

く
る
な
り
。
午
前
十
時
頃
、
先
生
、
二
人
引
き
の

車
に
乗
り
て
駸し

ん
々
と
し
て
大
宰
府
村
に
向
か
っ
て
行
く
。（12
）

秋
月
（
現
福
岡
県
朝
倉
市
秋
月
）
ま
で
往
診
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
急
患
で

あ
っ
た
の
か
、
太
宰
府
村
（
現
福
岡
県
太
宰
府
市
）
に
往
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
謝
罪
の
手
紙
を
届
け
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
太
宰
府
村
の
西
高
辻
家

と
言
え
ば
、
太
宰
府
天
満
宮
の
社
家
（
宮
司
の
家
）
で
あ
り
、
斎
藤
家
と
は
縁
続
き

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
斎
藤
の
遠
出
は
往
診
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

屍
体
検
査
の
た
め
の
出
張
も
あ
っ
た
。
一
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。

此
の
日
、
先
生
は
裁
判
所
の
命
令
に
応
じ
て
、
屍し

体た
い
検
査
の
為
に
、
榎
本
医
学

士
及
び
秦
某
等
と
遠お

ん
賀が

郡
伊い

ぎ

す
岐
須
村
に
行
く
。（13
）

斎
藤
と
一
緒
に
伊
岐
須
村
（
現
福
岡
県
飯
塚
市
伊
岐
須
）
ま
で
出
か
け
た
の
は
、

医
学
校
の
眼
科
担
当
の
榎
本
与
七
郎
一
等
教
諭
と
、
お
そ
ら
く
医
学
校
の
寮
長
の
秦

氏
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
帰
宅
は
翌
日
三
十
一
日
の
夜
で
あ
っ
た
。

今
夜
九
時
三
十
分
、
先
生
、
遠
賀
表お

も
て自よ

り
帰
宅
す
。
其
の
言
に
曰
く
、
石
炭
鉱

山
の
囚
人
の
粗
暴
な
る
者
、
同
輩
を
欧お

う
さ
つ殺
す
。
剖
検
す
る
に
、
其
の
脳
部
中
の
脳

膜
動
脈
破
裂
し
、
頭
頸
骨
鱗
状
部
の
両
半
分
擘は

く
れ
つ裂
、
其
の
頭
蓋
骨
中
、
所
々
裂
間

有
り
。
又
た
見
る
に
、
脳
面
、
溢い
っ
け
つ血
を
起
こ
し
、
且
つ
其
の
動
脈
破
裂
す
る
を
以

て
急
死
を
惹じ

ゃ
っ起き

せ
り
。（14
）

伊
岐
須
村
は
筑
豊
炭
田
の
一
地
域
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
労
働
者
で
あ
る
囚
人
仲
間
に

殺
さ
れ
た
人
物
の
剖
検
を
行
っ
た
斎
藤
先
生
が
、
そ
の
時
の
様
子
を
磯
太
郎
に
話
し

て
聞
か
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
斎
藤
は
医
学
校
で
「
裁
判
医
学
（
断
訟
医
学
）」（
法

医
学
）
の
学
科
を
担
当
し
て
お
り
、
磯
太
郎
に
と
っ
て
は
思
わ
ぬ
深
夜
の
臨
時
講
義

と
な
っ
た
。
寄
宿
人
な
ら
で
は
の
受
講
と
言
え
る
。
た
だ
、
斎
藤
家
に
居
住
し
て
い

た
磯
太
郎
に
は
そ
れ
な
り
の
苦
労
も
あ
っ
た
。
先
生
の
お
弁
当
を
学
校
に
届
け
た
り
、

斎
藤
一
家
全
員
が
外
出
の
時
に
は
留
守
番
を
し
た
り
、
芝
居
見
物
の
お
供
を
し
た
り
、

奥
様
が
急
病
に
な
る
と
そ
の
お
世
話
を
し
た
り
、
と
結
構
忙
し
い
日
々
で
も
あ
っ
た
。

話
が
医
学
校
教
師
の
こ
と
か
ら
少
し
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
元
に
戻
ろ
う
。
医
学

校
の
教
諭
た
ち
は
、
講
義
や
実
習
、
病
院
で
の
診
療
や
手
術
、
往
診
そ
の
外
で
日
々

多
忙
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
息
抜
き
も
し
て
い
た
よ
う
で
、「
雜
記
載
録
」
に
は
、
こ

の
よ
う
な
話
も
出
て
く
る
。
四
月
二
十
二
日
に
は
、
午
後
、
熊
谷
先
生
、
池
田
先
生
、

斎
藤
先
生
が
「
サ
ヨ
リ
」
釣
り
を
思
い
立
っ
て
、
池
田
先
生
の
別
荘
に
行
っ
た
、
と

い
う
話
が
出
て
く
る
。
海
辺
の
別
荘
で
の
「
サ
ヨ
リ
」
釣
り
の
話
は
、
五
月
七
日
に

も
見
え
る
。
さ
ら
に
十
五
日
の
夜
に
は
、
先
生
が
や
は
り
両
先
生
と
共
に
石
堂
川
で

「
イ
ナ
」
六
尾
と
小
魚
数
尾
を
釣
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
。
三
月
八
日
、
日
曜
日
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
八
日
〕
晴
天
。
今
朝
、
医
学
校
の
教
師
等
、
平
尾
山
に
於
い
て
兎
狩
り
相
い

催
す
処と

こ
ろ、
大
森
先
生
始
め
外
科
の
掛
員
の
者
、
大
治
療
有
る
を
以
て
止
む
。
其
の

他
の
諸
□

（
不
明
）、
彼
れ
此
れ
差
し
支
え
之
れ
有
り
、
悉
こ
と
ご
とく
皆
休
止
せ
り
。（15
）

附
属
病
院
に
お
け
る
大
治
療
（
手
術
）
が
、
兎
狩
り
よ
り
優
先
さ
れ
た
こ
と
は
言
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う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
節
を
終
え
る
前
に
、
教
師
た
ち
の
学
校
外
で
の
社
会
的
活
動

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
六
月
二
十
七
日
（
土
曜
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。

博
多
片か

た

土ど

居い

の
称
し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

に
て
、
例
月
の
如
く
私
立
演
説
会
、
衛
生
談
な
り
。

午
後
一
時
自よ

り
始
ま
る
。
予
も
傍
聴
す
。
聴
衆
は
無
慮
百
余
名
、
弁
士
続
々
と
昇

る
。
演
題
は
種
々
、
奇
々
妙
々
、
雄
弁
三
寸
の
舌
笑
、
実
に
天
地
を
揺
る
が
し
、

聴
衆
感
服
す
。
就な

か
ん
ず
く中熊
谷
、
斎
藤
の
両
夫
子
、
最
も
好よ

き
が
如ご
と
し
。（16
）

当
時
は
片
土
居
（
現
福
岡
市
博
多
区
下
川
端
）
に
あ
っ
た
由
緒
あ
る
時
宗
寺
院
の

称
名
寺
（
現
在
は
福
岡
市
東
区
馬
出
）
で
行
わ
れ
た
講
演
の
模
様
が
活
写
さ
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
公
衆
衛
生
推
進
の
た
め
の
講
演
会
に
、
福
岡
医
学
校
の
教
師
が
積
極

的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）
医
学
生
の
生
活

次
に
医
学
校
の
生
徒
た
ち
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
生
徒
に
と
っ
て

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
学
校
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、

試
験
を
受
け
て
及
第
す
る
こ
と
で
あ
る
。｢

福
岡
医
学
校
規
則
」
の
「
第
四
章 
教
授

要
旨
」
に
は
各
学
科
の
科
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
教
授
（
授
業
）
が
な
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
～
を
講
述
す
」、「
～
を
総
論
す
」、「
～
を
詳

論
す
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
教
師
が
行
う
い
わ
ゆ
る
「
講
義
」
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か

に
「
実
地
演
習
」
や
「
臨
床
講
義
」
と
い
う
生
徒
が
実
際
に
行
う
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
講
義
に
つ
い
て
は
教
師
が
自
ら
の
ノ
ー
ト
、
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト
を
読

み
上
げ
る
形
の
も
の
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
生
徒
は
ひ
た
す
ら
講
義
（
口
述
）

さ
れ
る
内
容
を
、
自
分
の
ノ
ー
ト
に
筆
記
す
る
の
で
あ
る
。「
髙
木
資
料
」
の
う
ち

多
く
の
講
義
ノ
ー
ト
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
が
、

｢

髙
木
資
料
」
所
収
の
「
組
織
學
前
編
」
の
中
に
載
っ
て
い
る
。「
組
織
學
前
編
」
と

「
組
織
學
後
編
」
だ
け
は
、
他
の
講
義
ノ
ー
ト
と
異
な
り
、
教
師
の
著
書
の
一
部
が

綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
師
で
あ
る

柘
植
宗
一
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
一
月
に
そ
の
著
書
『
組
織
学
前
編
』（
甲

種
福
岡
医
学
校
上
梓
）
の
冒
頭
に
記
し
た
「
例
言
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る

（
句
読
点
等
は
筆
者
）。

宗
一
不
肖
、
職
ヲ
福
岡
県
医
学
校
ニ
奉
シ
、
解
剖
・
組
織
ノ
二
科
ヲ
分
担
シ
、

鞠き
く
き
ゅ
う
躬
事
ニ
従
ヒ
欧
洲
諸
哲
ノ
書
ヲ
訳
纂
シ
、
以
テ
講
筵
ニ
諸
生
ヲ
薫
陶
ス
ル
ノ
秘

録
ト
ナ
ス
。
頃
時
生
徒
等
、
謄
写
ノ
労
ヲ
省
カ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
、
予
ノ
秘
録
ヲ
以

テ
鉛え

ん
梓し

ニ
寿
セ
ン
コ
ト
ヲ
乞
フ
。
然
ル
ニ
予
ヤ
其
稿
ノ
疎
ニ
シ
テ
且
ツ
略
ナ
ル
ノ

故
ヲ
以
テ
、
敢
テ
心
ニ
慊

こ
こ
ろ
よ
しト
セ
サ
レ
ト
モ
、
請
求
ノ
切
ナ
ル
ニ
由
リ
、
遂
ニ
諾だ
く
シ

テ
鉛
字
ニ
植
ス
。

柘
植
は
講
義
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
者
の
著
書
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
訳
し
、
生
徒
に
語
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
髙
木
の
「
組
織
學
後
編
」
の
ノ
ー
ト

の
表
紙
に
は
「
柘
植
二
等
教
諭
譯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
徒
た
ち
は

筆
記
す
る
の
が
大
変
な
の
で
、
先
生
の
原
稿
（
秘
録
）
を
書
物
に
し
て
欲
し
い
、
と

申
し
出
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
躊
躇
し
た
柘
植
だ
が
、
最
終
的
に
は
自
分
の
原
稿

を
出
版
す
る
。「
組
織
學
後
編
」
の
ノ
ー
ト
は
、「
第
三
編 

器
官
造
構
」
か
ら
始
ま
り
、

「〔
甲
〕
植
物
性
器
官
」
は
髙
木
の
筆
記
だ
が
、「〔
乙
〕
動
物
性
器
官
」
か
ら
は
柘
植

の
著
書
（
活
版
本
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
学
期
中
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

医
学
校
に
お
け
る
講
義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
教
師
と
生
徒
と
の
や
り
と
り
の
跡
を
伝

え
る
珍
し
い
講
義
ノ
ー
ト
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
雜
記
載
録
」
に
は
講
義
自
体
の
様
子
を
伝
え
た
も
の
は
あ
ま
り
な
い
が
、
休
講

な
ど
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
。
三
月
二
十
八
日
に
は
、「
今
日
、
榎
本
先
醒
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（
生
）
試
験
有
る
を
以
て
、
予わ

れ

ら
輩
等
の
講
釈
は
停
止
な
り
。
予
驚
喜
す
。」
と
あ
る
。

こ
こ
に
「
試
験
」
と
あ
る
の
は
、
附
属
病
院
に
お
け
る
臨
時
の
手
術
な
ど
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
突
然
の
休
講
は
い
つ
の
時
代
で
も
嬉
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
五
月
五
日
に
は
、
斎
藤
先
生
の
講
義
で
あ
っ
た
が
、

出
席
者
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
中
止
に
し
て
、
六
人
ほ
ど
の
出
席
者
の
質
問

（
不
審
）
を
聞
く
こ
と
に
切
り
替
え
、
一
時
間
ほ
ど
で
解
散
し
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
医
学
校
の
授
業
で
は
解
剖
実
習
が
必
須
の
も
の
で
あ
る
が
、

四
月
八
日
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

午
前
第
九
時
出
校
す
。
今
日
、
榎
本
教
諭
、
解
剖
室
に
於
い
て
諸
生
〔
乃
ち
現

在
の
三
期
生
丈だ

け
〕
を
招
集
し
、
家い
え
う
さ
ぎ兎の
喉こ
う
と
う頭
部
を
切
り
割さ

き
て
迷
走
神
経
を
現
出

さ
せ
、
電
気
を
以
て
刺し

戟げ
き
す
る
の
試
験
、心
臓
鼓
動
す
。
正
午
十
二
時
終
わ
る
。（17
）

三
期
生
と
は
、
二
学
年
前
期
の
生
徒
の
こ
と
で
あ
る
。
三
時
間
に
及
ぶ
解
剖
実
習

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
一
月
二
十
八
日
に
は
人
体
（
屍
体
）
の
解
剖
実
習
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
日
、
医
学
校
解
剖
局
に
於
い
て
、
筋
及
び
靱じ

ん
た
い帯
学
研
究
を
為
す
。
柘
植
先
生

の
指
揮
を
以
て
、
同
胞
諸
氏
と
相
い
共
に
刀メ

ス
を
揮ふ
る
い
死
体
の
下
脚
の
亜ア

ル

コ

ー

ル

児
箇
保
児

に
浸
潤
す
る
者
を
解
剖
す
る
な
り
。
見
処
多
少
に
し
て
、
益
利
無
き
に
非あ

ら
ざ
る
な

り
。（18
）

解
剖
実
習
は
見
ど
こ
ろ
が
多
く
有
益
で
あ
っ
た
が
、
翌
二
十
九
日
に
も
、
下
脚
の

解
剖
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
授
業
に
次
い
で
重
要
な
の
は
試
験
で
あ
る
。
こ
の

年
、
学
年
の
開
始
が
九
月
一
日
か
ら
に
変
更
さ
れ
、
八
月
は
以
前
よ
り
夏
休
業
で

あ
っ
た
か
ら
、
後
期
の
定
期
試
験
は
七
月
中
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
試
験
は
学
期
の
進

退
が
係
っ
て
い
る
か
ら
切
実
で
あ
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
磯
太
郎
が
受
け
た
の
は
、

三
日
、
七
日
、
十
一
日
、
十
五
日
、
二
十
日
、
二
十
二
日
の
よ
う
で
あ
る
。
定
期
試

験
は
一
日
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
の
日
は
一
の
組
の
「
理
学
」
の
試
験
で
あ
っ
た
。
皆

が
よ
く
で
き
た
の
は
問
題
が
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
記
し
て
い
る
。
三
日
が
自

分
た
ち
の
番
で
あ
る
。

今
日
は
乃す

な
わち
予わ

れ

ら
輩
等
三
の
組
の
理
学
試
験
な
り
。
午
前
、
八
時
自よ

り
出
校
す
。

九
時
自
り
久
能
先
生
、
出
頭
す
。
受
検
者
十
二
名
着
席
す
。
午
後
〇
時
三
十
分
、

口
答
終
わ
り
、
一
同
退
席
し
、
昼
飯
を
喫
す
。
一
時
自
り
筆
答
な
り
。（19
）

「
福
岡
医
学
校
規
則
」
の
「
第
五
章 

試
験
規
則
」
の
「
第
二
節 

定
期
試
験
」
第

三
十
四
條
に
は
、「
各
科
問
題
ハ
口
演
一
題
、
筆
答
一
題
ト
シ
、
口
演
ハ
時
限
ヲ
定

メ
ス
、
筆
答
ハ
二
時
間
内
ニ
結
了
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
。」（
句
読
点
は
筆
者
）
と
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
口
頭
試
問
と
筆
記
試
験
で
あ
る
。
先
の
三
日
の
記
録
か
ら
、
こ
れ
ら
の
試

験
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
が
、
よ
く
分
か
る
。
十
五
日
の
試
験
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

今
日
は
解
剖
及
び
組
織
学
の
試
験
。

口
答  　
股
関
節　
筋
組
織

筆
答　
　
唾
腺
及
び
其
の
造
構

し
か
し
、
試
験
に
失
敗
は
つ
き
も
の
、
髙
木
本
人
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
二
十
日
の
生
理
試
問
の
翌
日
の
こ
と
で
あ
る
。「
生
理
学
」

の
担
当
は
眼
科
の
榎
本
与
七
郎
教
諭
で
あ
っ
た
。

朝
、
昨
日
の
受
検
者
不
〔
合
〕
格
分
、
今
日
又
た
再
受
〔
験
〕。
午
前
七
時
自よ
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り
始
む
る
処
、
書
生
、
先
生
自
り
后
に
到
る
。
故
を
以
て
先
生
立
腹
し
て
試
験
を

為
さ
ず
帰
宅
す
。
保
利
其
の
他
長
谷
部
等
、
相
い
共
に
先
生
の
宅
に
到
り
再
試
を

乞こ

う
。
先
生
聴
か
ず
。
暫
時
に
し
て
先
生
眼
科
診
断
の
出
勤
す
る
所
な
り
。
之
れ

を
以
て
予
と
佐
伯
と
、
又
た
再
試
を
乞
う
。
先
生
尚な

お
聴
か
ず
。
愈
い
よ
い
よ寮
長
の
秦
氏

に
依
頼
す
。
先
生
の
忿ふ

ん
怒ど

稍や
や
解
く
。
今
日
十
一
時
自
り
試
験
し
、
一
時
に
至
り
て

漸よ
う
やく
一
人
放
免
さ
る
。（20
）

『
九
州
大
学
百
年
史
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
甲
種
医
学
校
に
認
定
さ
れ

て
か
ら
前
記
四
種
類
の
試
験
は
特
に
厳
格
を
極
め
、
留
年
者
や
退
学
者
も
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
の
試
験
風
景
の
一
幕
を
「
雜
記
載
録
」
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。と

こ
ろ
で
、
同
日
記
に
は
医
学
校
の
出
来
事
だ
け
で
な
く
、
髙
木
が
住
ん
で
い
た

博
多
の
町
の
風
俗
や
日
常
の
こ
と
も
描
か
れ
て
い
る
。
正
月
六
日
に
は
、
午
前
十
一

時
よ
り
旧
御
台
場
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
最
後
に
各
消

防
組
の
数
名
が
長
梯
の
頂
上
で
曲
芸
を
披
露
す
る
の
を
、
大
勢
の
群
衆
と
共
に
固
唾

を
呑
ん
で
見
て
い
る
。
二
月
十
五
日
に
は
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
中
洲
演
劇
場
に

行
き
、
西
洋
か
ら
渡
来
し
た
大
象
を
見
物
し
て
い
る
。
生
ま
れ
て
初
め
て
象
を
見
た

磯
太
郎
は
、
象
の
姿
や
仕
草
を
詳
細
に
日
記
に
綴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
感
動
と
共
に
、

他
の
日
と
同
様
、「
一
金
三
銭　
象
見
代
」、「
一
金
壱
銭　
右
図
代
」
と
、
そ
の
日

の
支
出
額
を
し
っ
か
り
記
録
し
て
い
る
。
翌
十
六
日
は
旧
正
月
三
日
で
、
筥
崎
宮
で

行
わ
れ
た
「
玉
争
」（
玉
取
祭
、
玉
セ
セ
リ
）
を
見
に
行
く
。
日
記
に
は
初
め
て
見

る
そ
の
勇
壮
な
あ
り
さ
ま
が
詳
述
さ
れ
、「
愉
快
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

四
月
十
七
日
に
は
「
舊
暦
三
月
節
句
相
當
」
と
記
し
、「
今
年
、
該
宅
は
節
句
式

を
行
わ
ず
し
て
、
薬
院
小こ

性し
ょ
う町
自よ

り
菱
餅
を
貰も
ら

わ
る
。
之
れ
に
因よ

り
予
も
亦ま
た

聊い
さ
さか

饗き
ょ
う
お
う
応
さ
る
。」
と
あ
る
。
そ
の
日
は
、
午
後
四
時
頃
に
医
学
校
の
第
十
八
舍
（
寮
）

に
行
き
、
同
胞
十
数
名
と
談
話
会
を
開
催
し
て
帰
宅
す
る
。
す
る
と
、
斎
藤
家
に
は

「
宮
本
保
氏
来
館
し
、
先
生
と
酒
宴
を
行
う
。」
と
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
数
名
の
来
訪

が
あ
り
、
浄
瑠
璃
を
語
っ
た
り
詩
歌
を
吟
詠
し
た
り
で
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
酒
宴

は
十
一
時
ま
で
続
く
。

こ
こ
に
出
て
く
る
薬
院
小
性
（
姓
）
町
（
現
福
岡
市
中
央
区
薬
院
）
は
、
日
記
に

時
々
登
場
す
る
地
名
だ
が
、
そ
こ
に
は
宮
本
茂
任
（
竹
墩
）
の
自
宅
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
来
訪
者
の
「
宮
本
保
氏
」
と
は
、
宮
本
茂
任
の
養
嗣
子
で
あ
る
。
菱
餅
を
届

け
た
の
は
お
そ
ら
く
彼
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
五
月
八
日
の
条
に
は
、
斎
藤
夫
妻
が

薬
院
の
諸
氏
（
方
々
）
と
一
緒
に
、
荒
戸
に
あ
る
某
氏
の
庭
園
で
満
開
の
藤
の
花
を

見
物
し
、
帰
り
に
薬
院
に
寄
っ
て
、
結
局
そ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
、
翌
朝
先
生

は
学
校
に
直
行
さ
れ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
十
八
日
の
条
に
、「
今
日
、

内
政
（
奥
様
）、
薬
院
の
里
家
（
実
家
）
に
行
か
る
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
薬
院

小
姓
町
の
宮
本
家
は
斎
藤
夫
人
の
実
家
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
宮

本
家
と
斎
藤
家
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
牛
頸
の
竹
田
謙
窓
と
宮
本
竹
墩

と
の
関
係
、
磯
太
郎
の
父
親
と
彼
ら
と
の
関
係
な
ど
を
併
せ
て
考
え
て
い
く
な
ら
ば
、

髙
木
磯
太
郎
が
斎
藤
教
諭
宅
に
寄
宿
す
る
に
至
っ
た
経
緯
も
自
ず
か
ら
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
少
し
前
、
四
月
十
一
日
の
土
曜
日
に
、
磯
太
郎
は
牛
頸
に
帰
省
す
る
。

午
後
二
時
か
ら
帰
宅
の
途
に
つ
く
。
村
の
田
の
あ
ぜ
や
畑
の
う
ね
に
は
ち
ょ
う
ど
菜

の
花
が
開
花
の
真
最
中
で
、
磯
太
郎
は
遠
望
し
な
が
ら
「
独
歩
閑
吟
」
し
、
四
時
に

は
実
家
に
着
く
。
し
か
し
、
こ
の
頃
、
所
謂
松
方
財
政
に
よ
る
農
村
不
況
が
深
刻
化

し
、
農
家
は
疲
弊
し
て
い
た
。

翌
十
二
日
の
日
曜
日
、「
今
朝
は
例
の
都と

路ろ

々
汁
な
り
。」
と
記
す
。
そ
の
後
で
、

母
親
と
一
緒
に
土つ

く
し筆
と
芹せ
り

と
を
摘
む
。
町
に
は
少
な
い
の
で
、
竹
田
先
生
の
所
に

行
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
前
の
川
の
ほ
と
り
を
歩
き
回
っ
て
た
く
さ
ん
摘
み
、

持
っ
て
帰
る
。
昼
飯
を
済
ま
せ
て
帰
ろ
う
と
し
て
、
思
い
立
っ
て
福
岡
に
持
ち
帰
り
、

斎
藤
先
生
の
お
土
産
に
す
る
。
そ
の
記
事
の
後
に
、
磯
太
郎
は
わ
ざ
わ
ざ
〔
註
文
〕

と
し
て
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。
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今
春
、
居き
ょ
そ
ん村
窮
迫
し
て
、
実
に
惨さ
ん
こ
く哭
に
忍
び
ず
。
貧
民
は
草
の
根
、
或
い
は
粥

を
食
べ
、
毎
日
の
活か

っ
け
い計

殆ほ
と
んど

算か
ぞ

う
る
無
し
。
嗚あ

あ呼
哀
し
む
べ
し
、
哭な

げ

く
べ
し
。

予わ

れ輩
悠ゆ
う
々
閑か
ん
々
と
し
て
光と

き陰
を
渡
る
、
実
に
積
罪
の
至
り
な
り
。（21
）

―
「
こ
の
春
、
我
が
村
は
困
窮
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
、
実
に
憂
い
嘆
く
に
堪
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
だ
。
貧
し
い
民
は
、
草
の
根
を
食
べ
た
り
粥
を
す
す
っ
た
り
し
て
、
毎
月
の
生
計

は
ほ
と
ん
ど
立
て
よ
う
も
な
い
。
あ
あ
、
何
と
哀
し
い
こ
と
か
、
何
と
嘆
か
わ
し
い

こ
と
か
。
そ
れ
な
の
に
私
は
の
ん
べ
ん
だ
ら
り
と
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
何
と
罪

深
い
こ
と
か
。」
―
こ
れ
は
、
福
岡
医
学
校
に
入
学
し
て
二
年
目
、
町
の
暮
ら
し
に

親
し
ん
だ
髙
木
磯
太
郎
の
偽
ら
ざ
る
気
持
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
彼
が
産
婦

人
科
の
医
師
と
な
っ
て
、
福
岡
市
な
ど
の
都
会
の
診
療
よ
り
も
地
方
で
の
診
療
を
主

と
し
て
行
っ
た
の
も
、
こ
う
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

（
三
）
福
岡
甲
種
医
学
校
の
存
廃
問
題

実
は
こ
の
時
期
、
福
岡
甲
種
医
学
校
は
あ
る
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
福

岡
県
会
（
議
会
）
に
お
け
る
医
学
校
廃
止
論
の
動
向
で
あ
っ
た
。『
九
州
大
学
百
年

史
』
第
一
巻
：
通
史
篇
Ⅰ
・
第
一
編
・
第
一
章
・
第
四
節
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治

十
五
（
一
八
八
二
）
年
頃
か
ら
、
医
学
校
に
対
す
る
地
方
税
の
支
出
に
反
対
す
る

「
廃
止
論
」
が
通
常
県
会
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
同
十
七
（
一
八
八
四
）

年
ま
で
は
「
全
廃
賛
成
」
が
少
数
で
廃
棄
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
四
月

の
通
常
県
会
の
本
会
議
で
は
、「
医
学
校
全
廃
」
が
議
決
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
対
し

た
県
当
局
の
意
向
で
、
県
令
が
内
務
卿
の
指
揮
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
福
岡
医
学
校

の
存
続
を
図
り
、事
な
き
を
得
る
。
だ
が
、最
終
的
に
は
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）

年
三
月
末
日
を
以
て
福
岡
県
医
学
校
と
薬
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
県
立
福
岡
病

院
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
県
会
に
お
い
て
福
岡
甲
種
医
学
校
の
存
廃
論
が
激
し
く
抗
争
し
た

の
が
、
明
治
十
八
年
、
ま
さ
に
「
雜
記
載
録
」
が
記
さ
れ
た
時
期
に
重
な
る
。
髙
木

磯
太
郎
の
日
記
の
中
に
は
、「
県
会
傍
聴
」
と
い
う
形
で
そ
の
こ
と
が
登
場
す
る
。

髙
木
が
県
会
の
傍
聴
に
行
っ
た
の
は
、
三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
四
月
四
日
、

八
日
、
九
日
の
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
三
月
二
十
五
日
の
様
子
で
あ
る

今
日
、
午
后
一
時
自よ

り
福
岡
県
会
を
傍
聴
す
。
中
学
二
次
会
議
終
り
、
之
れ
に

因
り
、
蟻
（
議
）
長
・
中
村
耕
介
、
義
を
述
ぶ
る
に
医
学
校
の
意
自よ

り
す
。
衆
蟻

（
議
）
之
れ
に
従
う
。
先
ず
医
学
校
存
廃
之
大
蟻
（
義
）
を
為
す
に
、
彼か

れ
駁ば
く
し
是こ
れ

賛
じ
、
論ろ
ん
ぽ
う鋒
滔と
う
々
と
し
て
尽
き
ず
。
蟻
（
議
）
長
、
可
否
の
起
立
を
取
る
。
存
立

の
者
多
数
に
し
て
、
全
廃
の
説
、
敗
棄
せ
り
。
嗚あ

あ呼
大
息
す
、
愉ゆ
　
か
い快
々
々
。
予わ
れ
わ
れ儕

医
学
校
の
生
徒
為た

る
者
、
傍
聴
人
中
、
過
半
を
占し

め
、
蟻
（
議
）
員
の
口
に
諜し
ゃ
べ

（
喋
）
る
を
耳
を
欹そ
ば
だて
て
門
聴
す
る
も
の
、
掌
し
ょ
う
ち
ゅ
う
中
に
汗
を
握
ら
ざ
る
者
無
し
。
然

り
と
雖い

え
ども
天
幸
い
に
し
て
之
れ
を
廃
せ
ず
。
今
日
、
世
間
上
、
衛
生
の
忽ゆ
る
がせ
に
す

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
亦ま

た
推
量
し
て
知
る
べ
し
。（22
）

県
会
傍
聴
者
の
う
ち
、
福
岡
医
学
校
の
生
徒
が
過
半
数
を
占
め
る
中
、
議
場
で
は

学
校
存
立
に
賛
成
す
る
者
が
多
数
で
、
全
廃
の
説
を
敗
っ
た
と
い
う
様
子
が
、
傍
聴

生
徒
の
立
場
か
ら
活
写
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
日
後
の
四
月
五
日
の
新
聞
を

見
る
と
、
事
態
は
変
化
し
て
い
た
。
そ
の
日
の
日
記
で
あ
る
。

今
朝
、
歴
閲
す
る
際
に
医○

学○

校○

全◎
廃◎
の
書も
じ
有
り
。
哀
し
い
か
な
、
我
が
甲
種
福

岡
医
学
校
に
し
て
此
の
議
定
有
り
。
医
道
の
隆
盛
、
何い

ず
れ
の
日
に
か
起
こ
ら
ん
。

本
校
一
た
び
廃
さ
れ
塗と

ち地
す
れ
ば
（
泥
に
ま
み
え
れ
ば
）、
誰
か
之
れ
を
興
こ
す

者
之
れ
有
ら
ん
。
賢
明
な
る
県
令
の
親
裁
な
り
。
若も

し
世
事
の
困
難
に
因よ

り
て
之

れ
を
廃
毀
せ
ば
、
我わ

が輩
同
学
諸
子
の
方
向
、
針
路
を
失
う
こ
と
、
恰あ
た
かも
胎
児
よ
り
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離
る
る
の
慈
母
の
愁し
ゅ
う
た
ん嘆に
堪た

え
ざ
る
が
如ご
と
き
な
り
。（23
）

医
学
校
全
廃
に
傾
い
た
県
会
の
議
定
に
対
す
る
嘆
き
と
怒
り
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
が
、
事
態
は
ま
だ
流
動
的
で
あ
っ
た
。
七
日
に
は
、「
今
日
の
新
聞
紙
に
、
医

学
校
、
再
議
に
附
せ
ら
る
と
記
載
す
。
宜よ

ろ
し
き
か
な
。」
と
あ
り
、
翌
八
日
に
県
会

を
傍
聴
す
る
。
続
い
て
九
日
に
も
傍
聴
に
行
く
。

午
後
一
時
自よ

り
県
会
聴
傍
す
。医
学
校
再
議
案
、亦ま
た
廃
毀
論
者
、多
数
を
占
む
。（24
）

福
岡
医
学
校
の
「
全
廃
」
が
つ
い
に
県
会
で
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
記
の
よ
う
に
、
県
当
局
―
県
令
―
内
務
卿
の
ラ
イ
ン
で
存
続
派
は
逆
転
に
成
功
す

る
。
五
月
十
六
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

新
聞
紙
を
閲
見
す
る
に
、
雑
報
中
に
福
岡
県
会
、
内
務
省
認
可
不
認
可
云
々
の

事
件
（
記
事
）
有
り
。
予
、
喜
悦
し
て
之
れ
を
読
む
。
乃す

な
わち
福
岡
県
立
医
学
校
は

従
前
の
通
り
、
壹
万
八
十
二
円
を
以
て
継
続
す
る
の
旨
、
指
令
有
り
。
嗚あ

あ呼
喜
ぶ

べ
し
、
賀
す
べ
し
、
祝
う
べ
し
。
何
ぞ
雀じ

ゃ
く
や
く躍せ
ざ
る
を
得
ん
や
。
内
務
卿
の
決
断
、

宜よ
ろ
し
き
を
得う

。
我
が
福
岡
医
学
校
の
同
胞
諸
生
の
胸
の
裏う
ち
、
如い
か
が何
の
感
覚
を
起
こ

さ
ん
や
。
県
下
の
庶
民
の
幸
福
、
洪
大
な
り
と
謂
う
べ
し
。（25
）

福
岡
医
学
校
の
存
続
が
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
医
学
校
生
徒
が
進
路
を
失
う

こ
と
も
な
く
、
庶
民
の
衛
生
、
幸
福
が
守
れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
喜
び
と
祝
賀

の
思
い
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
文
章
で
あ
る
。

以
上
、
福
岡
医
学
校
の
存
廃
を
め
ぐ
る
議
会
内
外
で
の
攻
防
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
新
聞
や
九
大
の
年
史
等
に
お
い
て
も
詳
細
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

医
学
校
の
生
徒
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
他

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
貴
重
な
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
、
福
岡
医
学
校
が
別
の
意
味
で
世
間
の
注
目

を
浴
び
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
。「
大
森
治
豊
ら
に
よ
る
帝
王
切
開
手
術
の

成
功
」
と
い
う
出
来
事
で
あ
っ
た
。

〔
註
〕

（
1
）「
雜
記
載
録
」
の
原
文
に
は
句
読
点
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
訓
読
文
は
常
用
漢
字
の
あ

る
も
の
は
そ
れ
を
用
い
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
□

（
不
明
）と
し
た
。
以
下
、
特

別
な
引
用
以
外
は
、
本
文
で
は
訓
読
文
を
示
し
、
原
文
は
そ
の
ま
ま
註
に
記
す
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
訓
読
文
の
ル
ビ
は
筆
者
が
施
し
た
。

（
2
）「〔
八
日
〕
微
雨
蕭
然
今
日
福
岡
醫
学
校
之
開
校
式
也
数
十
生
徒
着
席
又
諸
教
師
及
校

長
生
徒
監
寮
長
等
各
出
場
自
衛
生
課
某
氏
出
臨
焉
校
長
先
今
日
述
開
校
之
語
次
而
衛
生
課

某
亦
有
生
徒
奨
励
之
弁
語
又
校
長
曰
依
例
聊
欲
供
酒
肴
諸
君
暫
可
待
矣
暫
時
而
小
使
陳
列

酒
肴
一
飲
一
呑
稍
為
紅
顔
辞
席
而
帰
酒
宴
闌
頃
五
期
生
林
為
二
郎
朗
読
祝
文
衆
拍
手
其
声

囂
然
響
樓
宇
如
雷
鳴
嗚
呼
熾
今
日
之
祝
宴
自
今
遠
至
千
歳
無
極
止
矣
」

（
3
）『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
：
通
史
篇
Ⅰ
・
第
一
編
・
第
一
章
を
参
照
。

（
4
）「
今
日
故
福
岡
醫
學
校
一
等
教
師
大
河
内
和
氏
之
墓
碑
建
立
成
就
故
醫
學
校
発
起
者
、

執
行
祭
典
式
（
今
日
鳥
度
大
河
内
氏
卒
去
之
月
日
也
）
予
輩
獨
歩
到
墓
間
到
乃
祭
典
式
已

終
諸
人
多
皈
焉
抑
氏
之
墓
石
廣
大
無
比
国
中
屈
指
之
美
物
也
（
其
方
寸
等
今
畧
之
不
記
載

載
新
聞
紙
有
宜
見
之
）
其
表
面
書
大
河
内
和
之
墓
裏
面
木
戸
麟
所
撰
文
鐫
刻
其
書
博
多
開

業
医
師
井
上
侃
斎
氏
所
揮
也
」

（
5
）「
菩
薩
心
劊
子
手
、
攘
病
魔
護
蒼
生
。
俾
君
永
在
娑
婆
、
百
千
万
之
蒼
生
、
脱
於
膏
肓

之
患
發
歓
喜
之
聲
。
嗚
呼
彼
蒼
者
天
、
何
不
愛
吾
蒼
生
、
俾
君
宛
然
遠
逝
。
招
不
至
、
喚

不
譍
」（
句
読
点
は
筆
者
）

　
　
木
戸
麟
は
、
土
佐
中
村
（
高
知
県
）
の
出
身
で
、
医
師
と
な
り
、
兵
隊
付
医
師
と
な
っ

た
の
ち
、
群
馬
県
庁
に
勤
務
す
る
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
一
月
に
衛
生
課
兼
群
馬

県
医
学
校
御
用
掛
と
な
り
、
近
代
医
学
発
展
の
た
め
の
基
礎
造
り
に
つ
と
め
る
。
同
年

十
二
月
に
福
岡
県
に
勤
務
し
、
衛
生
課
兼
学
校
掛
と
な
り
、
同
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
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衛
生
課
長
と
な
る
（
丸
山
知
良
著
「
医
師
木
戸
麟
の
近
代
社
会
へ
の
貢
献
」（『
医
学
史
雑

誌
』
二
九
巻
二
号
、
一
九
八
三
）
を
参
照
し
た
）。
木
戸
麟
撰
の
「
大
河
内
和
之
墓
」
の

碑
文
は
、『
福
岡
縣
碑
誌 

筑
前
之
部
』（
菊
池
敏
彦 

校
閲
、
荒
井
周
夫 

編
輯
、
大
道
學
館

出
版
部
発
行
、
一
九
二
九
）
に
翻
刻
と
訓
読
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
福
岡
の
東

公
園
内
に
建
立
さ
れ
た
大
河
内
和
の
墓
碑
は
、
今
日
で
は
福
岡
市
東
区
馬
出
三
丁
目
の
九

州
大
学
病
院
地
区
（
キ
ャ
ン
パ
ス
）
構
内
の
久
保
記
念
館
（
現
九
州
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽

喉
科
の
初
代
教
授
で
あ
る
久
保
猪
之
吉
を
記
念
し
た
も
の
）
の
横
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）「〔
二
十
六
日
〕
故
福
岡
醫
学
校
二
等
教
諭
柘
植
氏
依
事
故
付
搏
職
於
岡
山
縣
岡
山
醫

学
校
為
離
別
東
公
園
一
方
亭
矣
午
后
四
時
頃
衆
子
着
席
先
生
亦
出
臨
先
演
説
者
数
輩
登
演

壇
血
涙
酸
澹
積
為
小
泉
悲
哀
慕
欽
恰
為
如
離
慈
母
心
地
游
魚
鳴
禽
皆
愁
腸
實
分
袂
之
情
不

可
尽
筆
舌
矣
飲
食
咬
喫
忘
味
午
后
八
時
頃
皆
退
散
。」

（
7
）「〔
二
十
七
日
〕
於
福
岡
醫
学
校
前
寮
、
柘
植
先
生
与
諸
子
寫
眞
矣
実
比
先
生
者
可
惜

可
慕
之
先
醒
也
故
寫
眞
笑
顔
永
久
不
忘
矣
」

（
8
）
柘
植
宗
一
は
、
岡
山
県
医
学
校
に
赴
任
し
た
後
、
同
医
学
校
が
編
入
さ
れ
た
第
三
高

等
中
学
校
医
学
部
（
の
ち
第
三
高
等
学
校
医
学
部
）
の
教
授
と
な
り
、
明
治
二
十
八
年
に

は
依
願
退
職
を
す
る
が
、
同
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
、
福
岡
医
学
校
の
後
進
に
当
た
る

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
の
講
師
（
組
織
学
）
と
な
り
、
同
三
九
年
に
は
同
医
科
大

学
の
助
教
授
（
解
剖
学
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
九
月
に
退
任
し
て
い
る
。

（
9
）「
今
日
先
生
足
下
為
鞍
手
郡
上
境
村
某
病
家
為
往
診
以
故
午
前
四
時
起
乗
二
人
引
之
車

払
曉
発
家
門
麟
々
然
車
聲
瞬
間
飛
到
中
嶌
橋
辺
嗚
呼
亦
速
哉
矣
今
朝
霜
気
嚴
粛
至
昼
間
甚

温
和
恰
適
先
生
遠
往
之
日
矣
也
焉
」

（
10
）「
今
日
先
生
足
下
自
鞍
手
郡
帰
舍
之
筈
也
然
午
後
六
時
頃
以
無
帰
舍
與
奥
様
為
（
カ
ケ
）

負
者
、
饅
頭
十
五
可
買
之
約
束
也
而
午
後
九
時
頃
俄
然
有
車
声
之
門
外
麟
々
出
見
之
乃
先

生
也
衆
驚
悦
先
謝
其
労
次
而
酒
間
之
談
話
到
十
二
時
皆
就
臥
蓐
云
爾
」

（
11
）「
今
日
先
生
往
診
佐
賀
県
下
、
木
山
口
午
前
十
時
発
足
午
後
八
時
帰
着
実
可
謂
疾
速
依

車
夫
勉
厲
矣
」

（
12
）「
今
朝
以
先
生
之
書
簡
使
博
多
舊
秋
月
蔵
本
原
田
種
忠
方
蓋
今
日
先
生
応
同
氏
之
託
往

診
遠
方
之
筈
處
先
生
之
親
族
大
宰
村
西
高
辻
宅
某
病
気
以
故
先
生
為
謝
背
約
束
遺
書
簡
於

原
田
氏
也
午
前
十
時
頃
先
生
乗
二
人
引
之
車
駸
々
乎
向
大
宰
府
村
行
矣
」

（
13
）「
此
日
先
生
應
裁
判
所
命
令
為
屍
体
検
査
與
榎
本
医
学
士
及
秦
某
等
行
遠
賀
郡
伊
岐
須

村
」

（
14
）「
今
夜
九
時
三
十
分
先
生
自
遠
賀
表
帰
宅
矣
其
言
曰
石
炭
鉱
山
囚
人
粗
暴
者
歐
殺
同
輩

剖
検
其
脳
部
中
脳
膜
動
脈
破
裂
頭
頸
骨
鱗
状
部
両
半
分
擘
裂
其
頭
蓋
骨
中
所
々
有
裂
間
又

見
脳
面
起
溢
血
且
其
以
動
脈
破
裂
惹
起
急
死
也
矣
」

（
15
）「〔
八
日
〕
晴
天
今
朝
醫
學
校
教
師
等
於
平
尾
山
兎
狩
相
催
處
大
森
先
生
始
外
科
掛
員

者
以
有
大
治
療
止
其
他
諸
□
彼
此
差
支
有
之
悉
皆
休
止
」

（
16
）「
博
多
片
土
居
称
名
寺
如
例
月
私
立
演
説
會
衛
生
談
也
自
午
後
一
時
始
予
傍
聴
聴
衆
無

慮
百
餘
名
辨
士
続
々
昇
演
題
種
々
奇
々
妙
々
雄
辨
三
寸
舌
笑
實
揺
天
地
聴
衆
感
服
就
中
熊

谷
齋
藤
両
夫
子
最
如
好
」

（
17
）「
午
前
第
九
時
出
校
今
日
榎
本
教
諭
於
解
剖
室
召
集
諸
生
〔
乃
チ
現
在
ノ
三
期
生
丈
〕

切
割
家
兎
喉
頭
部
現
出
迷
走
神
経
以
電
気
刺
戟
之
試
験
心
臓
鼓
動
正
午
十
二
時
終
」

（
18
）「
今
日
於
医
学
校
解
剖
局
為
筋
及
靱
帯
学
研
究
以
柘
植
先
生
之
指
揮
與
同
胞
諸
氏
相
共

揮
刀
解
剖
死
体
下
脚
浸
潤
亜
児
箇
保
児
者
見
處
多
少
非
無
益
利
矣
」

（
19
）「
今
日
乃
予
輩
等
三
之
組
理
学
試
験
也
午
前
自
八
時
出
校
自
九
時
久
能
先
生
出
頭
受
検

者
十
二
名
着
席
午
後
〇
時
三
十
分
口
答
終
一
同
退
席
喫
昼
飯
自
一
時
筆
答
」

（
20
）「
朝
昨
日
受
検
者
不
格
分
今
日
又
再
受
自
午
前
七
時
始
處
書
生
自
先
生
后
到
以
故
先
生

立
腹
不
為
而
帰
宅
矣
保
利
其
他
長
谷
部
等
相
共
到
先
生
宅
乞
再
試
先
生
不
聽
暫
時
而
先
生

眼
科
診
断
所
出
勤
以
之
予
与
佐
伯
又
乞
再
試
先
生
尚
不
聽
愈
依
頼
寮
長
秦
氏
先
生
忿
怒
稍

解
今
日
自
十
一
時
試
験
至
一
時
漸
一
人
放
免
」

（
21
）「
今
春
居
村
窮
迫
實
不
忍
惨
哭
貧
民
食
草
根
或
粥
毎
日
活
計
殆
無
筭
嗚
呼
可
哀
可
哭
予

輩
悠
々
閑
々
渡
光
陰
實
積
罪
之
至
也
」

（
22
）「
今
日
自
午
後
一
時
傍
聽
於
福
岡
縣
會
矣
中
学
二
次
會
議
終
因
之
蟻
長
中
村
耕
介
述
義

自
醫
学
校
意
衆
蟻
従
之
先
為
醫
学
校
存
廃
之
大
蟻
彼
駁
是
賛
論
鋒
滔
々
不
尽
蟻
長
取
可
否

起
立
存
立
者
多
数
而
全
廃
説
敗
棄
嗚
呼
大
息
愉
快
々
々
予
儕
醫
学
校
為
生
徒
者
傍
聽
人
中

占
過
半
蟻
員
之
諜
口
欹
耳
門
聽
掌
中
無
不
握
汗
者
雖
然
天
幸
而
不
廃
之
今
日
世
間
上
衛
生

之
不
可
忽
亦
可
推
量
知
矣
」

（
23
）「
今
朝
歴
閲
際
有
醫○

学○

校○

全◎
廃◎
書
哀
哉
我
甲
種
福
岡
醫
学
校
而
有
此
議
定
焉
醫
道
隆
盛

何
日
起
本
校
一
廃
塗
地
誰
興
之
者
之
有
賢
明
縣
令
之
親
裁
也
若
因
世
事
困
難
廃
毀
之
我
輩
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同
學
諸
子
之
方
向
失
針
路
恰
如
離
胎
児
慈
母
不
堪
愁
嘆
也
」

（
24
）「
自
午
後
一
時
縣
會
聽
傍
醫
学
校
再
議
案
亦
廃
毀
論
者
占
多
数
」

（
25
）「
聞
見
新
聞
紙
雜
報
中
有
福
岡
縣
會
内
務
省
認
可
不
認
可
云
之
事
件
予
喜
悦
読
之
乃
福

岡
縣
立
醫
学
校
従
前
之
通
以
壹
万
八
十
二
円
継
続
之
旨
有
指
令
嗚
呼
可
喜
可
賀
可
祝
何
得

不
雀
躍
内
務
卿
之
決
断
得
宜
我
福
岡
醫
学
校
同
胞
諸
生
之
胸
裏
起
如
何
之
感
覚
乎
縣
下
庶

民
之
幸
福
可
謂
洪
大
矣
」

五　
明
治
十
八
年
の
帝
王
切
開
手
術

（
一
）
東
洋
未
聞
の
大
施
術

九
州
大
学
医
学
部
、
さ
ら
に
は
九
州
大
学
の
創
設
者
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
人
物

が
、
大
森
治は

る

豊と
よ
（
一
八
五
二
～
一
九
一
二
）
で
あ
る
。
大
森
治
豊
は
、
明
治
十
二

（
一
八
七
九
）
年
十
一
月
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
て
医
学
士
の
称
号
を
得
、
十
二
月

に
県
立
福
岡
医
学
校
の
教
師
、
同
十
四
年
に
外
科
学
教
授
担
当
、
同
十
七
年
に
福
岡

医
学
校
附
属
病
院
兼
務
と
な
る
。
同
十
八
年
八
月
二
十
九
日
付
け
で
福
岡
医
学
校
長

兼
外
科
部
長
、
同
二
十
一
年
に
福
岡
病
院
長
に
な
り
、
同
二
十
四
年
に
は
医
学
博
士

の
学
位
を
授
け
ら
れ
る
。
同
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
に
京
都
帝
国
大
学
福
岡

医
科
大
学
長
兼
附
属
医
院
長
と
な
り
、
同
四
十
三
年
三
月
に
退
官
し
、
同
四
十
四
年

五
月
に
九
州
帝
国
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
（
第
一
号
）
を
授
け
ら
れ
る
。
同
四
十
五

年
二
月
十
九
日
に
福
岡
で
病
没
す
る
。

大
森
没
後
の
五
月
に
発
行
さ
れ
た
『
故
大
森
治
豐
先
生
記
念
錄
』（『
福
岡
医
科
大

學
雜
誌
』
第
五
巻
第
三
号
附
録
、
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
雑
誌
部
発
行
、

一
九
一
二
）
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
久
保
猪
之
吉
教
授

の
「
大
森
博
士
を
弔
ふ
詞
」
に
は
、「
博
士
を
有
名
な
ら
し
め
た
る
は
、
當
時
外
科

學
の
進
歩
に
先
ち
て
種
々
の
困
難
な
る
手
術
を
決
行
し
、
好
成
績
を
収
め
た
る
に
在

り
。」
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
種
類
の
手
術
例
を
挙
げ
、「
日
本
に
於
て
斬
新
な
る
手

術
に
し
て
卒
先
之
を
行
ひ
」
と
す
る
が
、
そ
の
最
初
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
帝
王
切

開
手
術
」
で
あ
る
。
こ
の
手
術
に
関
し
て
、『
九
州
大
学
五
十
年
史
・
通
史
』（
九
州

大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
、
一
九
六
七
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文

中
に
池
田
と
あ
る
の
は
、
産
科
婦
人
科
の
池
田
陽
一
教
諭
の
こ
と
で
あ
る
。

な
か
ん
ず
く
、
同
校
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
の
は
わ
が
国
で
最
初
と
い
わ
れ
る

帝
王
切
開
手
術
に
大
森
と
池
田
が
成
功
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
八
年
四
月

二
十
八
日
、
一
妊
婦
が
膣
の
瘢
痕
狭
窄
の
た
め
出
産
が
困
難
に
な
り
、
附
属
病
院

に
運
び
込
ま
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
ポ
ル
ロ
ー
（Porro

）
氏
式
帝
王
切
開
手
術
を

行
い
、
母
子
共
に
良
好
な
経
過
を
た
ど
っ
た
。
こ
れ
は
、『
中
外
医
事
新
報
』
に

報
告
さ
れ
、
ま
た
『
伯
林
臨
床
週
報
』
に
も
報
告
さ
れ
た
。
一
般
社
会
で
は
地
元

の
新
聞
は
も
と
よ
り
、「
東
京
日
日
新
聞
」（
十
八
年
五
月
十
二
日
）
に
も
報
ぜ
ら

れ
て
、
世
人
を
驚
倒
さ
せ
た
。（1
）

こ
こ
で
、
こ
の
手
術
の
報
道
、
公
表
に
つ
い
て
時
系
列
的
に
整
理
し
て
見
て
み
る

こ
と
に
す
る
（
本
稿
附
録
資
料
（
3
）
大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
に
よ
る
「
ポ
ル
ロ
ー

式
國
帝
截
開
術
」
関
係
年
表
を
参
照
）。
一
番
早
い
の
は
、
明
治
十
八
年
五
月
六
日

の
「
福
岡
日
日
新
聞
」
で
、「
東
洋
未
聞
の
大
施
術
（
某
氏
の
報
道
）」
と
い
う
見
出

し
で
、「
福
岡
県
福
岡
區
博
多
中
島
町
平
民
幸
田
某
の
妻
歌
（
當
二
十
三
年
）」
の
当

該
手
術
の
こ
と
を
報
じ
て
い
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

同
十
七
年
六
月
、
受
胎
の
兆
あ
り
。
爾
后
漸
次
腹
部
膨
大
し
、
妊
娠
た
る
事
疑

な
き
を
以
て
、
預
め
迚と

て
も
分
娩
す
る
能
ざ
る
を
慮
り
、
福
岡
醫
黌
附
属
病
院
に
治

を
仰
ぐ
。
依
て
該
院
に
於
て
ハ
、
院
長
大
森
治
豊
氏
及
婦
人
科
醫
長
池
田
陽
一
等

の
諸
氏
に
て
、
國
帝
切
開
術
を
行
へ
り
。
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続
い
て
、
当
該
手
術
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
上
で
、
生
き
て
い
る
母
胎
に

お
い
て
こ
の
手
術
を
行
い
、
母
子
の
健
全
を
保
存
す
る
の
は
、
は
な
は
だ
困
難
か
つ

危
険
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
四
年
間
に
行
わ
れ
た
手
術
で
百
人
中
五
十
六
人

が
死
亡
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
如
此
至
危
至
難
な
る
大
手
術
た
る

を
以
て
東
洋
諸
國
に
於
て
此
術
を
施
こ
せ
し
ハ
未
だ
曾
て
聞
か
ざ
る
處
な
り
」
と
、

こ
の
記
事
を
結
ん
で
い
る
。「
東
洋
未
聞
の
大
施
術
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も

の
で
あ
る
。

次
は
、
五
月
十
二
日
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
東
洋
未
聞
の
大

施
術
」
の
見
出
し
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
「
福
岡
日
日
新
聞
」
の
記
事
を

そ
の
ま
ま
の
形
で
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
云
々
と
福
岡
新
聞

に
見
ゆ
然
れ
ど
も
妊
婦
歌
子
は
二
者
何
れ
の
法
に
因
り
し
か
ま
た
手
術
の
結
末
如
何

と
知
る
に
よ
し
な
け
れ
ど
姑し

ば
らく
記
し
て
後
報
を
待
つ
」
と
結
ん
で
い
る
。「
二
者
何

れ
の
法
に
因
り
し
か
」
と
あ
る
の
は
、「
レ
ー
ベ
ル
ト
」
式
、「
ポ
ー
ロ
ー
」
式
の
ど

ち
ら
に
よ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
手
術
後
の
経
過
・

結
果
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
「
福
岡
日
日
新

聞
」
は
続
報
を
掲
載
し
て
い
た
。
五
月
八
日
の
新
聞
に
「
大
施
術
母
子
安
全
な
り
」

と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

博
多
中
島
町
幸
田
某
の
妻
ウ
タ
（
二
十
三
年
）
の
分
娩
に
付
き
、
福
岡
醫
学
校

附
属
院
に
於
て
大
施
術
の
事
は
、
一
昨
日
の
紙
上
に
報
道
せ
し
通
り
。
彼
の
國
帝

切
開
術
と
て
、
腹
壁
を
切
り
ひ
ら
い
て
子
宮
壁
を
開
き
、
胎
兒
を
分
娩
せ
し
め
た

る
所
の
小
兒
ハ
、
通
常
の
分
娩
兒
と
同
様
、
強
健
に
し
て
既
に
病
院
を
出
で
、
乳

母
の
手
に
て
養
育
せ
ら
れ
居
り
。
又
た
そ
の
母
親
ウ
タ
も
、
追
々
快
方
し
て
、
頃

日
よ
り
既
に
室
内
運
動
位
は
能
く
出
来
、
擔
當
醫
の
話
に
依
れ
バ
、
今
よ
り
二
週

間
も
立
ち
な
ば
、
退
院
す
る
を
得
べ
き
だ
け
の
健
康
に
復
す
る
な
ら
ん
と
の
事
な

り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
手
術
は
成
功
し
、
生
ま
れ
た
子
は
元
気
に
退
院
し
て
乳
母
の
手

で
養
育
さ
れ
て
お
り
、
母
親
の
方
も
回
復
し
て
、
あ
と
二
週
間
も
す
れ
ば
退
院
で
き

る
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
担
当

医
の
話
に
依
れ
ば
」
と
、
名
前
こ
そ
記
し
て
い
な
い
が
、
初
め
て
担
当
医
の
発
言
が

登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
両
新
聞
共
に
「
東
洋
未
聞
の
大
施
術
」
と
報
じ
て
い
る
が（

2
）、

問
題
は
こ
の
手
術
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
初
は
「
某
氏
の
報
道
」
と
あ
っ
て
、
情
報
源
を
曖
昧

に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
月
八
日
の
記
事
に
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
伝
聞
と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
手
術
の
内
容
や
、
そ
の
経
過
な
ど
に
関
し
て
、
当
該
手
術
を

行
っ
た
福
岡
甲
種
医
学
校
の
執
刀
者
た
ち
に
よ
る
正
式
な
発
表
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
公
式
な
発
表
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の

か
。国

内
で
最
初
に
公
表
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
八
年
十
二
月
十
九
日
発
行
の
『
東
京

醫
事
新
誌
』（
東
京
醫
事
新
誌
局
発
行
、
週
刊
）
第
四
百
三
号
で
あ
る
。
巻
頭
の
「
官

令
」
に
続
く
「
中
外
新
説
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
の
最
初
に
、「
ポ
ル
ロ
ー
氏
帝
王
開

切
術
」
と
い
う
題
目
を
掲
げ
、「
在
福
岡
」
と
冠
し
て
「
醫
學
士　
大
森
治
豐
」
と

「
醫
學
士　
池
田
陽
一
」
と
の
共
述
と
し
て
い
る
。
最
初
に
、
編
集
者
に
よ
る
前
書

き
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
篇
ハ
兩
學
士
カ
本
年
四
月
廿
八
日
ヲ
以
テ
手
術
シ
之
ヲ
独
逸
國
伯
林
醫
事
週

誌
ニ
寄
稿
セ
ラ
レ
同
誌
ハ
本
年
十
月
十
二
日
四
十
一
號
ニ
之
ヲ
掲
載
セ
リ
編
者
今

之
ヲ
譯
出
シ
テ
諸
君
ノ
一
覧
ニ
供
ス

こ
の
雑
誌
に
続
い
て
出
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
九
年
一
月
十
日
発
行
の
『
中
外
醫
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事
新
報
』（
中
外
醫
事
新
報
社
、
第
一
三
九
号
）
で
あ
る
。「
實
驗
記
事
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
で
、「
ポ
ル
ロ
ー
氏
國
帝
切
開
術
」
と
い
う
題
目
を
掲
げ
、 

大
森
、
池
田

の
「
共
述
」
と
し
て
い
る
。
冒
頭
の
編
集
者
に
よ
る
前
書
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
稿
ハ
右
両
学
士
ノ
先
頃
福
岡
病
院
ニ
於
テ
實
檢
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ニ
係
リ

一
千
八
百
八
十
五
年
十
月
十
二
日
刊
行
伯
林
醫
事
週
誌
（
四
十
號
）
ノ
別
紙
ニ
登

録
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
今
回
大
森
醫
學
士
ヨ
リ
其
ノ
原
文
ノ
寄
贈
ヲ
得
タ
レ
バ
左
ニ
譯

載
シ
テ
讀
者
ノ
一
覧
ニ
供
ス

こ
こ
で
は
、
原
文
を
大
森
医
学
士
か
ら
直
接
寄
贈
さ
れ
た
と
明
記
し
て
い
る
。
以

上
の
両
誌
の
記
事
は
、「
ポ
ル
ロ
ー
氏
帝
王
開
切
術
」
と
「
ポ
ル
ロ
ー
氏
國
帝
切
開

術
」
と
や
や
訳
語
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
大
森
、
池
田
共
述
の
ド
イ
ツ
語
に

よ
る
文
章
を
日
本
語
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
誌
は
訳
文
の
表
現
に
違
い
は

あ
っ
て
も
、
内
容
的
に
は
大
差
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
執

刀
医
で
あ
る
大
森
、
池
田
の
両
医
学
士
が
共
著
と
し
て
執
筆
し
、
ド
イ
ツ
の
医
学
専

門
学
術
誌
に
投
稿
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
八
八
五
年
十
月
十
二
日

で
あ
り
、
こ
れ
が
当
該
手
術
の
公
式
発
表
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
明
確

に
な
っ
た
の
は
、
当
該
手
術
が
福
岡
病
院
で
行
わ
れ
た
の
は
、
同
年
の
四
月
二
十
八

日
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
両
誌
が
「
伯
林
醫
事
週
誌
」
と
訳

し
て
い
る
の
は
、
正
式
に
は
次
の
誌
名
で
あ
る
。

B
erliner K

linische W
ochenschrift

（
伯
林
（
ベ
ル
リ
ン
）
臨
床
週
報
）

両
医
学
士
に
よ
る
報
告
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
雑
誌
の
一
八
八
五
年
の

第
四
十
一
号
で
あ
り
、
論
文
の
題
名
は
、Eine Sectio caesarea nach Porro.

（
ポ

ロ
ー
式
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
）
と
な
っ
て
い
る（

3
）。
手
術
が
行
わ
れ
た
の
が

「
四
月
二
十
八
日
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
論
文
で
確
認
で
き

る
。
と
な
る
と
、
五
月
六
日
の
「
福
岡
日
日
新
聞
」
の
発
表
は
そ
の
一
週
間
後
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
早
い
時
期
の
情
報
の
取
得
と
そ
の
発
表
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
こ
の
新
聞
報
道
に
は
手
術
が
行
わ
れ
た
月
日
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な

い
し
情
報
源
も
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
疑
問
と
し
て
残
る
。
ま
た
、
医
学

校
と
し
て
報
道
機
関
に
対
し
て
正
式
な
発
表
が
行
わ
れ
て
い
な
い
理
由
も
不
明
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
謎
が
残
る
。

（
二
）「
雜
記
載
録
」
の
記
録

さ
て
、「
東
洋
未
聞
の
大
施
術
」
と
評
さ
れ
た
手
術
の
報
道
や
公
表
に
関
し
て
は

い
く
つ
か
不
明
な
点
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
点
な
ど
を
考
察
す
る
に
当
た
っ

て
、
実
に
参
考
に
な
る
資
料
が
出
現
し
た
と
言
え
る
。
髙
木
磯
太
郎
の
「
雜
記
載

録
」
で
あ
る
。
以
下
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
手
術
の
話
が
出
て
く
る
の
は
、

「
雜
記
載
録
」
の
三
月
二
十
九
日
の
条
で
、
こ
の
日
は
日
曜
日
で
医
学
校
の
休
暇
日

で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
な
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
で
原
漢
文
と
訓
読
文

の
両
方
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

昨
日
自
午
前
十
時
大
森
池
田
齋
藤
三
先
生
療
産
婦
矣
蓋
該
婦
人
者
中
嶌
町
緒
田

巻
屋
之
人
也
膣
口
狭
隘
而
不
能
降
胎
児
於
是
各
先
生
設
装
置
割
破
産
婦
之
臍
部
上

二
寸
及
恥
骨
縫
際
迄
、
取
出
子
宮
及
卵
巣
以
後
幾
回
雖
為
交
接
決
而
不
姙
孥
也
而

其
子
宮
内
胎
児
健
然
生
活
焉
又
其
姙
婦
依
然
存
命
病
家
之
喜
悦
不
及
言
各
国
手
先

生
之
胸
中
亦
其
欣
喜
可
想
也
冀
以
后
両
母
子
共
全
快
為
壮
健
本
校
之
名
擧
益
国
内

仁
術
隆
盛
在
近
可
悦 

〳
〵 

〳
〵 

〳
〵 

右
記
槪
畧
而
已

昨
日
、
午
前
十
時
自よ

り
、
大
森
、
池
田
、
斎
藤
の
三
先
生
、
産
婦
を
療
す
。
蓋け
だ
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し
該
婦
人
な
る
者
は
、
中
嶌
町
の
緒お

田だ

巻ま
き
屋や

の
人
な
り
。
膣ち
っ
こ
う口
狭き
ょ
う
あ
い
隘
に
し
て
胎
児

を
降お

ろ
す
能あ

た

わ
ず
。
是こ

こ
に
於お

い
て
各
先
生
、
装
置
を
設
け
産
婦
の
臍せ

い

部ぶ

（
へ

そ
）
上
二
寸
を
割
破
し
、
恥ち

骨こ
つ
縫ほ
う
際さ
い
迄ま
で
に
及
び
、
子
宮
及
び
卵
巣
を
取
り
出
す
。

以
後
幾
回
交
接
を
為
す
と
雖
も
決
し
て
孥こ

を
姙は
ら
ま
ざ
る
な
り
。
而し
か
し
て
其
の
子
宮

内
の
胎
児
は
健
然
と
生
活
す
。
又ま

た
其
の
姙に
ん

婦ぷ

も
依
然
と
し
て
存
命
す
。
病
家

（
患
者
家
族
）
の
喜
悦
す
る
こ
と
言
う
に
及
ば
ず
。
各
国
手
（
名
医
）
先
生
の
胸

中
、
亦ま

た
其
の
欣き
ん
喜き

想
う
べ
き
な
り
。
以
后
両
母
子
共
に
全
快
し
壮
健
為た

る
を
冀
こ
い
ね
がう
。

本
校
の
名
挙あ

が
る
こ
と
益
ま
す
ま
す、
国
内
の
仁
術
隆
盛
な
る
こ
と
近
き
に
在あ

り
。
悦よ
ろ
こぶ
べ

し
、
悦
ぶ
べ
し
、
悦
ぶ
べ
し
、
悦
ぶ
べ
し
。
右
、
概が

い
り
ゃ
く略を
記
す
の
み
。

こ
の
文
章
は
、「
昨
日
」
す
な
わ
ち
三
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
の
こ
と
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
大
森
治
豊
、
池
田
陽
一
、
斎
藤
武
英
の
三
人
の
教
諭
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
手
術
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
上
記
ド
イ
ツ
語
で
正
式
に
公
表
さ
れ
た
「
ポ

ロ
ー
式
帝
王
切
開
術
」
に
他
な
ら
な
い
。「
福
岡
日
日
新
聞
」
に
も
「
院
長
大
森
治

豊
氏
及
婦
人
科
醫
長
池
田
陽
一
氏
等
の
諸
氏
に
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
手
術
は
大
森
、

池
田
の
両
氏
だ
け
で
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
に
数
名
の
医
師
な
い
し

医
員
や
看
護
婦
が
携
わ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
髙
木
磯
太
郎
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
外

科
専
門
の
斎
藤
武
英
教
諭
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
二
人
の
執
刀
医
の
助
手
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

髙
木
磯
太
郎
は
斎
藤
教
諭
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
手
術
の
後

に
斎
藤
か
ら
そ
の
時
の
一
部
始
終
を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
。
施
術
を
受
け
た
妊
婦
の

全
快
と
生
ま
れ
出
た
新
し
い
命
の
壮
健
と
を
祈
る
気
持
と
共
に
、
学
校
の
名
誉
が
挙

が
り
国
内
の
仁
術
（
医
学
）
が
隆
盛
に
な
る
こ
と
を
願
う
気
持
が
、
こ
の
文
章
に
は

「
悦
ぶ
べ
し
」
の
連
呼
と
と
も
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
手
術
に
関
連
し
た
髙
木
磯
太
郎
の
証
言
は
、
実
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

十
日
余
り
経
っ
た
、
四
月
八
日
の
条
で
あ
る
。
そ
の
日
は
、
朝
か
ら
榎
本
與
七
郎
教

諭
の
解
剖
試
験
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
県
会
の
傍
聴
に
出
か
け
て
い
る
。
そ
の
夜
の

こ
と
で
あ
る
。「
先
生
」
と
は
も
ち
ろ
ん
斎
藤
教
諭
を
指
す
。

夜
食
の
時
、
先
生
と
対
坐
し
て
談
話
す
。
突
然
、
大
森
教
師
入
り
来
り
て
先
生

と
対
酌
す
。
談
語
、
先
日
の
婦
人
の
治
術
、
腹
部
切
開
子
宮
摘
出
の
事
に
及
ん
で
、

優
笑
高
談
し
、
心
中
自よ

り
快
楽
に
在
る
が
如ご
と
し
。
侍
坐
の
傍
人
予わ

れ輩
も
亦ま
た
多
少
感

無
き
を
免
れ
ず
。
東
洋
未
だ
曽か

つ
て
有
ら
ざ
る
の
大
治
術
な
り
。
先
生
等ら

相
い
語
り

て
曰い

わ
く
、
今
度
の
治
術
は
実
に
珍
奇
な
り
。
故
に
速
や
か
に
西
洋
の
諸
大
家
に
報

ず
べ
し
。
我
が
日
本
国
中
に
は
何
ぞ
報
導
す
る
に
及
ば
ん
や
、
と
。
其
の
他
の
諸

話
あ
り
、
十
時
に
至
り
て
大
森
教
諭
、
人
力
車
に
乗
り
て
帰
宅
す
。（4
）

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
十
日
余
り
前
の
手
術
に
つ
い
て
、
大
森
教
諭
と
斎
藤
教
諭
と

が
語
り
合
っ
て
い
る
様
子
を
、
側
ら
に
い
た
髙
木
磯
太
郎
が
あ
と
で
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
。
大
森
ら
が
発
表
し
た
報
告
論
文
に
は
、
術
後
六
日
目
に
最
初
の
繃ほ

う
た
い帯
交
換

を
行
い
、
さ
ら
に
日
々
適
切
な
処
置
を
行
っ
て
、
患
者
が
日
増
し
に
回
復
し
て
い
っ

た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
の
大
森
教
諭
と
斎
藤
教
諭
と
が
、「
優
笑

高
談
」
し
て
喜
び
に
浸
っ
て
い
る
の
は
、
術
後
十
日
が
過
ぎ
て
、
手
術
の
成
功
が
確

信
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
興
味
深
い
こ
と
は
、
両
教
諭
が
、
こ
の
手
術
は
極
め
て
稀
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
速
や
か
に
西
洋
の
専
門
家
に
こ
の
こ
と
を
報
告
す
べ
き
で
、
そ
の
前
に
国

内
向
け
の
報
道
は
す
る
必
要
が
な
い
、
と
語
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
国
内
の
専
門
誌
や
報
道
媒
体
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
専
門
誌
に
直
接
投
稿

す
る
こ
と
を
最
優
先
し
た
こ
と
が
、
こ
の
話
か
ら
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。
以
上
の

大
森
と
斎
藤
と
の
「
後
日
談
」
の
内
容
は
、「
雜
記
載
録
」
以
外
に
は
ど
こ
に
も
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
発
言
記
録
と
言
え
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
こ
の
手
術
に
関
連
す
る
話
が
髙
木
の
日
記
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
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五
月
二
十
四
日
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
。

今
日
、
中
嶌
町
の
緒
田
巻
屋
の
婦
人
、
入
院
療
治
し
、
此
の
度た

び
全ぜ
ん
癒ゆ

す
。
故ゆ
え
を

以
て
東
公
園
の
官
宅
に
於
い
て
回
起
祝
い
の
莚え

ん
を
設
く
。
医
学
校
教
諭
の
大
森
、

熊
谷
、
池
田
、
斎
藤
、
並
び
に
医
員
の
青
木
、
中
嶌
の
諸
氏
、
招
待
さ
る
。（5
）

手
術
日
か
ら
二
ヶ
月
近
く
が
経
っ
た
五
月
二
十
四
日
に
、
緒
田
巻
屋
の
婦
人
の
快

気
祝
い
の
宴
席
が
設
け
ら
れ
、
大
森
、
池
田
以
下
の
福
岡
甲
種
医
学
校
の
関
係
者
六

名
が
招
待
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晩
春
三
月
二
十
八
日
の
緊

迫
し
た
手
術
室
の
様
子
か
ら
、
十
一
日
後
の
夜
の
後
日
談
、
そ
し
て
初
夏
の
祝
宴
に

至
る
ま
で
の
一
連
の
で
き
ご
と
を
、
髙
木
磯
太
郎
は
自
分
の
日
記
の
中
に
書
き
と
ど

め
た
。
彼
は
そ
の
後
、
施
術
者
の
一
人
で
あ
る
池
田
陽
一
に
師
事
し
、
産
科
婦
人
科

の
医
師
と
な
る
が
、
こ
の
「
東
洋
未
曾
有
の
大
治
術
」
が
、
あ
る
い
は
個
人
的
に
も

大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
施
術
日
の
謎

さ
て
、
改
め
て
「
雜
記
載
録
」
の
記
述
を
見
て
み
る
と
、
先
に
疑
問
と
し
た
い
く

つ
か
の
点
が
解
明
さ
れ
て
い
く
。
先
ず
、
施
術
者
を
は
じ
め
と
す
る
福
岡
甲
種
医
学

校
の
当
事
者
に
よ
る
正
式
発
表
が
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
発
表
ま
で
お
そ
ら
く
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
謎
が
解
け
る
。
四
月
八
日
の
日
記
に
見
え
る
よ
う
に
、
西
洋
の

医
学
者
た
ち
に
報
告
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
最
優
先
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
は
新
聞
報
道
と
の
関
係
で
あ
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
福
岡
甲
種
医
学
校
に
お
け

る
大
森
、
池
田
ら
に
よ
る
画
期
的
な
手
術
は
、
明
治
十
八
年
三
月
二
十
八
日
に
行
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
の
四
月
八
日
、
五
月
二
十
四
日
と
つ
な
が
る

記
事
も
、
間
隔
的
に
無
理
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。
か
り
に
四
月
二
十
八
日
の
手
術
で

あ
れ
ば
、
四
月
八
日
の
記
事
は
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
し
、
五
月
二
十
四
日
の
快
気

祝
い
は
余
り
に
も
早
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
月
二
十
八
日
の
手
術
で
あ
れ

ば
、
五
月
六
日
に
地
元
新
聞
に
報
道
が
な
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
の
間
に
、

病
院
関
係
者
か
誰
か
か
ら
情
報
が
伝
わ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
五
月

二
十
四
日
の
快
気
祝
い
も
時
期
的
に
納
得
で
き
る
。

こ
こ
で
想
起
し
た
い
資
料
が
あ
る
。
こ
の
手
術
の
こ
と
を
最
初
に
報
道
し
た
「
福

岡
日
日
新
聞
」
の
明
治
十
八
年
五
月
六
日
版
の
記
事
で
あ
る
。
幸
田
歌
に
つ
い
て
、

「
同
十
七
年
六
月
受
胎
の
兆
あ
り
爾
后
漸
次
腹
部
膨
大
し
妊
娠
た
る
事
疑
な
き
を
以

て
…
」
と
、
か
な
り
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
年
六
月
に
「
受
胎
の
兆

（
兆
候
）」
が
見
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
六
月
で
妊
娠
一
ヶ
月
以
上
は
経
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
六
月
を
妊
娠
一
ヶ
月
目
と
す
る
と
、
十
ヶ
月
目
は
同
十
八

年
三
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
月
が
妊
娠
十
ヶ
月
目
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
雜
記
載
録
」
に
記
す
「
三
月

二
十
八
日
」
の
手
術
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
納
得
が
い
く
。
逆
に
、
も
し
「
四
月

二
十
八
日
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
妊
娠
十
一
ヶ
月
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

い
さ
さ
か
疑
問
を
差
し
挟
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
執
刀
医
で
あ
る
両
医
師
の
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
報
告
書
に
は
、
施
術
日
は

「
四
月
二
十
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
当
事
者
に
よ
る
正
式
記
録
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
後
、
こ
の
施
術
日
に
つ
い
て
異
な
る
発
言
を
し
て
い
る
者
は
も
ち
ろ
ん
誰
も

い
な
い（

6
）。
だ
が
、
日
に
ち
は
同
じ
二
十
八
日
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
遅

く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
両
者
を
始
め
福
岡
甲
種
医
学
校
の
人
々
も
、
そ
の
他
の

関
係
者
た
ち
も
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
理
由
は

分
か
ら
な
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

髙
木
の
こ
の
日
記
を
読
む
限
り
は
、
手
術
自
体
は
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月

二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
一
箇
月
ず
れ
て
い
る
理
由
や
そ
の

― 36 ―

	 九州大学大学文書館研究紀要　創刊号



事
情
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
雜
記
載
録
」
は
個
人
的
な
記
録
で
は
あ
る
が
、
日

付
け
、
曜
日
、
天
候
、
事
項
の
記
述
に
お
い
て
、
極
め
て
正
確
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
か
り
に
も
髙
木
磯
太
郎
に
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
書
き
換
え
た
と

は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
本
稿
は
現
在
見
る
こ
と
が
可
能
な
「
髙
木
資
料
」
の

全
体
を
精
査
し
、
さ
ら
に
彼
の
生
涯
の
足
跡
を
可
能
な
限
り
跡
付
け
た
上
で
、「
雜

記
載
録
」
の
資
料
と
し
て
の
信
憑
性
に
確
信
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
節
を
終
わ
る
前
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
こ

の
帝
王
切
開
手
術
に
お
い
て
摘
出
さ
れ
た
「
子
宮
及
び
卵
巣
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
手
術
が
行
わ
れ
て
か
ら
二
年
後
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
一
月
十
二

日
に
、
当
時
の
文
部
大
臣
で
あ
っ
た
森
有
礼
（
一
八
四
七
～
一
八
八
九
）
が
福
岡
各

校
巡
視
を
行
っ
た
際
に
、
福
岡
医
学
校
の
施
術
場
に
備
え
て
あ
っ
た
子
宮
ア
ル
コ
ー

ル
漬
け
を
熱
心
に
見
学
し
た
、
と
の
こ
と
が
、
同
月
十
四
日
の
「
福
岡
日
日
新
聞
」

に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

施
術
場
に
備
へ
あ
る
国
帝
截
開
術
に
て
昨マ

マ年
施
療
せ
し
中
島
町
幸
田
某
の
妻
か

子
宮
の
ア
ル
コ
ー
ル
漬
を
熟
覧
あ
り
て
、
痛
く
称
讃
さ
れ
、
其
の
母
子
ハ
猶
ほ
無

事
安
穏
な
る
か
と
の
問
ひ
に
、
大
森
医
学
士
は
今
猶
ほ
壮
健
な
り
と
申
さ
れ
し
に
、

同
大
臣
は
斯
く
迄
医
術
の
進
歩
せ
し
ハ
、
実
に
国
家
の
た
め
に
慶
す
可
き
の
至
り

な
り
、
と
深
く
称
讃
さ
れ
し
と
云
ふ
。

森
文
部
大
臣
は
、
国
家
の
た
め
に
慶
賀
す
べ
き
医
学
の
進
歩
を
示
す
も
の
と
し
て
、

こ
の
国
帝
截
開
術
の
成
果
に
対
し
て
賛
辞
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
翌
月
二
月
十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
福
岡
市
春
吉
村
岡
新
地

で
開
催
さ
れ
た
「
第
五
回
九
州
沖
縄
聯
合
共
進
會
」（
博
覧
会
）
に
併
せ
て
、
二
月

二
十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
十
日
間
、
博
多
崇
福
寺
に
お
い
て
「
福
岡
博

物
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
場
の
第
二
区
第
二
室
に
出
品
さ
れ
た

「
病
院
出
品
」
の
「
第
九
号
」
が
、「
國
帝
切
開
術
ノ
際
扶
出
シ
タ
ル
子
宮
及
卵
巢

（
大
瓶
入
）」
で
あ
る
（
明
治
二
十
年
四
月
十
八
日
内
務
省
交
付
「
福
岡
博
物
展
覽
會

物
品
初
編
目
錄
」）。

以
上
の
こ
と
は
、
明
治
十
八
年
に
お
け
る
大
森
・
池
田
両
医
学
士
に
よ
る
帝
王
切

開
手
術
が
、
い
か
に
社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の

と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
森
文
部
大
臣
が
賛
嘆
し
、
福
岡
博
物
展
覧
会
で
衆
目
の
視

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
標
本
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
形
で
保
管
さ
れ
あ
る
い
は
展
示

さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
り
、
現
存
す
る
か
ど
う
か
は

未
確
認
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
1
）『
九
州
大
学
五
十
年
史
・
通
史
』
に
は
「
わ
が
国
で
最
初
と
い
わ
れ
る
帝
王
切
開
手
術
」

と
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
よ
り
前
、
宇
留
野
勝
弥
著
『
医
傑
大
森
先
生
の
生
涯
』（
一
九
六
一
）

の
表
紙
に
は
、
表
題
の
横
に
「
九
州
大
学
創
設
者
」「
帝
王
切
開
の
創
始
者
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
で
は
幕
末
の
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
既
に
帝
王
切
開
手
術
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
古
賀
康
八
郎
氏
は
、「
池
田
陽
一
先
生
に
就
い
て
」

（『
産
科
と
婦
人
科
』
第
二
十
六
巻
第
八
号
、
株
式
会
社 

診
断
と
治
療
社
発
行
、

一
九
五
九
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
斯
く
て
先
生
は
、
本
邦
に
於
け
る

帝
王
切
開
術
の
紹
介
者
と
し
て
自
他
共
に
許
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
に
至
り
図
ら

ず
も
、
嘉
永
五
年
五
月
埼
玉
県
の
伊
古
田
純
道
な
る
人
に
よ
っ
て
同
様
の
手
術
が
行
わ
れ

た
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
医
学
界
を
驚
か
し
た
。
し
か
し
、
本
邦
の
成
功
並
び
に
そ
の
報

告
に
よ
り
以
後
現
今
吾
々
が
日
常
施
行
し
得
る
産
婦
人
科
諸
手
術
々
式
が
発
達
し
来
た
っ

た
事
を
想
う
時
、
本
邦
近
代
医
学
に
お
い
て
帝
王
切
開
術
と
し
て
紹
介
し
た
功
績
は
依
然

先
生
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。」
ま
た
、
松
木
明
知
氏
は
、『
麻
酔
科
学
の
パ
イ
オ
ニ

ア
た
ち
―
麻
酔
科
学
史
研
究
序
説
―
』（
克
誠
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
三
）
所
収
「
本

邦
初
の
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
」
の
中
で
、「
従
来
、
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
は
、
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明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
大
森
、
池
田
が
福
岡
で
施
行
し
た
の
が
最
初
と
言
わ
れ
て

来
た
。
し
か
し
筆
者
の
調
査
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
も
六
年
前
の
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
十
二
月
二
十
五
日
に
横
浜
で
、
二
十
六
歳
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
産
婦
に
対
し

て
外
人
医
師
ホ
ウ
ィ
レ
ル
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
四
人
に
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
の
弟
子
六
角
謙

吉
が
参
加
し
て
施
行
さ
れ
た
の
が
、
本
邦
の
嚆
矢
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

前
掲
『
九
州
大
学
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
で
は
、「
な
お
大
森
と
池
田
は
、
一
八
八
五
年
に

帝
王
切
開
手
術
に
成
功
し
、
福
岡
医
学
校
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
両
新
聞
の
ほ
か
に
、
医
事
新
聞
社
（
東
京
）
発
行
の
「
医
事
新
聞
」
第
百
五
十
八
号

（
明
治
十
八
年
五
月
二
十
五
日
）
に
も
、「
國
帝
切
開
術
」
の
見
出
し
で
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
福
岡
日
日
新
聞
」
の
五
月
六
日
と
同
八
日
の
記
事
を
併
せ
た
内
容

で
あ
る
。
た
だ
、
一
般
紙
で
は
な
く
、
医
事
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
最
初
と

思
わ
れ
る
。

（
3
）
こ
の
雑
誌
に
関
し
て
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
図
書
館
所
蔵
本
を
閲
覧
参
照

し
た
。
な
お
、
当
該
論
文
の
掲
載
誌
は
第
四
十
一
号
で
あ
り
、『
中
外
醫
事
新
報
』
に

「
四
十
号
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
4
）「
夜
食
時
与
先
生
對
坐
談
話
突
然
大
森
教
師
入
來
與
先
生
對
酌
談
語
及
於
先
日
婦
人
治

術
腹
部
切
開
子
宮
摘
出
事
優
笑
高
談
自
心
中
如
在
快
樂
侍
坐
傍
人
予
輩
亦
多
少
不
免
無
感

東
洋
未
曽
有
之
大
治
術
也
先
生
等
相
語
曰
今
度
之
治
術
実
珍
奇
故
速
可
報
西
洋
諸
大
家
矣

我
日
本
国
中
何
及
報
導
乎
哉
其
他
諸
話
至
十
時
大
森
教
諭
乗
人
力
車
帰
宅
」

（
5
）「
今
日
中
嶌
町
緒
田
巻
屋
婦
人
入
院
療
治
此
度
全
癒
以
故
於
東
公
園
官
宅
設
回
起
祝
之

莚
醫
学
校
教
諭
大
森
熊
谷
池
田
齋
藤
並
醫
員
青
木
中
嶌
諸
氏
招
待
」

（
6
）
手
術
か
ら
九
年
近
く
経
つ
が
、
池
田
陽
一
が
『
杏
林
之
栞
』
第
六
巻
第
二
号
及
び
同

第
六
巻
第
三
号
（
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
、
二
月
、
三
月
）
に
寄
稿
し
た
「
ポ
ル

ロ
ー
氏
國
帝
截
開
術
ヲ
施
シ
テ
母
子
共
ニ
安
全
ナ
リ
シ
再
度
ノ
治
驗
」
に
お
い
て
も
、
当

該
手
術
は
「
四
月
二
十
八
日
」
に
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
十
一
月
二
十
三
日
に
、
福
岡
千
代
松
原
の
崇
福
寺
で
執
行
さ
れ
た
「
元

県
立
福
岡
医
学
校
関
係
者
物
故
者
大
追
弔
法
会
」
に
お
い
て
、
同
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た

池
田
陽
一
は
、「
旧
福
岡
医
学
校
及
病
院
教
職
員
の
追
弔
会
に
於
て
」
と
題
し
て
追
憶
所

感
を
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
明
治
十
八
年
四
月
廿
八
日
の
所
謂
國
帝
截
開
術
」
と
述

べ
て
い
る
（『
福
岡
醫
學
校
關
係
物
故
者
追
弔
會
記
事
』、
古
賀
得
四
郎
著
・
発
行
、

一
九
三
三
）。

六　
医
学
校
卒
業
以
後
の
髙
木
磯
太
郎

（
一
）
福
岡
病
院
医
員
の
頃

髙
木
磯
太
郎
は
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
に
福
岡
甲
種
医
学
校
の
最

終
試
験
を
受
け
て
合
格
し
、
卒
業
と
同
時
に
医
師
開
業
免
状
を
取
得
す
る
。
満

二
十
三
歳
の
春
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
福
岡
県
は
福
岡
甲
種
医
学
校
を
こ
の
年
の

三
月
三
十
一
日
に
閉
校
と
し
、
四
月
一
日
に
県
立
福
岡
病
院
を
発
足
さ
せ
る（

1
）。

従
っ
て
、
髙
木
は
福
岡
甲
種
医
学
校
の
最
後
の
卒
業
生
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
年
四
月
十
三
日
の
「
福
岡
日
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
二
日
に
旧
福
岡
医

学
校
医
学
生
二
十
余
名
と
旧
福
岡
薬
学
校
生
徒
に
し
て
卒
業
せ
し
諸
氏
に
対
し
て
、

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
日
、
旧
医
学
校
の
卒
業
生
諸
氏
は
病
院
の

職
員
諸
氏
を
東
公
園
の
一
方
亭
に
招
待
し
饗
応
す
る
。
ま
た
、
そ
の
前
に
卒
業
生
ら

は
十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
福
岡
病
院
で
同
窓
会
を
催
し
、
治
療
の
経
験
等
に
つ
き

相
互
に
研
究
を
行
う
。
そ
し
て
、
十
一
日
に
は
中
洲
共
進
館
で
写
真
師
三
苫
を
雇
い

教
師
と
生
徒
一
同
の
集
合
写
真
の
撮
影
を
行
い
、
そ
の
夜
に
は
東
公
園
の
一
方
亭
に

お
い
て
懇
親
宴
会
を
開
催
し
て
い
る（

2
）。

さ
て
、
新
た
な
病
院
内
に
は
内
科
部
・
外
科
部
・
眼
科
部
・
婦
人
科
産
科
小
児
科

部
の
四
部
が
置
か
れ
る
。
病
院
の
主
要
職
員
は
福
岡
甲
種
医
学
校
時
代
を
ほ
ぼ
継
承

し
た
。
大
森
治
豊
が
病
院
長
兼
外
科
部
長
を
、
熊
谷
玄
旦
が
副
院
長
兼
内
科
部
長
を
、

榎
本
与
七
郎
が
眼
科
部
長
を
、
池
田
陽
一
が
婦
人
科
産
科
小
児
科
部
長
を
そ
れ
ぞ
れ

務
め
る
。
外
科
部
と
内
科
部
と
に
は
副
部
長
が
置
か
れ
た
ほ
か
、
各
部
と
も
医
員
が
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配
置
さ
れ
た
。

髙
木
磯
太
郎
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
九
月
八
日
よ
り
県
立
福
岡
病
院

の
産
科
・
婦
人
科
部
の
医
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
卒
業
後
五
年
半
が
経
過
し
て

い
る
が
、
こ
の
間
の
活
動
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、
唯
一
手
が
か
り
と
な

る
も
の
が
「
髙
木
資
料
」
の
中
に
あ
る
。
二
冊
の
翻
訳
本
の
書
写
で
あ
る
。「
産
科

訓
典
」
と
「
華
氏
産
科
摘
要
」（
巻
上
・
巻
下
）
で
あ
る
。
前
者
は
同
年
四
月
三
日

か
ら
十
二
日
ま
で
に
、
後
者
は
五
月
十
日
ま
で
に
書
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
書
写
が

な
さ
れ
た
場
所
と
し
て
、
前
者
に
は
「
圖
新
堂　
髙
木
庫
」
と
あ
り
、
後
者
に
は

「
恩
師
池
田
陽
一
先
生
方
寄
寓
中
於
北
窓
之
下
執
筆
」
と
あ
る
。
後
者
か
ら
分
か
る

の
は
、
当
時
彼
は
池
田
陽
一
宅
に
寄
寓
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
書

は
産
科
学
の
専
門
書
の
翻
訳
本
で
あ
り
、
福
岡
病
院
の
医
員
に
な
る
前
に
池
田
陽
一

の
も
と
で
産
科
・
婦
人
科
学
の
研
修
に
励
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
福
岡
県
の
医
師
団
体
で
あ
る
「
玄

洋
医
会
」
が
発
足
す
る
。
医
師
の
権
利
と
義
務
と
に
関
わ
る
医
師
会
組
織
と
学
理
と

実
験
と
の
研
究
を
目
的
と
し
た
学
会
組
織
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
兼
ね
た
も
の
で

あ
っ
た
。
六
月
十
八
日
に
は
機
関
誌
で
あ
る
『
杏
林
之
栞
』（
以
下
、
本
節
で
は
「
同

誌
」
と
略
称
す
る
）
を
創
刊
す
る（

3
）。
会
の
本
部
は
県
立
福
岡
病
院
内
に
、
支
部

は
福
岡
市
始
め
県
下
二
十
市
郡
に
置
か
れ
た
。
会
員
は
福
岡
県
居
住
の
医
師
を
正
会

員
と
し
た
。
同
年
十
月
三
十
一
日
発
行
の
同
誌
第
一
巻
第
四
号
掲
載
の
「
会
員
動

静
」
欄
に
、「
入
会
者｣

の
一
人
と
し
て
「
御
笠
郡　
高
木
磯
太
郎
」
と
見
え
る
。

卒
業
後
二
年
目
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
執
筆
者
と
し
て
同
誌
に
登
場
す
る
の
は
、
五
年

後
の
同
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
一
月
刊
行
の
第
六
巻
第
一

号
に
「
第
四
回
、
五
十
回
卵
巢
嚢
腫
實
驗
」
と
い
う
報
告
を
寄
稿
す
る
。
続
い
て
二

月
か
ら
五
月
、
七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
同
巻
第
二
号
か
ら
第
五
号
、
第
七
号
か

ら
第
十
号
に
、「
第
四
回
、
五
十
回
卵
巢
嚢
腫
截
除
術
實
驗
」
と
い
う
標
題
で
連
載

さ
れ
る
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、
髙
木
磯
太
郎
は
同
巻
第
一
号
に
次
の
よ
う
な
前
書

き
を
記
し
て
い
る
（
句
読
点
や
カ
ギ
括
弧
は
筆
者
）。

我
福
岡
病
院
ニ
於
テ
大
森
博
士
、
池
田
博
士
ノ
施
行
セ
ル
卵
巢
嚢
腫
截
除
術
ノ

報
告
百
五
十
回
ハ
、
載
セ
テ
『
杏
林
之
栞
』
第
五
巻
第
七
号
迄
ニ
ア
リ
。
爾
来
該

手
術
ヲ
行
フ
コ
ト
、
又
已
ニ
五
十
回
ニ
垂
ン
ト
ス
。
依
テ
完
全
ノ
報
告
ハ
術
者
他

日
ノ
報
告
ニ
譲
リ
、
茲
ニ
ハ
術
者
ノ
許
可
ヲ
得
テ
、
假
リ
ニ
第
四
回
、
五
十
回
卵

巢
嚢
腫
實
驗
ト
題
シ
、
前
番
號
ヲ
繼
續
シ
テ
逐
次
其
梗
概
ヲ
掲
載
シ
、
以
テ
會
員

諸
君
ノ
一
閲
ニ
供
セ
ン
ト
欲
ス
。

以
上
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
経
緯
を
も
と
に
し
て
、
関
連
報
告
文
を
以
下
に
列
記
す
る
。

第
二
巻
第
六
号
（
一
八
九
〇
、七
）

	

「
五
十
回
卵
巢
手
術
實
驗
」
大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
報
、
澤
邊
祐
尚
訳

第
二
巻
第
七
号
（
一
八
九
〇
、八
）

	

「
卵
巢
嚢
腫
五
十
件
ノ
報
告
（
承
前
）」
同
上

第
二
巻
第
八
号
（
一
八
九
〇
、九
）

	

「
卵
巢
嚢
腫
手
術
五
十
件
ノ
報
告
（
承
前
）」

	

大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
報
、
岡
田
和
一
郞
訳

第
二
巻
第
九
号
（
一
八
九
〇
、一
〇
）

	

「
第
二
、五
十
回
卵
巢
嚢
腫
實
驗
」
樋
口
宗
次
郞

第
二
巻
第
十
号
（
一
八
九
〇
、一
一
）

	

「
第
二 

五
十
回
卵
巢
腫
瘍
實
驗
（
前
号
ノ
続
）」
樋
口
宗
次
郞

第
三
巻
第
十
号
（
一
八
九
一
、一
二
）

	
「
第
二
、五
十
回
卵
巢
腫
瘍
實
驗
」
池
田
陽
一
閲
、
岩
永
左
右
一
稿

第
四
巻
第
三
号
（
一
八
九
二
、三
）

	

「
第
二
ノ
五
十
回
卵
巢
嚢
腫
實
驗
」
同
上
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第
四
巻
第
十
一
号
（
一
八
九
二
、一
二
）

	

「
第
二
、五
十
回
卵
巢
嚢
腫
實
驗
」
東
原
新
稿

第
五
巻
第
五
号
（
一
八
九
三
、五
）

	
「
百
回
卵
巢
嚢
腫
截
除
術
報
告
（
續
）」
大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
共
述

第
五
巻
第
六
号
（
一
八
九
三
、六
）

	

「
百
回
卵
巢
嚢
腫
截
除
術
第
二
報
告
（
續
）」
同
上

第
五
巻
第
七
号
（
一
八
九
三
、七
）

	

「
百
回
卵
巢
嚢
腫
截
除
術
第
二
報
告
（
續
）」
同
上

第
六
巻
第
一
号
（
一
八
九
四
、一
）

	

「
第
四
回
、
五
十
回
卵
巢
嚢
腫
實
驗
」
高
木
磯
太
郎
記

第
二
巻
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
森
・
池
田
両
医
学
士
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ

の
報
告
は
そ
の
年
の
一
月
に
『
伯
林
毎
週
医
報
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

実
は
三
年
前
（
一
八
八
七
）
に
郵
送
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
年
五
月
か
ら

一
八
八
七
年
の
始
め
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
両
人
が
施
行
し
た
腹
壁
切
開
術
は
七
十

回
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
五
十
回
は
卵
巣
疾
病
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
号

に
わ
た
る
報
告
は
、
そ
の
五
十
回
の
卵
巣
手
術
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
寄
稿
し
た

ド
イ
ツ
語
文
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
一
連
の
報
告
の
う
ち
、
執

筆
を
行
っ
た
樋
口
宗
次
郞
、
岩
永
左
右
一
、
東
原
新
の
諸
氏
、
並
び
に
髙
木
を
含
め

た
四
人
は
、
い
ず
れ
も
福
岡
病
院
の
医
員
（
産
科
・
婦
人
科
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
任
期
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

4
）。

樋
口
宗
次
郞	

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
四
月
～
二
十
三
年
十
月

岩
永
左
右
一	

明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
四
月
～
同
年
七
月

東
原　
　
新	

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
七
月
～
同
二
十
九
年
九
月

髙
木
磯
太
郎	

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
九
月
～
同
二
十
八
年
六
月

つ
ま
り
、
福
岡
病
院
で
実
施
さ
れ
た
「
卵
巣
嚢
腫
截
除
術
」
に
つ
い
て
の
報
告
は
、

術
者
で
あ
る
大
森
治
豊
と
池
田
陽
一
と
の
共
述
に
続
い
て
、
産
科
・
婦
人
科
の
医
員

が
術
者
の
許
可
を
得
て
、
順
次
報
告
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ

ろ
で
、
髙
木
磯
太
郎
の
報
告
は
第
六
巻
第
一
号
（
一
月
）
か
ら
同
巻
第
十
号
（
十

月
）
ま
で
連
載
さ
れ
る
が
、
同
巻
第
六
号
（
六
月
）
だ
け
に
は
こ
の
連
載
は
な
く
、

彼
自
身
に
よ
る
別
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
代
償
性
膀
胱
出
血
ノ
一
例
」
と

い
う
報
告
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
標
題
の
次
行
の
「
高
木
磯
太
郎
述
」
の
上
部

に
、「
福
岡
病
院
婦
人
科
池
田
醫
學
士
ノ
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
ニ
於
テ
」
と
わ
ざ
わ
ざ

記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
か
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
ヶ
月
後
、
同
誌
の
第
六
巻
第
九
号
（
九
月
）
の
「
雜
報
」
に
は
、「
池
田
醫
學

士
の
送
別
會
及
同
學
士
の
閲
歴
事
業
」
と
い
う
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
池
田
陽
一

（
一
八
五
八
～
一
九
三
七
）
は
佐
賀
藩
医
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
東
京
外
国
語
学
校

で
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
た
の
ち
東
大
医
学
部
に
進
み
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年

五
月
に
卒
業
し
て
、
同
年
十
二
月
に
福
岡
医
学
校
一
等
教
諭
に
な
る
。
同
二
十
一
年

四
月
か
ら
、
県
立
福
岡
病
院
の
婦
人
科
産
科
小
児
科
部
長
を
務
め
る
。
そ
の
間
、
明

治
十
八
年
に
、
大
森
治
豊
と
共
に
帝
王
切
開
手
術
に
成
功
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。
池
田
は
か
ね
て
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
を
切
望
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
資
金

作
り
を
兼
ね
て
、
郷
里
の
佐
賀
で
私
立
病
院
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
九
月
十
五
日
に
集
成
舘
で
開
催
さ
れ
た
送
別
会
に
は
、

各
界
の
知
名
士
な
ど
一
二
〇
余
名
が
参
集
し
、
発
起
人
総
代
に
は
福
岡
市
長
磯
野
七

平
が
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
四
日
に
は
、
佐
賀
市
水
ヶ
江
町
で

「
池
田
私
立
病
院
」
の
開
院
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る（

5
）。

つ
ま
り
、『
杏
林
之
栞
』
第
六
巻
第
六
号
に
「
代
償
性
膀
胱
出
血
ノ
一
例
」
が
掲

載
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
池
田
陽
一
は
ま
も
な
く
福
岡
病
院
を
去
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
髙
木
磯
太
郎
は
初
め
て
個
人
に
よ
る
報
告
文
を
投
稿
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

長
年
に
わ
た
る
池
田
の
学
恩
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
と
共
に
惜
別
の
情
を
も
っ
て
、
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「
福
岡
病
院
婦
人
科
池
田
醫
學
士
ノ
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
ニ
於
テ
」
と
記
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
池
田
陽
一
は
、
福
岡
医
学
校
、
福
岡
甲
種
医
学
校
、
福
岡
病
院
で

の
十
年
以
上
に
わ
た
る
数
々
の
業
績
を
携
え
て
、
自
ら
開
設
し
た
佐
賀
の
私
立
病
院

に
移
る
。
そ
し
て
、
髙
木
磯
太
郎
も
翌
年
福
岡
病
院
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
翌
年
六

月
三
十
日
発
行
の
同
誌
第
七
巻
第
六
号
の
「
雜
報
」
欄
に
、「
婦
人
科
醫
員
の
交
迭
」

と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
文
章
が
載
っ
て
い
る
。

前
醫
員
高
木
磯
太
郎
氏
ハ
先
き
に
本
院
を
辭
し
て
自
宅
開
業
せ
ら
る
る
を
以
て

職
員
一
同
よ
り
は
送
別
の
宴
を
福
村
樓
に
開
き
た
り
し
が
其
後
任
と
し
て
は
第
五

高
等
學
校
醫
學
部
卒
業
生
八
木
猛
雄
氏
近
日
赴
任
し
た
り

「
県
立
福
岡
病
院
医
員
等
名
簿
」
に
よ
れ
ば
、
八
木
猛
雄
氏
の
着
任
は
同
年
六
月

二
十
日
付
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
髙
木
の
辞
任
は
五
月
末
か
あ
る
い
は
六
月
初
め

頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
誌
「
雑
報
」
記
事
に
よ
れ
ば
、
辞
任
の
理
由
は
「
自

宅
開
業
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
は
結
婚
し
て
家
庭

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
池
田
が
福
岡
病
院
を
去
っ
た
明
治
二
十
七
年
の
六
月

二
十
一
日
に
、
宮
本
茂
任
（
竹
墩
）
が
享
年
七
十
四
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
髙
木
磯

太
郎
に
と
っ
て
、
そ
の
存
在
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
開
業
と
家
族

「
髙
木
資
料
」
所
収
の
講
義
ノ
ー
ト
の
中
に
、
特
異
な
一
冊
が
あ
る
。
表
紙
に
は
、

『
岡
部
先
生
口
授 

新
式
男
女
禮
法
畧
記
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
講
義
ノ
ー

ト
は
、『
内
科
通
論
』、『
産
科
学
』、『
診
断
学
』
の
よ
う
に
す
べ
て
医
学
に
関
す
る

内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
一
冊
は
男
女
の
婚
礼
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
本
文
に
は
、

標
題
と
し
て
「
新
式
男
女
禮
法
手
續
覺
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
句

読
点
は
筆
者
）。

夫
レ
禮
ハ
敬
ヲ
以
テ
本
ト
ナ
ス
。
故
ニ
人
生
一
日
モ
不
可
缺
ノ
者
ハ
禮
ニ
在
リ
。

茲
ヲ
以
テ
畏
ク
モ
明
治
ノ
聖
天
子
陛
下
、
国
会
開
設
前
、
明
治
二
十
有
二
年
ノ
春
、

御
内
諭
ア
リ
テ
、
宮
内
省
及
内
務
省
文
部
省
ノ
三
省
ニ
懇
々
タ
ル
仰
セ
在
リ
タ
リ
。

故
ニ
此
三
省
モ
、
聖
諭
ノ
有
リ
難
キ
ヲ
深
ク
感
銘
シ
テ
、
先
ツ
諸
禮
ノ
主
、
小
笠

原
及
武
田
邉
見
ノ
諸
禮
家
相
議
シ
テ
、
左
ノ
新
式
ノ
禮
法
ヲ
、
先
ツ
東
京
府
女
子

華
族
學
校
ニ
教
授
シ
タ
ル
ニ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
共
ニ
、
叡
感
斜
ナ
ラ
ズ
、
之
ヲ

順
次
皇
國
一
般
ニ
瀰
及
セ
ン
ト
ノ
仰
セ
モ
之
レ
有
リ
タ
リ
。

以
下
、
二
十
二
箇
条
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
四
条
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

一　
結
婚
式　
雄
蝶
雌
蝶
折
リ
様
結
附
ケ
并
ニ
舞
様
ノ
コ
ト

一　
婿
嫁
并
ニ
媒
酌
人
土
器
戴
キ
様
、
且
ツ
媒
酌
人
婿
嫁
ニ
進
メ
様
ノ
コ
ト

一　
三
々
九
度
三
枚
ノ
杯
夫
レ
ソ
レ
配
置
ノ
コ
ト

一　
御
酒
土
器
飲
ミ
様
受
取
ノ
コ
ト

こ
の
よ
う
に
婚
礼
の
礼
儀
作
法
に
関
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
結
び
に
髙

木
磯
太
郎
本
人
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

以
上
明
治
三
十
一
年
旧
五
月
廿
九
日
ヨ
リ
六
月
七
日
迄
自
宅
ニ
於
テ
巡
回
教
師

岡
部
千
仞
先
生
ニ
従
ヒ
傳
習　
　
髙
木
磯
太
郎　
記
之

自
宅
と
い
う
の
は
牛
頸
の
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
岡
部
千
仞
（
一
八
四
二
～

一
九
〇
八
、
字
は
子
寓
）
は
、
福
岡
藩
士
で
昌
平
黌
に
学
び
、
帰
藩
後
に
藩
校
修
猷
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館
教
授
と
な
る
。
明
治
十
七
年
に
山
梨
県
市
川
大
門
町
に
修
斉
学
舎
を
開
き
、
門
人

を
教
え
る
。
古
礼
法
を
修
め
、
岡
部
式
礼
法
と
称
し
た（

6
）。
十
日
ほ
ど
磯
太
郎
の

家
で
講
習
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
講
習
内
容
の
全
体
に
つ
い
て
は
不
詳
だ

が
、
少
な
く
と
も
こ
の
記
録
は
婚
礼
に
関
す
る
礼
法
に
限
ら
れ
て
お
り
、
最
後
に

「
嫁
入
ノ
節
御
茶
ノ
配
置
法
心
得
」
が
図
入
り
で
附
さ
れ
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
婚
礼
に
関
す
る
こ
の
新
式
礼
法
の
講
義
は
、
磯
太
郎

自
身
の
必
要
に
応
じ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
自

身
の
結
婚
が
控
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
磯
太
郎
が
結
婚
の
式
を
挙
げ
た
時
期
は

定
か
で
な
い
が
、
妻
は
既
に
見
た
よ
う
に
竹
田
謙
窓
の
二
女
ア
グ
リ
で
あ
る
。
謙
窓

は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
の
娘
の
晴
れ

姿
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
翌
年
明
治
三
十
二

（
一
八
九
九
）年
三
月
二
十
一
日
に
二
人
の
長
男
幹
夫
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
磯
太
郎
は
佐
賀
の
池
田
産
科
婦
人
科
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
前
掲
の
『
杏
林
之
栞
』
第
十
巻
第
十
二
号
附
録
（
明
治
三
十
一
年
十
二
月
）
所

載
の
会
員
住
所
に
は
「
筑
紫
郡
大
野
村
大
字
牛
頸
」
と
あ
る
が
、
翌
年
の
第
十
一
巻

第
十
二
号
附
録
（
同
三
十
二
年
十
二
月
）
及
び
第
十
二
巻
第
十
号
附
録
（
明
治

三
十
三
年
十
一
月
）
に
は
、「
佐
賀
市
池
田
病
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分

か
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
第
十
三
巻
第
十
二
号
附
録
（
同
三
十
四
年
十
二
月
）
に
は
、

ま
た
「
筑
紫
郡
大
野
村
大
字
牛
頸
」
に
戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
の
第

十
四
巻
第
七
号
附
録
（
同
三
十
五
年
十
二
月
）
に
は
、「
筑
紫
郡
二
日
市
町
湯
町
」

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
見
る
と
、
磯
太
郎
は
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
同
三
十
四

（
一
九
〇
一
）
年
ま
で
、
二
年
間
ほ
ど
佐
賀
の
池
田
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
院
長
で
あ
る
池
田
陽
一
が
、
念
願
の
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
し
て
い
た
時
期

で
あ
る（

7
）。
そ
し
て
、
同
年
に
牛
頸
に
戻
り
、
翌
年
に
は
二
日
市
町
に
居
住
し
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
人
の
人
物
を
登
場
さ
せ
て
お
き
た
い
。
磯
太
郎
の
妻
と
な
っ
た
ア
グ

リ
の
す
ぐ
下
の
弟
、
す
な
わ
ち
竹
田
謙
窓
を
継
い
で
竹
田
家
の
第
十
代
当
主
と
な
っ

た
竹
田
修
吉
（
字
は
子
来
、
号
は
定
修
、
一
八
七
三
～
一
九
四
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。

修
吉
に
関
し
て
は
、
本
稿
「
牛
頸
の
環
境
」
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
触
れ
た
が
、
彼
は

多
く
の
自
筆
文
書
を
残
し
て
お
り
、
中
で
も
次
の
よ
う
な
年
譜
や
日
記
類
が
大
野
城

市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
数
字
は
同
文
庫
の
資
料
番
号
）。

三
六
一
五
「
謙
窓
年
譜
幷
行
状
」（
竹
田
修
吉
、
昭
和
五
年
一
月
序
）

三
六
二
四
「
年
譜
（
定
修
年
譜
）」（
竹
田
修
吉
、
明
治
四
十
二
年
七
月
序
）

四
〇
〇
九
「
竹
林
日
誌
」（
竹
田
修
吉
、
明
治
三
十
四
年
）

四
〇
一
〇
「
定
修
日
記
」（
竹
田
修
吉
、
大
正
元
年
～
同
十
五
年
）

四
〇
一
二
「
定
修
日
記
」（
竹
田
修
吉
、
昭
和
八
年
～
同
十
七
年
）

修
吉
は
磯
太
郎
よ
り
八
歳
年
下
で
あ
っ
た
が
、
義
兄
弟
と
し
て
生
涯
親
し
く
交

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
年
譜
や
日
記
に
は
し
ば
し
ば
「
髙
木
兄
」
の
名
前
が
登

場
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
磯
太
郎
の
後
半
生
が
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
く

る
。
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
の
「
竹
林
日
誌
」
に
は
、
一
月
一
日
の
条
に

「
佐
賀
池
田
病
院
ヨ
リ
髙
木
磯
太
郎
氏
」
の
年
賀
状
が
到
来
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
が
四
月
一
日
の
条
に
見
え
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

髙
木
兄
帰
宅
之
事
ニ
付
、
両
三
日
自
分
出
佐
ノ
處
、
池
田
先
生
モ
無
異
議
耳
仰

ラ
レ
タ
ル
由
。
是
ニ
就
キ
テ
皈
（
帰
）
村
後
ノ
出
張
所
ノ
事
等
、
区
長
ヘ
□

（
不
明
）方
依

頼
シ
来
ル
。

こ
れ
は
、
佐
賀
の
池
田
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
磯
太
郎
が
牛
頸
に
帰
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
池
田
陽
一
先
生
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
異
論
が
な
い
と
い
う
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こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
帰
村
後
の
出
張
所
（
診
療
所
）（8
）
の
こ
と
に
つ
い
て
区
長

に
相
談
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
正
月
に
ド
イ
ツ

か
ら
帰
国
し
て
い
た
池
田
は
福
岡
甲
種
医
学
校
や
福
岡
病
院
時
代
の
愛
弟
子
で
あ
っ

た
髙
木
の
こ
と
を
常
に
気
に
か
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
三
十
五
年
の
「
竹
林
日
誌
」
の
二
月
七
日
の
条
に
は
、「
髙
木
氏
博
多
へ
開
業

ニ
付
、
其
関
係
を
以
て
村
寄
を
な
す
。
自
分
は
髙
木
氏
帰
宅
せ
し
や
否
や
視
候
す
。

兄
は
四
時
頃
帰
宅
。
今
□

（
不
明
）福
岡
氏
昨
日
依
頼
の
湯
町
返
事
を
申
し
来
る
。」
と
あ
る
。

事
情
は
少
し
複
雑
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
と
も
か
く
こ
の
年
に
磯
太
郎
は
二
日
市
町

湯
町
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年

の
十
一
月
十
三
日
に
、
元
福
岡
医
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
柘
植
宗
一
が
逝
去
し
て
い
る
。

さ
て
、
同
四
十
年
に
、「
同
業
相
互
ノ
連
絡
ヲ
謀
リ
徳
義
ヲ
涵
養
ス
ル
コ
ト
」、

「
医
事
衛
生
ノ
進
歩
発
展
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
」、「
学
術
ヲ
研
鑽
シ
知
識
ヲ
交
換
ス
ル
コ

ト
」
を
目
的
と
し
て
、
筑
紫
郡
医
師
会
が
設
立
認
可
さ
れ
、
磯
太
郎
は
そ
の
会
員
と

な
る
。
同
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
十
四
日
に
筑
紫
郡
会
議
所
で
開
催
さ
れ
た

医
師
会
主
催
の
学
術
講
演
会
に
お
い
て
、「
屍
体
解
剖
所
見
に
就
て
」
と
い
う
演
題

で
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
か
ら
翌
年
一
月
ま

で
は
理
事
を
務
め
て
い
る（

9
）。
そ
の
筑
紫
郡
医
師
会
、
今
日
の
一
般
社
団
法
人
筑

紫
医
師
会
が
所
蔵
す
る
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
頃
の
資
料
「
会
員
中
自
カ
ラ
医

院
ヲ
経
営
ス
ル
モ
ノ
」
の
中
に
、「
二
日
市
町
四
一
七
」（
現
福
岡
県
筑
紫
野
市
）
の

「
髙
木
磯
太
郎
」
の
経
営
す
る
「
髙
木
産
婦
人
科
医
院
・
病
床
数
二
」
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
末
頃
ま
で
、
水
城
村
大
佐
野
（
現
福

岡
県
太
宰
府
市
大
佐
野
）
に
出
張
所
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
資
料
も
残
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
県
立
福
岡
病
院
の
医
員
を
辞
任
し
て
以
降
の
髙
木
磯
太
郎
の
歩
み
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
医
員
辞
任
は
「
自
宅
開
業
」
の
た
め
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
牛
頸
の
自
宅
を
診
療
所
と
し
て
医
療
活
動
を
行
い
、
途
中
で

佐
賀
の
池
田
産
科
婦
人
科
病
院
に
勤
務
す
る
。
二
年
ほ
ど
経
っ
て
郷
里
に
戻
る
が
、

そ
の
後
、
博
多
や
大
佐
野
で
も
出
張
所
を
持
ち
、
最
終
的
に
は
二
日
市
町
紫
で
髙
木

産
婦
人
科
医
院
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
家
庭
的
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
長
男
幹
夫
は
福
岡
の
中
学
修
猷
館
を
卒

業
し
た
後
、
第
一
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
へ
と
進
み
、
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
に
東
大
法
学
部
英
法
科
を
卒
業
し
、
東
京
海
上
火
災
保
険
に
入
社

す
る
。
そ
し
て
、
見
学
（
研
修
）
の
た
め
英
国
へ
留
学
を
す
る
。
三
年
間
の
留
学
を

経
て
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
三
日
に
帰
国
す
る
が
、
た
ま
た
ま
東
京
出
張

中
の
竹
田
修
吉
が
横
浜
港
で
出
迎
え
た
、
と
前
掲
「
年
譜
」
の
中
に
記
し
て
い
る
。

幹
夫
は
第
一
生
命
保
険
社
長
（
創
業
者
）
の
矢
野
恒
太（

10
）
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、

そ
の
二
女
と
結
婚
し
、
同
五
年
二
月
に
は
長
男
正
幹
が
誕
生
す
る
。
そ
の
年
に

六
十
五
歳
を
迎
え
る
磯
太
郎
に
と
っ
て
は
初
孫
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年
に
磯

太
郎
は
東
京
へ
の
転
居
を
決
め
、
筑
紫
郡
医
師
会
に
退
会
届
を
提
出
し
て
い
る（

11
）。

（
三
）
晩
年

髙
木
磯
太
郎
・
ア
グ
リ
夫
妻
は
、
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
福
岡
の
地
を
離
れ
、

東
京
府
荏
原
郡
東
調
布
町
田
園
調
布
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
特
別
の
感
慨
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
半
年
も
経
た
な
い
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
四
月
に
、
磯
太
郎
は
妻
を

伴
っ
て
郷
里
へ
墓
参
の
旅
に
出
る
。
観
光
旁
々
各
地
の
親
戚
を
訪
問
し
た
夫
妻
は
、

二
ヶ
月
近
く
に
も
及
ぶ
長
旅
を
終
え
て
東
京
に
戻
る
。
磯
太
郎
は
こ
れ
を
機
会
に
親

戚
家
族
の
名
簿
を
作
る
こ
と
に
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
名
簿
を
八
月
上
旬
に
各
家
族

へ
送
付
す
る
。
表
紙
に
は
「
親
戚
家
族
名
簿
」
と
の
み
記
さ
れ
、
始
め
に
「
親
戚
家

族
名
簿
調
製
に
就
て
」
と
い
う
文
章
が
綴
ら
れ
て
い
る
。「
髙
木
資
料
」
所
収
の

「
雜
記
載
録
」
以
外
に
磯
太
郎
自
身
の
考
え
を
述
べ
た
文
章
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

こ
の
一
文
は
そ
の
年
六
十
六
歳
と
な
る
磯
太
郎
の
心
境
を
よ
く
表
す
と
共
に
、
彼
の
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漢
語
力
の
高
さ
を
も
示
し
て
い
る
の
で
、
全
文
を
以
下
に
そ
の
ま
ま
掲
げ
る
（
原
文

は
漢
文
訓
読
調
で
漢
語
が
多
く
、
句
読
点
も
な
い
が
、
訓
読
の
便
の
た
め
句
読
点
を

施
し
、適
宜
読
み
仮
名
を
振
っ
た
。（
上
略
）（
中
略
）（
下
略
）「
モ
ッ
ト
ー
」「
チ
ャ

ン
ス
」
な
ど
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
）。

親
戚
家
族
名
簿
調
製
に
就
て

　
熟つ

ら
つら
考
ふ
る
に
、
方
今
、
人
文
日
に
進
み
月
に
闡ひ
ら
き
、
國
家
の
為た

め
慶
賀
に
堪た

へ
ず
と
雖い
え
ども
、
動や
や
も
す
れ
ば
思
想
悪
化
、
萬
代
不
易
の
神
聖
な
る
我
が
國
体
に
動

揺
を
来
さ
ん
と
す
る
傾
向
あ
り
。
豈あ

に
惻そ
く
ぜ
ん然
と
し
て
深
淵
薄
氷
の
感
な
き
を
得
ざ
ら

ん
や
。

茲こ
の
と
き時
に
膺あ
た
り
吾ご

人じ
ん
の
最
も
心
す
べ
き
は
何
ぞ
や
。
畏か
し
こく
も

明
治
大
帝
の
勅
語
、（
上
略
）
我
が
臣
民
、
克よ

く
忠
に
克
く
孝
に
、
億
兆
心
を

一
に
し
て
、（
中
略
）
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦
相
和
し
、
朋
友
相
信

じ
（
下
略
）
の
金
科
玉
條
を
「
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て
、
益

ま
す
ま
す國
運
の
隆
盛
、
家
福
の

伸し
ん
ち
ょ
う
暢
を
企
図
す
る
に
在あ

り
と
信
ず
。
予
本
年
四
月
中
旬
よ
り
六
月
上
旬
ま
で
、
九

州
筑
紫
野
の
故
郷
に
展
墓
の
為
め
、
糟そ

う
こ
う糠
の
妻
と
同
伴
、
旅
行
の
序つ
い
でを
以
て
、
神

社
佛
閣
名
称
古
蹟
観
光
旁

か
た
が
た各
地
離
居
の
親
戚
を
訪
問
し
、
予わ
れ
等ら

六
組
の
兄
弟
姉
妹

夫
婦
相
共
に
健
在
、
其そ

の
子
孫
は
彌い
や
榮さ
か
へ
に
榮
へ
つ
つ
あ
る
に
親
し
く
面
接
す
る
を

得
、
誠
に
愉ゆ

々
快か
い
々
の
極
め
な
り
。
故
に
予
は
此
「
チ
ヤ
ン
ス
」
を
期
と
し
、
親

戚
家
族
名
簿
を
調
製
し
て
、
関
係
各
家
に
配
布
し
、
予
が
這し

ゃ
は
ん般
旅
行
の
紀
念
と
せ

ん
事
を
提
議
せ
し
に
、
幸
に
其
微び

衷ち
ゅ
うを
賛
同
せ
ら
れ
各
家
族
名
簿
を
送
致
せ
ら
れ

た
る
を
以
て
、
茲こ

こ
に
之こ
れ
を
綜
合
し
て
一
覧
に
便
な
ら
し
め
、
更
に
返
送
す
る
事
と

せ
り
。
希ね

が
わく
は
之
を
利
用
し
て
雲
山
萬
里
、
隔
居
疎
遠
の
消
息
を
窺き

ち知
せ
ら
れ
、

益ま
す
ま
す和
合
輯し
ゅ
う
ぼ
く睦圓
満
交
情
の
資
と
な
し
、
國
家
の
為
め
自
重
せ
ら
れ
ん
事
を
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
附
記

各
家
庭
に
於
け
る
人
員
の
増
減
及
び
住
所
變
更
等
の
際
は
、
其
都
度
相
互

通
信
の
勞
を
執
ら
れ
、
而し
か
し
て
名
簿
中
に
記
入
を
乞こ

う
。

昭
和
六
年
八
月
上じ

ょ
う
か
ん浣　
　
　
　
　
　
　
　
高 

木 

磯 

太 

郎 

誌

こ
の
名
簿
は
、
大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
三
七
七
一
「
親
戚
家
族
名
簿
」

で
あ
り
、
竹
田
修
吉
宛
に
送
ら
れ
て
き
て
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
紙

に
は
筆
者
名
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
竹
田
家
と
髙
木
磯
太
郎
と
の
密
接
な
関

係
を
証
明
す
る
大
切
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
名
簿
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
竹
田

猗
（
謙
窓
）
の
六
人
の
子
、
二
男
四
女
と
そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶
者
及
び
そ
の
子
や
孫
の

名
前
と
年
齢
や
住
所
な
ど
で
あ
る（

12
）。
磯
太
郎
が
妻
の
兄
弟
姉
妹
と
は
言
え
、
竹

田
家
に
つ
な
が
る
人
々
と
の
和
合
円
満
を
い
か
に
大
切
に
し
て
い
た
か
が
分
か
る
逸

話
で
あ
る
。

翌
年
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
一
月
二
十
三
日
に
福
岡
市
崇
福
寺
で
開
催
さ

れ
た
「
福
岡
医
学
校
関
係
物
故
者
追
弔
会
」
に
出
席
す
る（

13
）。
そ
し
て
、「
親
戚

家
族
名
簿
」
を
送
付
し
て
か
ら
三
年
後
、
同
九
（
一
九
三
四
）
年
八
月
三
十
一
日
に

糟
糠
の
妻
ア
グ
リ
が
病
没
す
る
。
享
年
六
十
四
で
あ
っ
た
。
前
後
の
こ
と
を
詳
細
に

記
録
し
て
い
る
義
弟
修
吉
の
「
定
修
日
誌
」（
昭
和
九
年
度
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
遺

骨
は
多
磨
墓
地
（
現
多
磨
霊
園
）
に
埋
葬
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
、
磯
太
郎

は
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

同
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
八
日
に
は
、
最
大
の
恩
師
で
あ
っ
た
池
田
陽
一
が

享
年
八
十
で
逝
去
す
る
。
同
十
七
年
十
二
月
、
磯
太
郎
の
喜
寿
の
お
祝
い
に
修
吉
が

画
幅
（
掛
軸
）
を
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
の
磯
太
郎
か
ら
礼
状
が
来
た
、
と
「
定

修
日
誌
」（
昭
和
十
七
年
度
）
の
十
二
月
十
九
日
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
残
さ
れ
て

い
る
「
定
修
日
誌
」
も
こ
の
あ
た
り
ま
で
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
に
磯
太
郎
の
義
弟

竹
田
修
吉
が
享
年
七
十
三
で
病
没
す
る
。
髙
木
磯
太
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
が
い
つ

だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
墓
所
は
お
そ
ら
く
ア
グ
リ
が
埋
葬
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
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同
じ
多
磨
墓
地
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
註
〕

（
1
）
県
立
福
岡
病
院
に
つ
い
て
は
、『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
1
巻
：
通
史
篇
Ⅰ
・
第
1
編

「
第
1
章 
賛
生
館
か
ら
県
立
病
院
へ
」
を
参
照
し
た
。

（
2
）
こ
の
日
の
集
合
写
真
は
、『
九
州
大
学
百
年
史
写
真
集
』（
九
州
大
学
大
学
文
書
館
編
集
、

二
〇
一
一
）
第
1
章
（
五
頁
）
に
、「
福
岡
医
学
校
最
後
の
卒
業
生
と
教
師
た
ち
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
附
録
資
料
（
5
）
写
真
を
参
照
。

（
3
）
玄
洋
医
会
及
び
『
杏
林
之
栞
』
に
つ
い
て
は
、『
九
州
大
学
大
学
史
料
叢
書
』
第
十
三

輯
～
第
十
六
輯
（
九
州
大
学
大
学
史
料
室
、
二
〇
〇
五~

二
〇
〇
八
）
を
参
照
し
た
。

（
4
）『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
1
巻
・
第
1
編
・
第
1
章
所
載
「
県
立
福
岡
病
院
医
員
等
名

簿
」（
福
岡
県
共
同
公
文
書
館
所
蔵
『
辞
令
原
簿
』
に
よ
る
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
樋
口

宗
次
郞
氏
（
同
名
簿
で
は
「
惣
次
郞
」
と
あ
る
）
と
岩
永
左
右
一
氏
と
に
つ
い
て
は
、
同

名
簿
で
は
「
所
属
不
明
」
欄
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
産
科
・
婦
人
科
」
の
医
員
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
同
誌
の
第
六
巻
第
十
一
号
（
十
一
月
）
の
「
雜
報
」
に
は
、「
池
田
病
院
開
院
式
の
景

況
」、「
池
田
病
院
の
構
造
」、「
池
田
病
院
の
盛
運
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
四
日
正
午
か
ら
佐
賀
市
水
ヶ
江
町
で
開
院
式
が
挙
行
さ
れ
る
。

門
柱
に
は
「
池
田
私
立
病
院
」
の
標
札
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
、
と
あ
る
。

（
6
）
岡
部
千
仞
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
大
門
町
の
『
市
川
大
門
町
誌
』（
市

川
大
門
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
六
七
）、
山
梨
県
西
八
代
郡
三
珠
町
の
『
三
珠
町
誌
』

（
三
珠
町
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
〇
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
現
在
は
合
併
に
よ
り
両

町
と
も
市
川
三
郷
町
と
な
っ
て
い
る
。

（
7
）
古
賀
康
八
郎
氏
「
池
田
陽
一
先
生
に
就
い
て
」（『
産
科
と
婦
人
科
』
第
26
巻
第
８
号
、

株
式
会
社 

診
断
と
治
療
社
発
行
、
一
九
五
九
）
を
参
照
。

（
8
）
県
立
福
岡
病
院
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
一
年
七
月
よ
り
、
四
人
の
医
学
士
（
大
森
、

熊
谷
、
池
田
、
榎
本
）
に
よ
る
巡
回
診
療
が
開
始
さ
れ
る
。
県
下
十
八
の
郡
区
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
巡
回
し
、
各
地
域
の
開
業
医
等
と
協
力
す
る
形
で
診
療
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
結
成
さ
れ
た
「
玄
洋
医
会
」
は
県
下
二
十
市
郡
に
支

部
が
置
か
れ
た
が
、
医
学
巡
回
の
場
所
で
あ
る
出
張
所
（
診
療
所
）
が
支
部
の
会
場
と

な
っ
て
い
る
（
註
（
1
）
所
掲
書
を
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
地
域
医
療
を
行
う
場
所
が
、

診
療
所
、
治
療
所
、
出
張
所
な
ど
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
9
）「
筑
紫
郡
医
師
会
」
は
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
「
筑
紫
医
師
会
」
と
改
称

し
、
今
日
は
「
一
般
社
団
法
人
筑
紫
医
師
会
」（
福
岡
県
太
宰
府
市
国
分
）
と
し
て
盛
ん
な

活
動
を
続
け
て
い
る
。『
筑
紫
医
師
会
七
十
周
年
史
』（
社
団
法
人
筑
紫
医
師
会
、

一
九
七
七
）
の
中
に
、
設
立
当
時
の
会
員
と
し
て
髙
木
磯
太
郎
の
名
前
が
見
え
、
理
事
の

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
学
術
講
演
会
」
の
こ
と
も
同
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
矢
野
恒
太
（
一
八
六
六
～
一
九
五
一
）
は
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
第
三

高
等
中
学
校
医
学
部
（
後
の
岡
山
医
学
専
門
学
校
、
現
岡
山
大
学
医
学
部
）
を
卒
業
し
た

医
師
で
も
あ
っ
た
。

（
11
）
一
般
社
団
法
人
筑
紫
医
師
会
が
所
蔵
す
る
資
料
の
中
に
、「
退
会
届
」
が
あ
る
。

（
12
）
本
稿
附
録
資
料
（
2
）
髙
木
磯
太
郎
親
族
家
系
略
図
を
参
照
。

（
13
）『
福
岡
醫
學
校
關
係
物
故
者
追
弔
會
記
事
』（
古
賀
得
四
郎
著
・
発
行
、
一
九
三
三
）
の

中
に
、
参
加
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

む
す
び
に

本
稿
で
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
の
「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
分
析
検
討
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
旧
蔵
者
で
あ
り
筆
録
者
で
あ
っ
た
髙

木
磯
太
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
能
う
限
り
の
調
査
を
行
っ
た
。
当
初
、
福
岡
甲

種
医
学
校
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
以
外
全
く
情
報
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
資
料
の
一

冊
「
雜
記
載
録
」
と
い
う
日
記
や
そ
の
他
の
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
少
し
ず
つ

そ
の
生
涯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
記
は
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
の
一
月
か
ら

七
月
ま
で
、
わ
ず
か
七
ヶ
月
間
の
個
人
的
記
録
で
は
あ
る
が
、
福
岡
甲
種
医
学
校
を

め
ぐ
る
様
々
な
こ
と
が
ら
や
取
り
巻
く
人
々
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
中
で
も
、
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大
森
治
豊
、
池
田
陽
一
ら
の
医
学
校
教
諭
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
画
期
的
な
帝
王
切

開
手
術
（
ポ
ル
ロ
ー
式
国
帝
截
開
術
）
に
関
す
る
一
連
の
記
録
は
、
従
来
伝
え
ら
れ

て
い
た
事
実
を
再
検
討
さ
せ
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
。
今
後
の
当
該
研
究
に
対
し
て

一
石
を
投
じ
た
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

そ
の
外
、
明
治
十
年
代
の
前
半
の
わ
ず
か
四
年
程
度
で
は
あ
る
が
、
阿
蘇
宮
地
に

建
て
ら
れ
徹
底
し
た
漢
学
教
育
が
行
わ
れ
た
私
学
「
盍
簪
学
舎
」
に
つ
い
て
も
、
新

た
に
光
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
髙
木
磯
太
郎
が
幼
少
期
を
過
ご
し
、
生

涯
そ
の
故
郷
で
あ
っ
た
「
牛
頸
」
と
い
う
土
地
の
持
っ
て
い
る
文
化
的
環
境
に
つ
い

て
も
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
日
記
に
断
片
的
に
記
さ
れ
て
い
る

「
竹
田
先
生
（
謙
窓
）」
と
の
つ
な
が
り
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

先
、
こ
と
に
彼
の
後
半
生
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
竹
田

謙
窓
の
長
男
で
あ
り
、
髙
木
磯
太
郎
の
義
弟
で
あ
っ
た
竹
田
修
吉
（
定
修
）
の
書
き

残
し
た
多
く
の
文
書
類
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、大
野
城
市
所
蔵
「
竹
田
家
文
書
」
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
竹
田
家
の
貴
重
な
資
料
群
の
中
に
眠
っ
て
い
た
。「
髙
木
磯
太
郎
資

料
」
の
発
見
と
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
再
認
識
に
も
つ
な
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
も
か
く
、「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
四
十
九
冊
は
、
九
州
大
学
の
歴
史
の
一
部
分

で
あ
る
「
福
岡
医
学
校
」
の
教
師
や
生
徒
の
歩
み
を
考
察
す
る
上
で
、
貴
重
な
資
料

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。「
雜
記
載
録
」
が
記
さ
れ
て
か
ら
一
四
〇
年
の
歳
月
を

経
て
再
び
姿
を
現
し
た
本
資
料
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
が
所
蔵
す
る
他
の
資
料

と
同
様
に
、
様
々
な
研
究
の
道
に
我
々
を
誘
っ
て
く
れ
る
も
の
と
言
え
る
。
な
お
、

「
雜
記
載
録
」
に
関
し
て
は
、
今
後
全
文
の
文
字
起
こ
し
を
行
い
訓
読
文
を
作
成
し
た

上
で
、
関
心
の
あ
る
方
の
利
用
に
供
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
結
び
と
す
る
。

（
え
と
う 

ま
ゆ
み　
九
州
大
学
大
学
文
書
館
事
務
職
員
）

（
し
ば
た 

あ
つ
し　
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
同
館
協
力
研
究
員
）

〔
附
記
〕

本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
や
機
関
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
以
下
に
お
名
前
を
挙
げ
て
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
（
順
不
同
、
敬

称
略
）。

竹
田
準
、
竹
田
亨
、
池
浦
秀
隆
（
阿
蘇
神
社
・
権
禰
宜
）、
折
田
悦
郎
（
九
州
大

学
・
名
誉
教
授
）、
高
橋
健
二
（
株
式
会
社
プ
ラ
ナ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
代
表
取

締
役
社
長
、
阿
蘇
出
身
）、
阿
蘇
市
教
育
委
員
会
、
安
積
国
造
神
社
、
一
般
社
団
法

人
筑
紫
医
師
会
、
髙
岸
修
（
筑
紫
医
師
会
・
事
務
局
長
）、
立
花
孝
裕
（
東
京
大
学

文
書
館
・
助
教
）、
木
下
哲
夫
（
大
野
城
市
牛
頸
公
民
館
・
館
長
）、
門
井
慶
介
（
大

野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
・
学
芸
員
）、
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
福
岡
県
立
図
書

館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
図
書
館
、
同
中
央
図
書
館
、

熊
本
県
立
図
書
館
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一
八
六
五

一
八
七
三

一
八
七
八

一
八
八
二

一
八
八
三

一
八
八
五

一
八
八
八

一
八
八
九

西
暦

慶
應
元

明
治
6

　
　
11

　
　
15

　
　
16

　
　
18

　
　
21

　
　
22

年
号

08131718202324
満
年
齢

12
月
28
日
に 

福
岡
藩
士
田
中
又
十
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る

3
月
に
田
中
又
十
郎
逝
去
（
の
ち
田
中
格
仙
の
養
子
と
な
る
。
牛

頸
に
居
住
）

阿
蘇
宮
地
の
盍
簪
学
舎
に
入
塾

11
月
に
盍
簪
学
舎
は
廃
塾

福
岡
甲
種
医
学
校
に
入
学
、
斎
藤
武
英
教
諭
宅
に
寓
居

「
雜
記
載
録
」（
1
月
～
7
月
）
を
記
録

福
岡
甲
種
医
学
校
を
卒
業
、
医
師
開
業
免
状
を
取
得

玄
洋
医
会
発
足
、
入
会

11
月
22
日
に
竹
田
謙
窓
（
の
ち
岳
父
と
な
る
）
病
没
（
享
年
57
）

髙
木
磯
太
郎
の
事
蹟

（
慶
応
3
）
福
岡
藩
藩
校
賛
生
館
設
立

（
明
治
5
）
賛
生
館
廃
校

（
明
治
7
）
旧
藩
校
修
猷
館
内
に
診
療
所
を
設
置

（
明
治
10
）�

修
猷
館
内
診
療
所
、
東
中
洲
に
移
転
し
福
岡
病
院

と
し
て
開
院

（
明
治
12
）�

福
岡
病
院
廃
止
、
同
所
に
福
岡
医
学
校
を
開
設
、

東
京
大
学
医
学
士
大
森
治
豊
・
熊
谷
玄
旦
、
福
岡

医
学
校
教
師
に
着
任

（
明
治
13
）
福
岡
医
学
校
開
校
式

（
明
治
16
）
大
河
内
和
逝
去

（
明
治
16
）
福
岡
医
学
校
、
甲
種
医
学
校
と
し
て
認
可

（
明
治
17
）
福
岡
医
学
校
に
乙
種
薬
学
校
設
置

（
明
治
18
）�

福
岡
医
学
校
教
師
大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
、
ポ
ル

ロ
ー
式
帝
王
切
開
手
術
を
行
う

（
明
治
19
）�

福
岡
県
会
、
明
治
20
年
度
福
岡
医
学
校
予
算
の
全

廃
を
決
議

（
明
治
21
）�

福
岡
甲
種
医
学
校
廃
止
、
4
月
1
日
県
立
福
岡
病

院
を
開
院

（
明
治
22
）
斎
藤
武
英
、
公
立
久
留
米
病
院
初
代
院
長
就
任

関
係
事
項

附
録
資
料

（
1
）
髙
木
磯
太
郎
略
年
表
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一
八
九
三

一
八
九
四

一
八
九
五

一
八
九
八

一
八
九
九

一
九
〇
一

一
九
〇
二

一
九
〇
七

西
暦

明
治
26

　
　
27

　
　
28

　
　
31

　
　
32

　
　
34

　
　
35

　
　
40

年
号

2829303334363742
満
年
齢

9
月
8
日
よ
り
県
立
福
岡
病
院
の
産
科
・
婦
人
科
医
員

1
～
5
、
7
～
10
月
『
杏
林
之
栞
』
に
「
第
四
回
、
五
十
回
卵
巣

嚢
腫
實
驗
」
を
寄
稿
、
６
月
に
『
代
償
性
膀
胱
出
血
ノ
一
例
」
を

寄
稿

６
月
に
県
立
福
岡
病
院
医
員
を
辞
し
、
自
宅
（
牛
頸
）
で
開
業

5
月
29
日
～
6
月
7
日
、
牛
頸
に
て
漢
学
者
の
巡
回
講
師
岡
部
千

仞
に
就
い
て
「
新
式
男
女
禮
法
畧
記
」
を
聴
講
、
こ
の
頃
、
竹
田

謙
窓
二
女
ア
グ
リ
と
結
婚
か

3
月
21
日
に
長
男
幹
夫
誕
生
、
池
田
産
科
婦
人
科
病
院
勤
務

大
野
村
大
字
牛
頸
に
戻
る

筑
紫
郡
二
日
市
町
湯
町
に
居
住
（
出
張
所
）

の
ち
に
博
多
へ
出
張
所
移
転

筑
紫
郡
医
師
会
設
立
認
可
、
会
員
と
な
る

髙
木
磯
太
郎
の
事
蹟

（
明
治
27
）�

池
田
陽
一
（
産
科
・
婦
人
科
部
長
お
よ
び
小
児
科

部
長
）
県
立
福
岡
病
院
辞
職
、
佐
賀
市
水
ケ
江
町

に
池
田
産
科
婦
人
科
病
院
を
開
業

（
明
治
27
）
宮
本
茂
任
逝
去

（
明
治
32
）
池
田
陽
一
、
ド
イ
ツ
留
学
（
4
月
）

（
明
治
34
）
池
田
陽
一
、
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
（
正
月
）

（
明
治
36
）�

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
創
設
、
福
岡
県
立

病
院
長
大
森
治
豊
、
初
代
福
岡
医
科
大
学
長
兼
附

属
医
院
長
に
就
任

（
明
治
39
）�

斎
藤
武
英
、
公
立
久
留
米
病
院
辞
職
、
久
留
米
市

斎
藤
病
院
院
長

（
明
治
40
）
柘
植
宗
一
逝
去 関

係
事
項
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一
九
〇
九

一
九
一
一

一
九
一
四

一
九
一
九

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
五

一
九
二
八

一
九
三
〇

西
暦

明
治
42

　
　
44

大
正
38

　
　
11

　
　
12

　
　
14

昭
和
35

年
号

444649545758606365
満
年
齢

大
野
村
大
字
牛
頸
一
四
八
二
に
居
住

筑
紫
郡
医
師
会
学
術
講
演
会
で
「
屍
体
解
剖
所
見
に
就
て
」
発
表

筑
紫
郡
水
城
村
大
字
大
佐
野
の
出
張
所
を
廃
止

大
野
村
大
字
牛
頸
一
四
八
二
に
居
住
、
４
月
筑
紫
郡
医
師
会
の
理

事
に
就
任
（
翌
年
１
月
ま
で
）

大
野
村
大
字
下
大
利
か
ら
二
日
市
へ
転
居

大
野
村
大
字
牛
頸
の
出
張
所
を
廃
止

幹
夫
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
、
東
京
海
上
火
災
保
険
入
社

筑
紫
郡
二
日
市
町
紫
に
居
住
、
髙
木
産
婦
人
科
医
院
を
経
営

3
月
3
日
幹
夫
、
英
国
留
学
よ
り
帰
国

2
月
1
日
に
幹
夫
の
長
男
正
幹
誕
生

11
月
11
日
に
筑
紫
郡
医
師
会
に
退
会
届
を
提
出
、
東
京
へ
移
住

髙
木
磯
太
郎
の
事
蹟

（
明
治
43
）
九
州
帝
国
大
学
創
設

（
明
治
44
）�

九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学
開
設
、
元
東
京
帝
国
大

学
総
長
山
川
健
次
郎
、
九
州
帝
国
大
学
初
代
総
長

に
就
任
。
元
医
科
大
学
長
大
森
治
豊
に
九
州
帝
国

大
学
初
の
名
誉
教
授
を
授
与

（
明
治
45
）
初
代
福
岡
医
科
大
学
長
大
森
治
豊
逝
去

（
大
正
12
）
熊
谷
玄
旦
逝
去

（
昭
和
5
）�

池
田
陽
一
、
福
岡
市
に
移
住
、
福
岡
市
極
楽
寺
町

に
長
男
一
男
と
共
に
池
田
産
婦
人
科
病
院
を
開
設

関
係
事
項
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一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
四

一
九
四
二

一
九
四
二

西
暦

昭
和
6

　
　
7

　
　
9

　
　
17

　
　
20

年
号

66676977
満
年
齢

4
月
中
旬
～
6
月
上
旬
、
妻
と
共
に
郷
里
に
墓
参
、
親
族
を
訪
問

8
月
上
旬
に
「
親
戚
家
族
名
簿
」
を
作
成

福
岡
医
学
校
関
係
物
故
者
追
弔
会
に
出
席
（
福
岡
市
崇
福
寺
）

8
月
31
日
に
妻
ア
グ
リ
病
没
（
享
年
64
）、
多
磨
墓
地
に
埋
葬

12
月
に
喜
寿
を
迎
え
る
、
竹
田
修
吉
、
祝
い
に
画
幅
を
贈
呈

義
弟
竹
田
修
吉
（
定
修
）
病
没

髙
木
磯
太
郎
の
事
蹟

（
昭
和
12
）
池
田
陽
一
逝
去 関

係
事
項
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二男
六吉

長男
晴夫

ワカ 竹田定猗
（謙窓）

四女
スエ

三女
セイ

長男
修吉
（定修）

矢野恒太長女
ヒデ

二女
アグリ 髙木磯太郎

長男
幹夫

二女
雪子

*1

*2 *4

*5

長男
正幹

長男
博吉

*3

二男
準

長男
照

*6

長男
亨

（
２
）
髙
木
磯
太
郎
親
族
家
系
略
図

＊
１　
福
岡
藩
藩
儒
竹
田
家
第
９
代
当
主

＊
２　
福
岡
藩
藩
儒
竹
田
家
第
10
代
当
主

＊
３　
福
岡
藩
藩
儒
竹
田
家
第
11
代
当
主

＊
４　
第
一
生
命
保
険
創
業
者

＊
５　
東
京
海
上
火
災
保
険
第
４
代
社
長

＊
６　
東
京
海
上
火
災
保
険
第
８
代
社
長

　
　
＊
「
竹
田
家
文
書
」
所
収
「
竹
田
家
系
図
」
を
参
照
し
た
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報道・公表・関連事項 髙木磯太郎「雑記載録」

明治18年3月28日 午前十時大森池田齋藤三先生
療産婦矣

明治18年4月8日

大森教師入來與先生對酌談語
及於先日婦人治術腹部切開子
宮摘出事優笑高談自心中如在
快樂

明治18年4月28日 ポルロー（Porro)氏式帝王切
開手術日（伯林臨床週報）

明治18年5月6日 福岡日日新聞「東洋未聞の大
施術（某氏の報道）」

明治18年5月8日 福岡日日新聞「大施術母子安
全なり」

明治18年5月12日 東京日日新聞「東洋未聞の大
施術」

明治18年5月24日

今日中嶌町緒田巻屋婦人入院
療治此度全癒以故於東公園官
宅設回起祝之莚醫学校教諭大
森熊谷池田齋藤並醫員青木中
嶌諸氏招待

明治18年5月25日 醫事新聞第158号「國帝切開
術」

明治18年10月12日 伯 林 臨 床 週 報 第41号「Eine  
Sectio  caesarea  nach Porro.」

明治18年12月19日 東京醫事新誌第403号「ポル
ロー氏帝王開切術」

明治19年1月10日 中外醫事新報第139号「ポル
ロー氏國帝切開術」

明治20年1月12日

文 部 大 臣 森 有 礼（1847 ～
1889）が福岡各校巡視で、福
岡医学校の施術場に備えて
あった子宮アルコール漬けを
見学

明治20年1月14日 福岡日日新聞「大臣截開術を
称讃す」

明治20年2月20日
～ 3月31日

「福岡博物展覧会」第二区第
二室に「病院出品」第九号と
して出品「國帝切開術ノ際扶
出 シ タ ル 子 宮 及 卵 巣（ 大 瓶
入）」

明治27年2月末日

杏林之栞 第6巻第2号「ポル
ロー氏国帝截開術ヲ施シテ母
子共ニ安全ナリシ再度ノ治
験」（池田陽一述）

＊�『東京醫事新誌』『中外醫事新報』に見える「伯林醫事週誌」は、池田陽一「杏林之栞」第6巻第2
号には、「伯林臨床週報」と記す。『九州大学五十年史・通史』には、『伯林臨床週報』とある。	

（
３
）
大
森
治
豊
・
池
田
陽
一
に
よ
る
「
ポ
ル
ロ
ー
式
国
帝
截
開
術
」
関
係
年
表
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No. 表題 種別 内容 年代 備考

1 洋算手控 盍簪學舎
筆記帳 明治11年10月

洋算の練習帳
裏表紙に安積艮齋の詩「登筑波山絶
頂」を書写

2 洋算手控 盍簪學舎
筆記帳 明治14年5月 計算問題の練習帳

3 和 漢 雜 書 暗 記 手
控

盍簪學舎
筆記帳 明治14年6月

漢文の書写
問題文と解答
冒頭頁に「不学牆面、莅事惟煩」

（『書経 ‐ 周官』）と書写
裏表紙に髙木磯太朗　髙木印有り

4 盍 簪 學 舎 教 則 幷
試験法

盍簪學舎
筆記帳 明治14年6月

盍簪学舎の教則
試験法は省略
裏表紙に「髙木氏所物」
表紙・巻頭・巻末に髙木印有り

5 不審字控（上等・
第四級不審）

盍簪學舎
筆記帳 明治14年、15年 損傷激しい、多数書き込み有り

6 歴史綱鑑補全 不
審字控

盍簪學舎
筆記帳 明治15年4月

難読字など
裏表紙に「明治十有五歳四月　阿蘇
宮地　盍簪学舎」

7 洋算傳習手控 盍簪學舎
筆記帳 明治15年10月 計算問題の練習帳

文章問題、約分、通分等

8 外科各論・壹 医学校
講義ノート

大森治豊教諭
彪氏外科各論

（第三年後半期六
期生）

大森治豊先生の講義
表紙裏に「福岡医学校三年後半期六
期生　髙木氏蔵書」
巻末頁に「福岡区内因幡町八番地　
斎藤武英殿方寄寓中書之…」

9 外科各論・貳 医学校
講義ノート

大森治豊教諭
彪氏外科各論

（下肢・頸部・
花柳・皮膚）

～ 明 治20年11月
15日

（第四年前半期生
七期生）

大森治豊先生の講義

10 外科各論・〔三〕 医学校
講義ノート

大森治豊教諭
彪氏外科各論

（泌尿・生殖・
骨盤・上肢）

～明治20年4月28
日頃

（ 第 四 年 前 半 期
生）

大森治豊先生の講義
巻頭頁に「甲種福岡医学校一等教諭
医学士兼校長　大森治豊先生直訳口
授」

11 外科各論・〔四〕 医学校
講義ノート

大森治豊教諭
（外科手術論及
胸腹諸病）

明治20年7月頃？
（ 第 四 年 後 半 期
生）

大森治豊先生の講義
裏表紙に「髙木蔵書」
新聞紙（広告欄に明治20年7月）で
製本

12 外科各論 医学校
講義ノート 四肢篇等

明 治19年11月22
日頃～明治20年4
月9日頃

表紙無し

13 内科通論 医学校
講義ノート

池田陽一教諭
（病理通論）

～明治19年1月18
日

池田陽一先生の講義
巻頭頁に「甲種福岡医学校医学士池
田陽一先生講」

14 内科各論・二 医学校
講義ノート

熊谷玄旦教諭
（呼吸器篇）

（ 第 四 年 前 半 期
生） 熊谷玄旦先生の講義

15 内科各論・三 医学校
講義ノート

熊谷元旦教諭
（神経系諸病）

～明治21年11月6
日

（第四年後半期八
期生）

熊谷玄旦先生の講義
巻頭頁に「熊谷元旦氏口授」

（
４
）「
髙
木
磯
太
郎
資
料
」
資
料
目
録
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No. 表題 種別 内容 年代 備考

16 内科各論・〔四〕 医学校
講義ノート

熊谷玄旦教諭
（消化器病論） （第八期生） 熊谷玄旦先生の講義

新聞紙で製本

17 内科各論・〔五〕 医学校
講義ノート

熊谷玄旦教諭
（循環器・泌尿
器・ 生 殖 器・
血液及血液製
造 器・ 新 陳 代
謝器諸病論）

～明治20年1月頃
（ 第 四 年 前 半 期
生）

熊谷玄旦先生の講義
新 聞 紙（ 朝 日 新 聞 第2571号 附 録 ）
で製本
裏表紙に「髙木蔵書」

18 内科各論・〔六〕 医学校
講義ノート

熊谷玄旦教諭
（伝染病論・第
参章）

～ 明 治26年10月
17日頃

熊谷玄旦先生の講義
第三章から始まっている
新 聞 紙（ 朝 日 新 聞 第2570号 附 録 ）
で製本されている
巻末頁：事実程　取締罰則　爆発物
検察官　当国事犯事件　内科伝染論
裏表紙：明治26年10月17日…書之
　髙木蔵書

19 断訟醫學 医学校
講義ノート

熊谷玄旦教諭
斎藤武英教諭

～ 明 治20年10月
23日

巻頭頁に「福岡医学校教諭医学士熊
谷玄旦先生直訳、同教諭斎藤武英先
生補訂、同生徒髙木磯太郎筆記」

20 組織學前編 医学校
講義ノート 柘植宗一教諭 明治18年1月「例

言」

柘植宗一先生の講義
巻頭に「柘植宗一識　明治18年1月」
の例言
刊本の一部を綴じ込む

21 組織學後編 医学校
講義ノート

柘植宗一教諭
（訂正・増補）

（ 第 二 年 前 半 期
生）

柘植宗一先生の講義
刊本の一部を綴じ込む
巻頭頁に「柘植二等教諭訳　組織学
後編　甲種福岡医学校上梓」
巻末頁に「二等教諭柘植先生訳述　
生徒中附活版　甲種福岡医学校生徒
二年前半期生　髙木蔵書」

22 産科學 医学校
講義ノート 池田陽一教諭

～明治20年10月、
明治21年3月

（ 第 八 期 生 ）（ 第
四年後期）

池田陽一先生の講義
巻末頁に「明治20年10月25日午前
10時終講」
裏表紙に「福岡甲種医学校卒業生　
髙木磯太郎」

23 婦人科學 医学校
講義ノート 池田陽一教諭 明治20年頃～

（第四年前期）

池田陽一先生の講義
新 聞 紙（ 福 岡 日 日 新 聞 第1997号 ）
で製本
巻頭頁に「福岡医学校一等教諭医学
士池田陽一先生口授…同校生徒髙木
磯太郎執筆」

24 診断學・巻之一 医学校
講義ノート 池田陽一教諭 （第五期生）

池田陽一先生の講義
巻頭頁に「福岡医学校一等教諭医学
士池田陽一先生口授…同校生徒髙木
磯太郎即日講聞記」

25 診断學・巻之二 医学校
講義ノート

池田陽一教諭
(循環器診法
肚腹臓器診法)

年代不詳
5月12日～

（第五期生）

池田陽一先生の講義
裏表紙に「池田教諭口述　甲種福岡
医学校　五期生　髙木磯太郎」
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No. 表題 種別 内容 年代 備考

26 眼科學・壹 医学校
講義ノート

榎本與七郎教
諭 （第三年前期）

榎本與七郎先生の講義
新聞紙で製本
巻頭頁に「福岡医学校一等教諭医学
士榎本與七郎氏口述　同校生徒髙木
磯太郎筆記」

27 眼科學・貳 医学校
講義ノート

榎本與七郎教
諭

～明治20年1月頃
（第三年後期）

榎本與七郎先生の講義
新聞紙で製本

28 生理學拔記 医学校
講義ノート

榎本與七郎教
諭

明 治18年1月 ～ 2
月26日頃

榎本與七郎先生の講義
表紙裏に「卒業証書　髙木磯太郎　
開業　第八期卒業」

29 薬物學 医学校
講義ノート 齋藤武英教諭 ～明治19年9月10

日

斎藤武英先生の講義
巻頭頁に「甲種福岡医学校三等教諭
齋藤先生口述　同校生徒髙木磯太郎
筆録」
巻末頁に「明治19年9月10日午後6
時焉終於福岡天神町齋藤武英先生寓
居中」

30 動物學 医学校
講義ノート

久能功教諭
實用動物學

久能功先生の講義
巻頭頁に「甲種福岡医学校教諭久能
功先生口述　生徒髙木講莚筆記」

31 植物學 医学校
講義ノート 久能功教諭

久能功先生の講義
巻頭頁に「福岡医学校教師久能功先
生講述　髙木磯太郎筆録」

32 組 織 學・ 五 宦 器
篇圖譜 書写 耳や目等の断面図等を書写

33 動脉拔萃表 書写 明治17年10月

34 摸 寫・ 解 剖 筋 圖
式 書写 明治17年4月

裏表紙に「明治17歳甲申4月写之　
福岡医学校生徒髙木磯太郎蔵品」
人体の解剖図について模写

35 醫科全書 神經學
拔萃 書写 ～ 明 治17年12月

頃

医科全書神経学を抜粋
巻末頁に「山日明治17年甲申12月
福岡天神甼斎藤武英殿方寓居中於南
窓之下謄写焉」

36 炭 素 化 合 物 化 學
総論 書写

シ ョ ウ レ ン
マー氏炭素化
合物化学

明治16年頃？ 巻頭頁に「ショウレンマー氏炭素化
合物化学」

37

〔急性化膿性中耳
炎〕

〔慢性化膿性中耳
炎〕

〔頭蓋損傷通義〕

筆記帳 表紙無し、損傷多い

38 外科聴講要概録 備忘録 明 治18年10月20
日～ 19年1月頃

大森治豊先生の講義
表紙の裏に「彪氏外科通論」等多数
書き込み
冒頭に「外科通論　大森先生譯講」

39 解剖備忘雜記 備忘録 明 治16年12月 頃
～ 17年10月頃

「明治拾六歳十二月十日講述聞記ス」
解剖図について

40 生理學備忘録 備忘録
（體温論、筋論、
運動論、神経
論、五神論）

明 治18年3月 ～ 5
月頃
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No. 表題 種別 内容 年代 備考

41
〔 組 織 学 〕(肥 斯
都露岐伊 迷摸亂
怒)

備忘録 明治17年6月12日
～明治18年3月頃

組織学（一般解剖学、顕微鏡解剖学
等）について
表紙に「福岡医学校　多加喜」
裏表紙に「陽気発処、金石亦透、精
神一到、何事不成」（朱子語類）の
書き込み

42 組 織 學「 プ レ パ
ラート」備忘録 備忘録 明治17年 巻頭頁に「以下皆顕微鏡的検査備忘

録」

43
〔 組 織 学 〕（ 毘 斯
篤魯義伊 實地演
習要摘簿)

備忘録
年代不詳
1月16日 ～ 5月12
日頃

44 〔骨や関節に関す
る覚書〕 備忘録

年代不詳
4月13日 頃 ～ 5月
21日頃

表紙無し

45 医 学 全 科 卒 業 試
験問題録

医学校
試験問題録

甲種福岡醫學
校卒業試験問
題（総数324題）

明 治21年1月5日
乃至

「甲種福岡醫學校編輯　髙木磯太郎
　筆記」
各学科の試験問題の項目
裏 表 紙 に「 甲 種 福 岡 医 学 校 生　
takaki（筆記体）」

46 雜記載録 日記

明 治18年1月 ～ 7
月

（ 第 二 年 前 半 期
生）

明治18年(1885)正月から7月までの
漢文による日記

47 産科訓典 翻訳本書写 明 治26年4月3日
～ 12日頃

「産科訓典　英国ブリストル病院産
科医「スウェイン」著　日本医師…
瀬脇寿雄纂訳」
巻末頁に「明治26年4月3日写始之
同年同月12日写終之　圖新堂　髙
木庫」

48 華氏産科摘要 翻訳本書写 巻之上
巻之下

～明治26年5月10
日

紀元253明治6年(1873)に出版され
た翻訳本を書写
人体図等を書き写した薄い用紙を複
数枚貼り付け
巻末頁に「干時明治26年5月10日午
後8時25分終結　恩　師池田陽一先
生方寄寓中於北窓之下執筆　北筑一
寒生　髙木磯太郎字子幾」

49 新 式 男 女 禮 法 畧
記

卒業後
講義ノート

岡部千仞巡回
講師
新式男女禮法
手續覺
附・ 嫁 入 ノ 節
御茶ノ配置法
心得

明治31年旧5月～
6月

岡部千仞先生の講義
巻頭頁に「新式男女礼法手続覚」
巻末頁に「以上明治三十一年旧五月
二十九日ヨリ六月七日迄自宅ニ於テ
巡回教師岡部千仞先生ニ従ヒ伝習　
髙木磯太郎記之」
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①洋算手控（裏表紙）（明治 11 年 )

①洋算手控（本文）（明治 11 年）

（
５
）
写
真
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③和漢雜書暗記手控（明治 14 年）

③和漢雜書暗記手控（本文）（明治 14 年）
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④盍簪學舎 教則幷試験法（明治 14 年）

④盍簪學舎 教則幷試験法（本文）（明治 14 年）
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⑧外科各論・壹（本文）（大森治豊教諭）

⑧外科各論・壹（大森治豊教諭）
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⑲断訟醫學（本文）（熊谷玄旦教諭・斎藤武英教諭）

⑮内科各論・三（本文）（熊谷玄旦教諭）
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⑳組織學前編（本文）（柘植宗一教諭）

⑳組織學前編（本文）（柘植宗一教諭）
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㉜組織學・五宦器篇圖譜（本文）

㉜組織學・五宦器篇圖譜
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㉞摸寫・解剖筋圖式（本文）（明治 17 年）

㉞摸寫・解剖筋圖式（明治 17 年）
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㊺醫學全科卒業試験問題録（本文）（明治 21 年）

㊺醫學全科卒業試験問題録（明治 21 年）
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㊻雜記載録（三月）（明治 18 年）

㊻雜記載録（正月）（明治 18 年）

㊻雜記載録（明治 18 年）
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竹田謙窓夫妻の墓（福岡県大野城市牛頸）
2026.1.18　筆者撮影

髙木磯太郎肖像
（福岡縣官民肖像録・深田豊市著・大正 2 年）

福岡医学校最後の卒業生と教師たち（明治 21 年・九州大学大学文書館蔵）
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県立福岡医院本館（福岡医学校）（九州大学大学文書館蔵）

親戚家族名簿（大野城市所蔵「竹田家文書」）福岡醫學校第貳學期・第参學期卒業証（明治 13, 14 年）
（九州大学大学文書館蔵）

― 68 ―

 九州大学大学文書館研究紀要　創刊号


